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この取扱説明書をお読みいただく前に 
 

● この取扱説明書の無断転載を禁じます。 

● お客様がお持ちの製品のバージョンによっては、この取扱説明書に記載される外観図や通信コマンドな

どが、一部異なる場合がありますのでご了承ください。 

● 取扱説明書は改善のため、事前の予告なく変更することがあります。最新の取扱説明書は、弊社のホー

ムページからダウンロードすることができます。 

www.idk.co.jp 

 

 

 取扱説明書の分冊構成  

取扱説明書は、目的に応じた 2冊の構成です。必要に応じた、取扱説明書をお読みください。 

コマンドガイドは、ホームページからダウンロードしてご覧ください。 

 

■ ユーザーズガイド 

[目的] 

・簡単な操作方法を知る。 

・設置し、他の機器と接続する。 

・入出力調整や設定などをする。 

 

■ コマンドガイド (本書) 

[目的] 

・RS-232C通信および LAN通信などによる外部制御をする。 
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1 本書の概要 

本書では、RS-232C通信または LAN通信を使用した、FDX-Sシリーズを制御する通信コマンドについて説

明します。 

 

2 通信仕様と設定 

本章では、RS-232C通信と LAN通信の仕様と、設定手順について説明します。 

 

2.1 RS-232C 通信 

2.1.1 RS-232C コネクタ仕様 

付属のターミナルブロック (3ピン) にケーブルを固定し、本機に接続してください。 

なお、ケーブルは AWG 28 ～ AWG 16を推奨します。剥き線長さは最大 7 mmです。 

必要に応じて RTSと CTS、DTRと DSRをショートしてください。 

 

Tx
Rx
GND

最大 7mm

制御機器側

Tx
Rx
GND

本機側

　RxD
　TxD

　GND

信号名

（受信データ）
（送信データ）

（グランド）

 

[図 2.1] ターミナルブロック (3 ピン) への RS-232C ケーブルの接続方法 
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2.1.2 RS-232C 通信仕様 

RS-232C 通信の設定範囲は以下のとおりです。 

 

[表 2.1] RS-232C 通信仕様 

準拠規格 RS-232C 

通信速度 4800 / 9600 / 14400 / 19200 / 38400 [bps] 

データビット長 7 / 8 ビット 

パリティチェック なし / 奇数 / 偶数 

ストップビット 1 / 2 ビット 

Xパラメータ 無効 

フロー制御 なし 

デリミタ CR LF (復帰+改行, 16進表記の 0Dと 0A) 

通信方式 全二重 

 

2.1.3 RS-232C 通信の設定手順 

次の手順に従い、本機とパソコンなどの制御機器との RS-232C通信設定をしてください。 

 

(1) 制御機器と本機を RS-232Cケーブルで接続します。 

(2) 本機に RS-232C通信設定をします。 

【参照：ユーザーズガイド】 

 

(3) 制御機器に、上記 (2) で本機に設定した「RS-232C通信設定」と同じ設定をします。 

(4) 制御機器から通信コマンドを本機に送信します。 

通信コマンドを使うことで、本機の制御や状態を取得できます。 

 

T

手順(2)

手順(1)

RS-232Cケーブル

手順(4)

通信
コマンド

手順(3)

ノートパソコン

 

[図 2.2] RS-232C 通信の設定手順 
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2.1.4 RS-232C 伝送モードについて 

本機の RS-232Cコネクタから受信したデータを、HDBaseT入出力スロットボード経由で、HDCシリーズ

の送受信器に接続された外部機器に RS-232C 伝送することができます。 

 

カメラ

HDBaseT入力接続

プロジェクター

デスクトップパソコン

外部制御

FDX-S16U

ツイストペアケーブル

RS-232Cケーブル

RS-232C

HDC-Tシリーズ HDC-Rシリーズ

HDMI
HDMI

HDMIケーブル

RS-232C
RS-232C

RS-232C伝送OKRS-232C伝送OK

RS-232C伝送NG

HDBaseT出力接続

[図 2.3] RS-232C 伝送モードの接続例 

 

RS-232C 伝送モード設定を“RS-232C伝送モード”に設定すると、“通常モード”に再設定されるまで

は、本機の RS-232Cコネクタから受信したデータを、RS-232C伝送送信チャンネル設定で設定した入出力

チャンネルに送信します。送信するチャンネルは複数設定可能です。 

データを受信する場合は、RS-232C伝送受信チャンネル設定で設定した入出力チャンネルから受信したデ

ータを、本機の RS-232Cコネクタから送信することができます。受信するチャンネルは 1系統のみ設定可

能です。 

複数のチャンネルからデータを受信した場合は、設定したチャンネル以外からの受信データは破棄されま

す。 

【参照：@G++ / @S++ RS-232C伝送送信チャンネル設定 (P.120) 】 

【参照：@G+R / @S+R RS-232C伝送受信チャンネル設定 (P.121) 】 

【参照：@G+S / @S+S RS-232C 伝送モード設定 (P.121) 】 

 

【注意】 HDBaseT入力スロットボードと HDBaseT出力スロットボード間で RS-232C伝送することはで

きません。 
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例) OUT12にデータ送信、OUT12からデータ受信 

① @SCT,1,1,0,0 

<CR><LF> 

RS-232C通信設定を通信速度 9600 bps、データビット長 8 bit、パリティチ

ェックなし、ストップビット 1 bitに設定。 

② @S++,12<CR><LF> RS-232C伝送送信チャンネル設定 

OUT12を指定 

③ @S+R,12<CR><LF> RS-232C伝送受信チャンネル設定 

OUT12を指定 

④ @S+S,1<CR><LF> RS-232C伝送モードに設定 

  これ以降、本機が受信したデータが@S++で指定した OUT12に送信される 

⑤ POWER ON プロジェクターの“電源 ON”コマンドを送信 

⑥ OK プロジェクターから“電源 ON”コマンドの受信 

⑦ @S+S,0<CR><LF> 通常モードに設定 

  これ以降、本機へのコマンド通信が可能 

⑧ @GIV<CR><LF> バージョン取得 

 

[RS-232C伝送モード開始] 

FDX-S16U

デスクトップパソコン

外部制御

 でRS-232C通信設定
 、 でRS-232C伝送の送受信チャンネル設定
 でRS-232C伝送モードに設定、伝送開始

 以降、本機へのコマンド通信不可

 

 

[RS-232C伝送モード中] 

 の受信設定によりプロジェク
ターからの受信が可能

 の送信設定によりデスクトップ
パソコンからの のデータを送信

  POWER ON   POWER ON

  OK  OK

FDX-S16U

HDC-R
シリーズ

プロジェクターデスクトップパソコン

外部制御

  POWER ON

  OK

 

 

[RS-232C伝送モード終了] 

FDX-S16U

デスクトップパソコン

外部制御

 で通常モードに設定、RS-232C伝送モード終了
 で本機へのコマンド通信を確認

 以降、送受信はされない

 

[図 2.4] RS-232C 伝送モードの動作例 

  



FDX-Sシリーズ取扱説明書 ＜コマンドガイド＞ 

9 

2.2 LAN 通信 

2.2.1 LAN コネクタ仕様 

LANコネクタのピン配列は次のとおりです。 

ストレートケーブル / クロスケーブルの判別・切り換えを自動的に行なう Auto MDI / MDI-Xに対応していま

すので、本機とパソコンまたはハブなどとの接続のとき、意識せずに接続することが可能です。 

 

  RX+

　N.C.

  TX+

ピン番号

1

3
2

4

6
5

7
8

信号名

  TX-

  N.C.

　RX-

　N.C.
　N.C.

（送信データ ＋）
（送信データ ー）
（受信データ ＋）
（未使用）

（受信データ －）
（未使用）
（未使用）

（未使用）

リンクが確立しているとき、
緑色に点灯します。
データの送受信中は、
緑色に点滅します。

伝送速度が100 Mbpsのとき、
橙色に点灯します。
10 Mbpsのとき、消灯します。

MDI

  TX+

　N.C.

  RX+
  RX-

  N.C.

　TX-

　N.C.
　N.C.

（受信データ ＋）
（受信データ ー）
（送信データ ＋）
（未使用）

（送信データ －）
（未使用）
（未使用）

（未使用）

MDI-X81

LANコネクタ

8ピン RJ-45型モジュラーコネクタ

(本機背面側)

[図 2.5] LAN コネクタ仕様 

 

2.2.2 LAN 通信仕様 

LAN通信仕様は次のとおりです。 

 

[表 2.2] LAN 通信仕様 

物理層 10Base-T (IEEE802.3i) / 100Base-TX (IEEE802.3u) 

ネットワーク層 ARP、IP、ICMP 

トランスポート層 TCP 

通信コマンド制御使用ポート：1100、6000 ～ 6999 

WEBブラウザ制御 (HTTP) 使用ポート：80 

アプリケーション層 HTTP、TELNET 

 

【注意】 同時に使用できるコネクション数は最大 8個です (WEBブラウザ使用時は最大 4個です)。 

【参照：2.2.4 TCP-IPコネクション数の制限と解決策 (P.11) 】 
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2.2.3 LAN 通信の設定手順 

次の手順に従い、本機とパソコンなどの制御機器との LAN通信設定をしてください。 

 

(1) 制御機器と本機を LANケーブルで接続します。 

(2) 本機に LAN通信設定をします。 

・IPアドレス、サブネットマスクの設定 

・TCPポート番号：1100、6000 ～ 6999番 

【参照：ユーザーズガイド】 

 

(3) 上記 (2) で本機に設定した IPアドレスと TCPポート番号へ、制御機器からコネクションを確立し

ます。 

(4) 制御機器から通信コマンドを本機に送信します。 

通信コマンドを使うことで、本機の制御や状態を取得できます。 

 

T

手順(2)

手順(1)

LANケーブル

手順(4)

通信
コマンド

手順(3)

ノートパソコン

 

[図 2.6] LAN 通信の設定手順 
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2.2.4 TCP-IP コネクション数の制限と解決策 

本機は、最大 8コネクション (8ポート) まで同時に接続することができます。ただし、同時に使用すること

ができるコネクション数が限られているため、9台以上のパソコンから制御をする場合、本機とのコネクシ

ョンに失敗することがあります。 

 

8コネクションより多くのパソコンからコマンド制御をする場合は、次の表に示す方法を使ってください。 

ユーザー側のソフトから、TCP-IPのコネクション・クローズを通信コマンドの送受信ごとに実行すること

で、本機側のポート占有と解放がされます。そのため、常時ポートを占有することはなく、論理的に 8ポー

ト以上の接続をすることができます。 

 

[表 2.3] 接続数を増やす方法 

ユーザー側パソコンソフト  本機 

TCP-IPコネクション → (1ポート占有) 

コマンド送信 (@xxx) →  

 ← コマンド返信 (@xxx) 

TCP-IPクローズ → (1ポート解放) 

 

【注意】 パソコン側から本機へ 30秒間コマンドの送信がなかった場合、本機は、コネクション数制限の問

題を回避するため、コネクションの切断処理をします。そのため、パソコン側から再度コネクシ

ョンを確立しないと通信ができなくなります。 

再度コネクションを確立するためには、今まで繋いでいたパソコン側コネクションの切断処理を

した後に、再度コネクションの確立処理をしてください。 

(本機のポート数は 8ポートのため、コネクションが繋がったままパソコン側の電源などが落とさ

れた場合、永久にポートが占有されます。この占有を回避するため、パソコン側から通信コマン

ドが送信されない場合、本機はコネクションの切断処理をします。) 
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2.3 状態通知について 

状態通知は、本機の入出力チャンネルやシステム内に、状態の変化や異常があったとき、RS-232C通信ま

たは LAN通信を使って制御機器へ通知する機能です。 

本機を起動した直後は、状態通知を行わない設定になっています。状態通知を有効にするには、制御機器か

ら@SPH コマンドを使って本機に設定してください。 

【参照：@GPH / @SPH 状態通知間隔 (P.100) 】 

状態通知の動作は次のとおりです。 

(1) 状態通知を有効にします。 

@SPHコマンドで、通知間隔を設定します。 

(2) 本機と制御機器の接続を維持するため、定期的に@GIVコマンドを送受信します。(30秒以内) 

この手順は、RS-232C通信では必要ありません。 

(3) 本機に状態変化 (ここでは入力ステータスの変化) が発生したとき、本機から制御機器へ状態変化

の通知をします。 

(4) 制御機器は入力ステータス取得用の@AINコマンドを本機へ送信します。 

(5) 本機は現在のステータス状態を制御機器へ返信します。 

 

     通知間隔設定の応答

     @SPH,5 (通知間隔:500ms)

FDX-S16U
デスクトップパソコン

(制御機器)

(2) 接続を維持するため定期的にコマンドを送信

     @GIV (製品名、バージョン情報取得)

(3) 状態変化発生時

     @PSH,1,0,0 (状態通知 (入力ステータス変化) )

(4) 入力ステータス取得のコマンドを送信

     @AIN,1 (入力変化の状態取得)

(5) 現在のステータス状態の応答

     @AIN,1,FDX-S16U,**.**.**,**,**,**,・・・

     製品型番、バージョン情報の応答

     @GIV,FDX-S16U,01.00.01,12,12

(1) 状態通知機能を有効にするコマンドを送信

     @SPH,5 (通知間隔設定)

FDX-SOA12A搭載時

 

[図 2.7] 状態通知の動作 

 

通知間隔とは、本機から制御機器へ状態通知を行ってから、次の状態通知を行うまでの期間です。 

本機に状態変化が検出されず通知間隔が経過したときは、次の状態変化を検出した直後に状態通知を送信し

ます。 

500 ms

状態変化検出

通知間隔設定

状態通知

500 ms500 ms 500 ms

 

[図 2.8] 通知間隔と状態通知の関係図 

 

【注意】 @G+S / @S+S RS-232C 伝送モード設定 (P.121) を“RS-232C伝送モード”に設定しているとき

は、RS-232C通信による状態通知は使用できません。 
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3 コマンド 

3.1 出力スロットボードのチャンネル構成について 

 

・ 出力スロットボードはボードの種類によってチャンネル構成が変わります。4K@60対応スキャンコンバ

ータ出力スロットボードは 2チャンネル単位、4K@60対応スキャンコンバータ画面合成出力スロットボ

ードは 1チャンネル単位、それ以外の出力スロットボードは 4チャンネル単位のチャンネル構成です。 

・ 4K@60対応スキャンコンバータ出力スロットボードのチャンネル番号は、先頭から 2チャンネルが有効

です。残りの 2チャンネルは、空きチャンネルになり設定できません。 

・ 4K@60対応スキャンコンバータ画面合成出力スロットボードのチャンネル番号は、先頭の 1チャンネル

が有効です。コマンドによっては合成ウインドウとして、先頭 1チャンネル含めた 4チャンネルが割り

当てられます。 

・ 例として、下図構成の場合の有効チャンネルについて説明します。 

SLOT1、2はどちらも 4チャンネル単位の出力スロットボードを搭載しており、1 ～ 8チャンネルが有

効チャンネルになります。 

SLOT3には 4K@60対応スキャンコンバータ出力スロットボードを搭載しており、先頭の 2チャンネル

である 9チャンネルと 10チャンネルが有効チャンネルになります。11チャンネルと 12チャンネルは空

きチャンネルになり設定できません。 

SLOT4には 4K@60対応スキャンコンバータ画面合成出力スロットボードを搭載しており、先頭の 1チ

ャンネルである 13チャンネルが有効になります。14 ～ 16チャンネルは空きチャンネルになりますが、

コマンドによっては 13 ～ 16チャンネルが合成ウインドウ A ～ Dを指定するチャンネル番号となりま

す。 

 

SLOT1

4K@60 HDMI / DVI 

出力スロットボード

SLOT2

4K@60 HDBaseT

出力スロットボード

SLOT3

4K@60 HDMI / DVI

スキャンコンバータ
出力スロットボード

SLOT4

4K@60 HDMI / DVI

スキャンコンバータ

画面合成出力スロットボード

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10

13

FDX-SOA12A搭載時

 
[図 3.1] 出力スロットボードのチャンネル構成図 (図：FDX-S16U) 
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3.2 コマンド概要 

コマンドには、通常コマンドと互換コマンドがあります。 

これらのコマンドについて説明します。 

 

なお、入出力チャンネル数は、製品により異なります。 

コマンドの取得例と設定例は、特に記載がない場合は FDX-S16を使用した時の例となります。 

コマンドの説明で使用される“n”は、チャンネル数を示します。 

“m”は、スロット数を示します。 

 

[表 3.1] n (チャンネル数) と m (スロット数) の値 

製品型番 n m 

FDX-S08U、FDX-S08 8 2 

FDX-S16U、FDX-S16 16 4 

FDX-S32U、FDX-S32 32 8 

FDX-S64 64 16 

3.2.1 通常コマンド 

コマンドは各コマンドを識別する@ (16進表記の 40) の後に 3文字の半角英字 (大文字、小文字) と、それに

続くパラメータ (半角数字) からなります。(コマンドによっては複数のパラメータを指定可能なものや、パ

ラメータを必要としないものがあります。) 

コマンドとパラメータの間は、カンマ「,」(16進表記の 2C) で区切られます。コマンドの最後に改行コード 

(CR LF (復帰+改行, 16進表記の 0Dと 0A)) を送信することにより処理を実行します。 

 

例：@SPM,2<CR><LF> 

 

■ エラーがある場合 

未定義のコマンドやパラメータに誤りがある場合はエラーコマンドを返します。 

 

例： @SOT,2<CR><LF> 

@ERR,1<CR><LF> 

 

■ HELP としての使い方 

コマンドを指定せずに改行コード (CR LF (復帰+改行, 16進表記の 0Dと 0A)) のみを送信すると、ヘルプコ

マンドとしてコマンドの一覧を送り返します。 
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3.2.2 互換コマンド 

互換コマンドは、通常コマンドに付随するコマンドです。 

このコマンドを使う場合は、本体のメニューから設定してください。 

【参照：ユーザーズガイド】 

 

コマンドは半角英字 (大文字、小文字) と、それに続くパラメータ (半角数字) からなります。 

この書式の中で、カンマ「,」(16進表記の 2C)、セミコロン「;」(16進表記の 3B) またはスラッシュ「/」

(16進表記の 2F) が使用されます。 

使用用途は次のとおりです。 

・「,」は、コマンドとパラメータの区切り 

・「;」は、入出力チャンネル間の区切り 

・「/」は、本機の入出力チャンネルと、それらのチャンネルに対応する機器との区切り 

 

コマンドの最後に改行コード (CR LF (復帰+改行, 16進表記の 0Dと 0A)) を送信することにより処理を実行

します。 

 

例：s,3<CR><LF> 

 

例：wva<CR><LF> 

001;002;003;004;005;006;007;008;009;010;011;012;013;014;015;016/000;000;000;000;000;000;000; 

000;000;000;000;000;000;000;000;000  
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3.3 コマンド一覧 

 

■ エラーステータス 

コマンド 機能 詳細ページ 

@ERR エラーステータス 20 

 

■ 入出力チャンネル選択 

コマンド 機能 詳細ページ 

@SSC 入出力チャンネルストレート切換 20 

@GSW / @SSW 入出力チャンネル切換 21 

@GCY / @SCY 出力チャンネルの入力チャンネル指定コピー 21 

 

■ 出力画角設定 

コマンド 機能 詳細ページ 

@GOT / @SOT 出力解像度 22 

@GUM / @SUM シンク機器のアスペクト比 23 

@GSD / @SSD 表示サイズ / 表示位置 24 

@GBC / @SBC 背景色 25 

@GTP / @STP テストパターン 26 

@GVW / @SVW ビデオウォールの構成 / 表示位置 27 

@GDL / @SDL フレーム遅延 28 

@GIM / @SIM 同期モード設定 29 

@GES / @SES 映像同期処理 29 

@GOH / @SOH 出力映像の各種設定 30 

 

■ 出力設定 

コマンド 機能 詳細ページ 

@GUY / @SUY 映像信号無入力時の同期信号出力 33 

@GBO / @SBO 映像信号無入力時の出力映像 33 

@GEN / @SEN HDCP出力モード 34 

@GDM / @SDM 出力フォーマット 35 

@GDC / @SDC Deep Color出力 36 

@GFA / @SFA 映像切換効果 37 

@GHM / @SHM シンク機器 EDID判別 38 

@GMK / @SMK ホットプラグ オフ マスク 39 

@GDF / @SDF SDI出力フォーマット変換 40 

@GOG / @SOG SDI出力ギアボックスモード 41 

 

■ 入力画角設定 

コマンド 機能 詳細ページ 

@GAP / @SAP アスペクト比 42 

@GEF / @SEF 入力映像の各種設定 43 
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■ 入力設定 

コマンド 機能 詳細ページ 

@GDT / @SDT 映像信号の無入力監視 45 

@GHE / @SHE HDCP入力の許可 / 禁止 46 

@GDU / @SDU 3G-SDI Dual Stream信号入力時のストリーム 46 

@GIG / @SIG SDI入力ギアボックスモード 47 

 

■ 入力タイミング設定 

コマンド 機能 詳細ページ 

@GPI / @SPI 水平 / 垂直取り込み開始位置 48 

@GSI / @SSI 水平 / 垂直取り込みサイズ 49 

 

■ 画質調整 

コマンド 機能 詳細ページ 

@GOB / @SOB 出力ブライトネス 50 

@GOC / @SOC 出力コントラスト 50 

@GGM / @SGM 出力ガンマ 51 

@GFL / @SFL 入力シャープネス 51 

@GIB / @SIB 入力ブライトネス 52 

@GIC / @SIC 入力コントラスト 53 

@GHU / @SHU 入力色相 54 

@GST / @SST 入力彩度 55 

 

■ 出力音声設定 

コマンド 機能 詳細ページ 

@GAM / @SAM ミュート 56 

@GLO / @SLO 出力リップシンク 56 

@GAS / @SAS オーディオエンベデッド / オーディオディエンベデッド 59 

@GWO / @SWO 音声選択 61 

@GGO / @SGO SDI出力音声グループ 62 

 

■ 入力音声設定 

コマンド 機能 詳細ページ 

@GAW / @SAW 音声入力時の安定待ち 63 

@GAG / @SAG SDI入力音声グループ 64 

 

■ EDID 設定 

コマンド 機能 詳細ページ 

@GVF / @SVF 入力解像度 65 

@RME EDIDのコピー 66 

@GEC / @SEC EDID読み取りチャンネル 67 

@GHZ / @SHZ フレームレート 68 

@GDI / @SDI Deep Color入力 68 

@GAF / @SAF 音声フォーマット 69 

@GSP / @SSP スピーカー構成 70 
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■ RS-232C 設定 

コマンド 機能 詳細ページ 

@GCT / @SCT RS-232C通信の設定 71 

 

■ LAN 設定 

コマンド 機能 詳細ページ 

@GIP / @SIP IPアドレス 72 

@GSB / @SSB サブネットマスク 72 

@GMC MACアドレス表示 73 

@GLP / @SLP TCPポート番号 73 

 

■ プリセットメモリ設定 

コマンド 機能 詳細ページ 

@RCM クロスポイントの読み出し 74 

@SCM クロスポイントの上書き保存 74 

@SEM クロスポイントの引継ぎ保存 75 

@GCM / @ECM クロスポイントの編集 75 

@RPM プリセットメモリの読み出し 76 

@SPM プリセットメモリの保存 76 

@GPM 入出力チャンネル状態と一致するプリセットメモリ番号 76 

 

■ ビットマップ設定 

コマンド 機能 詳細ページ 

@GBM / @SBM ビットマップ画像の出力 77 

@GBB / @SBB 背景色 78 

@GBT / @SBT アスペクト比 79 

@GZP / @SZP 表示位置 80 

@GPB / @SPB 電源投入時のビットマップ画像出力 80 

 

■ マルチウインドウ設定 

コマンド 機能 詳細ページ 

@GOP / @SOP ウインドウ表示サイズ / 表示位置 81 

@GQP / @SQP 映像表示サイズ / 表示位置 82 

@GEB / @SEB 背景色 83 

@GWP / @SWP ウインドウ優先順位 83 

@GSE / @SSE 映像切換効果 84 

@GWV / @SWV ウインドウ表示 84 

@GTO / @STO オーバーレイテキスト表示位置 85 

@GTS / @STS オーバーレイテキストサイズ 85 

@GFW / @SFW ウインドウ枠サイズ 86 

@GFC / @SFC ウインドウ枠色 86 

@RWM マルチウインドウメモリの読み出し 87 

@SWM マルチウインドウメモリの保存 87 
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■ システム設定 

コマンド 機能 詳細ページ 

@GLS / @SLS ボタンロック 88 

@GLM / @SLM ボタンロック対象の設定 88 

 

■ ステータス表示 

コマンド 機能 詳細ページ 

@GIS 入力信号状態 (チャンネルごと) 89 

@GOS シンク機器状態 (チャンネルごと) 91 

@GHC システムチェック状態 92 

@GBS スロットボード状態 92 

@GSS スロットボード搭載状態 93 

@GFS ファン状態 94 

@GPS 電源電圧状態 94 

@GIV バージョン情報 95 

@GHB HDBaseTステータスに関する情報 95 

 

■ 状態通知 

コマンド 機能 詳細ページ 

@GPH / @SPH 状態通知間隔 100 

@PSH 状態通知 101 

@AIN 入力信号状態 (チャンネルごと) 103 

@AOT 出力信号状態 (チャンネルごと) 107 

@GAA アラーム状態 113 

 

■ 互換モード通信コマンド設定 

コマンド 機能 詳細ページ 

mode / AV / V / A チャンネル切換モード 117 

z / なし 入出力チャンネル切換 118 

wva / w / wa 入出力チャンネル状態 118 

y / s / t プリセットメモリの取得 / 保存 / 呼出 119 

ky / kl / ku ボタンロック状態 / ボタンロック / ボタンロック解除 119 

mem 入出力チャンネル状態と一致するプリセットメモリ番号 120 

 

■ RS-232C 伝送モード設定 

コマンド 機能 詳細ページ 

@G++ / @S++ RS-232C伝送送信チャンネル設定 120 

@G+R / @S+R RS-232C伝送受信チャンネル設定 121 

@G+S / @S+S RS-232C伝送モード設定 121 
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3.4 コマンド詳細 

3.4.1 エラーステータス 

 

@ERR エラーステータス 

説明 コマンドが実行されないときの返信です。 

返信 @ERR, error<CR><LF> 

パラメータ error：エラーステータス 

1 = パラメータの書式、値にエラーがあります。 

2 = 未定義のコマンドまたはコマンドの書式に誤りがあります。 

3 = 現在使用できないコマンドです。 

4 = シンク機器からの EDIDの読み出しに失敗しました。 

取得例 送信 

返信 

@SSW<CR><LF> 

@ERR,1<CR><LF> 

 説明 @SSWコマンド送信。 

コマンド書式エラー。 

備考 － 

 

3.4.2 入出力チャンネル選択 

 

@SSC 入出力チャンネルストレート切換 

設定 送信 @SSC<CR><LF> 

返信 @SSC<CR><LF> 

パラメータ － 

設定例 送信 

返信 

@SSC<CR><LF> 

@SSC<CR><LF> 

 説明 入出力チャンネルをストレートに設定。 

正常終了。 

備考 ストレート切換とは、OUT1に IN1、OUT2に IN2 … OUT16に IN16を設定するこ

とを意味します。 
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@GSW / @SSW 入出力チャンネル切換 

取得 送信 @GSW<CR><LF> 

返信 @GSW, v_1, v_2, ･･･, v_8 (, v_9, ･･･, v_n)<CR><LF> 

設定 送信 @SSW, in_1, out_1 (, in_2, out_2, ･･･)<CR><LF> 

返信 @SSW, in_1, out_1 (, in_2, out_2, ･･･)<CR><LF> 

パラメータ v_1-n：出力チャンネルに割り当てられている入力チャンネル 

0 = OFF ※初期値,  1 = IN1 ～ n = INn, 

-1 = 出力スロットボード未搭載 

 in_1-n：入力チャンネル 

0 = OFF,  1 = IN1 ～ n = INn 

 out_1-n：出力チャンネル 

0 = 全出力,  1 = OUT1 ～ n = OUTn 

取得例 送信 

返信 

@GSW<CR><LF> 

@GSW,1,2,3,4,5,6,7,8,9,10,11,12,13,14,15,16<CR><LF> 

 説明 入出力チャンネル状態を取得。 

OUT1 ～ OUT16が IN1 ～ IN16に設定されている。 

設定例 送信 

返信 

@SSW,1,3<CR><LF> 

@SSW,1,3<CR><LF> 

 説明 OUT3を IN1に設定。 

正常終了。 

備考 － 

 

@GCY / @SCY 出力チャンネルの入力チャンネル指定コピー 

取得 送信 @GCY, sch<CR><LF> 

返信 @GCY, sch, dch_1, ･･･, dch_8 (, dch_9, ･･･, dch_n)<CR><LF> 

設定 送信 @SCY, sch, dch_1 (, dch_2, ･･･)<CR><LF> 

返信 @SCY, sch, dch_1 (, dch_2, ･･･)<CR><LF> 

パラメータ sch：設定元の出力チャンネル 

1 = OUT1 ～ n = OUTn, 

-2 = 出力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ) 

 dch_1-n：設定先の出力チャンネル 

0 = 全出力 (設定時のみ),  1 = OUT1 ～ n = OUTn 

取得例 送信 

返信 

@GCY,1<CR><LF> 

@GCY,1,2,3,4<CR><LF> 

 説明 出力チャンネル 1に割り当てられている入力チャンネルと同じ設定の出力チャンネ

ルを取得。 

出力チャンネル 1と同じ入力チャンネル設定は出力チャンネル 2、3、4に設定され

ている。 

設定例 送信 

返信 

@SCY,1,3<CR><LF> 

@SCY,1,3<CR><LF> 

 説明 OUT1に割り当てられている入力チャンネルの出力先に出力チャンネル 3を追加。 

正常終了。 

備考 このコマンドは、シンク機器に出力された映像を、他のシンク機器に表示するとき

に使用します。 
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3.4.3 出力画角設定 

 

 

@GOT / @SOT 出力解像度 

取得 送信 @GOT, out_ch<CR><LF> 

返信 @GOT, out_ch, auto, resolution<CR><LF> 

設定 送信 @SOT, out_ch, auto, resolution<CR><LF> 

返信 @SOT, out_ch, auto, resolution<CR><LF> 

パラメータ out_ch：出力チャンネル 

1 = OUT1 ～ n = OUTn 

 auto：出力解像度モード 

0 = 固定 (resolutionで指定した出力解像度で出力), 

1 = 自動 ※初期値, 

-2 = スキャンコンバータ対応の出力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ) 

 resolution：出力解像度の設定値 

1 = VGA (640x480), 3 = XGA (1024x768), 

4 = WXGA (1280x768), 5 = WXGA (1280x800), 

6 = Quad-VGA (1280x960), 7 = SXGA (1280x1024), 

8 = WXGA (1360x768), 9 = WXGA (1366x768), 

10 = SXGA+ (1400x1050), 11 = WXGA+ (1440x900), 

12 = WXGA++ (1600x900), 13 = UXGA (1600x1200), 

14 = WSXGA+ (1680x1050), 15 = VESAHD (1920x1080), 

16 = WUXGA (1920x1200), 17 = QWXGA (2048x1152), 

18 = WQHD (2560x1440)※, 19 = WQXGA (2560x1600)※, 

20 = 480p 59.94Hz, 21 = 576p 50Hz, 

22 = 720p 50Hz, 23 = 720p 59.94Hz, 

24 = 1080i 50Hz, 25 = 1080i 59.94Hz, 

26 = 1080p 50Hz, 27 = 1080p 59.94Hz, 

33 = 720p 60Hz, 35 = 1080i 60Hz, 

37 = 1080p 60Hz, 50 = 2160p 23.98Hz (3840x2160)※, 

51 = 2160p 24Hz (3840x2160)※, 52 = 2160p 25Hz (3840x2160)※, 

53 = 2160p 29.97Hz (3840x2160)※, 54 = 2160p 30Hz (3840x2160)※, 

55 = 2160p 50Hz (3840x2160)※, 56 = 2160p 59.94Hz (3840x2160)※, 

57 = 2160p 60Hz (3840x2160)※, 60 = 4096x2160 23.98Hz※, 

61 = 4096x2160 24Hz※, 62 = 4096x2160 25Hz※, 

63 = 4096x2160 29.97Hz※, 64 = 4096x2160 30Hz※, 

65 = 4096x2160 50Hz※, 66 = 4096x2160 59.94Hz※, 

67 = 4096x2160 60Hz※ 

-2 = スキャンコンバータ対応の出力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ) 
※4Kフォーマット、WQXGAおよび WQHDは 4K@60対応スキャンコンバー

タ出力スロットボードと 4K@60対応スキャンコンバータ画面合成出力スロ

ットボードで選択可能 

取得例 送信 

返信 

@GOT,1<CR><LF> 

@GOT,1,0,7<CR><LF> 

 説明 現在の出力チャンネル 1の出力解像度の設定値を取得。 

SXGA (1280x1024) に設定されている。 

 

  

スキャンコンバータ出力のみ 
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@GOT / @SOT 出力解像度 (つづき) 

設定例 送信 

返信 

@SOT,1,0,11<CR><LF> 

@SOT,1,0,11<CR><LF> 

 説明 出力チャンネル 1の出力解像度を WXGA+ (1440x900) に設定。 

正常終了。 

備考 － 

 

 

@GUM / @SUM シンク機器のアスペクト比 

取得 送信 @GUM, out_ch<CR><LF> 

返信 @GUM, out_ch, aspect<CR><LF> 

設定 送信 @SUM, out_ch, aspect<CR><LF> 

返信 @SUM, out_ch, aspect<CR><LF> 

パラメータ out_ch：出力チャンネル 

1 = OUT1 ～ n = OUTn 

 aspect：シンク機器のアスペクト比 

0 = RESOLUTION ※初期値, 1 = 4:3, 2 = 5:3,  3 = 5:4, 

4 = 16:9, 5 = 16:10, 6 = 256:135, 

-2 = スキャンコンバータ対応の出力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ) 

取得例 送信 

返信 

@GUM,1<CR><LF> 

@GUM,1,4<CR><LF> 

 説明 現在の出力チャンネル 1のシンク機器アスペクト比の設定値を取得。 

16:9に設定されている。 

設定例 送信 

返信 

@SUM,1,4<CR><LF> 

@SUM,1,4<CR><LF> 

 説明 出力チャンネル 1のシンク機器アスペクト比を 16:9に設定。 

正常終了。 

備考 － 

 

  

スキャンコンバータ出力のみ 
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@GSD / @SSD 表示サイズ / 表示位置 

取得 送信 @GSD, out_ch<CR><LF> 

返信 @GSD, out_ch, h_zoom, v_zoom, h_posi, v_posi<CR><LF> 

設定 送信 @SSD, out_ch, h_zoom, v_zoom, h_posi, v_posi<CR><LF> 

返信 @SSD, out_ch, h_zoom, v_zoom, h_posi, v_posi<CR><LF> 

パラメータ out_ch：出力チャンネル 

1 = OUT1 ～ n = OUTn 

 h_zoom：水平方向表示サイズ 

2000 = 20.00 % ～ 210000 = 2100.00 % ※初期値 10000 (100.00 %) 

-2 = スキャンコンバータ対応の出力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ)※ 
※h_zoom, v_zoom, h_posi, v_posiは返信されない 

 v_zoom：垂直方向表示サイズ 

2000 = 20.00 % ～ 210000 = 2100.00 % ※初期値 10000 (100.00 %) 

 h_posi：水平方向表示位置 

-210000 = -2100.00 % ～ +210000 = +2100.00 % ※初期値 +0 (0.00 %) 

 v_posi：垂直方向表示位置 

-210000 = -2100.00 % ～ +210000 = +2100.00 % ※初期値 +0 (0.00 %) 

取得例 送信 

返信 

@GSD,1<CR><LF> 

@GSD,1,10000,10000,+0,+0<CR><LF> 

 説明 現在の出力チャンネル 1の表示サイズ / 表示位置を取得。 

水平方向表示サイズが 100.00 %、垂直方向表示サイズが 100.00 %、水平方向表示

位置が 0.00 %、垂直方向表示位置が 0.00 %に設定されている。 

設定例 送信 

返信 

@SSD,1,10000,10000,0,0<CR><LF> 

@SSD,1,10000,10000,0,0<CR><LF> 

 説明 出力チャンネル 1の水平方向表示サイズを 100.00 %、垂直方向表示サイズを

100.00 %、水平方向表示位置を 0.00 %、垂直方向表示位置を 0.00 %に設定。 

正常終了。 

備考 － 

 

  

スキャンコンバータ出力のみ 
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@GBC / @SBC 背景色 

取得 送信 @GBC, out_ch<CR><LF> 

返信 @GBC, out_ch, b_red, b_green, b_blue, m_red, m_green, m_blue<CR><LF> 

設定 送信 @SBC, out_ch, b_red, b_green, b_blue, m_red, m_green, m_blue<CR><LF> 

返信 @SBC, out_ch, b_red, b_green, b_blue, m_red, m_green, m_blue<CR><LF> 

パラメータ out_ch：出力チャンネル 

1 = OUT1 ～ n = OUTn 

 b_red ：バックカラー (赤) 

b_green ：バックカラー (緑) 

b_blue ：バックカラー (青) 

m_red ：ブランクカラー (赤) 

m_green ：ブランクカラー (緑) 

m_blue ：ブランクカラー (青) 

0 ～ 255 ※初期値 0 (黒) 

-2 = スキャンコンバータ対応の出力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ) 

バックカラーは表示位置と表示サイズを設定したときに出力される映像余白部分の

背景色を設定します。 

ブランクカラーは入力チャンネル OFF設定時と映像信号が未入力のときの出力映像

の背景色を設定します。 

取得例 送信 

返信 

@GBC,1<CR><LF> 

@GBC,1,0,0,0,0,0,0<CR><LF> 

 説明 現在の出力チャンネル 1のバックカラー / ブランクカラー設定値を取得。 

バックカラー赤・緑・青、ブランクカラー赤・緑・青がすべて 0 (黒) に設定されて

いる。 

設定例 送信 

返信 

@SBC,1,0,0,0,0,0,0<CR><LF> 

@SBC,1,0,0,0,0,0,0<CR><LF> 

 説明 出力チャンネル 1のバックカラー赤・緑・青、ブランクカラー赤・緑・青をすべて 0 

(黒) に設定。 

正常終了。 

備考 － 

 

 

  

スキャンコンバータ出力のみ 
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@GTP / @STP テストパターン 

取得 送信 @GTP, out_ch<CR><LF> 

返信 @GTP, out_ch, pattern<CR><LF> 

設定 送信 @STP, out_ch, pattern<CR><LF> 

返信 @STP, out_ch, pattern<CR><LF> 

パラメータ out_ch：出力チャンネル 

1 = OUT1 ～ n = OUTn 

 pattern：テストパターン 

0 = OFF ※初期値, 1 = COLOR BAR, 

2 = 16 STEP GRAY, 3 = 256 STEP GRAY, 

4 = WHITE RASTER, 5 = RED RASTER, 

6 = GREEN RASTER, 7 = BLUE RASTER, 

8 = CROSS HATCH, 9 = VERTICAL STRIPE, 

10 = OUTPUT FRAME, 

-2 = スキャンコンバータ対応の出力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ) 

取得例 送信 

返信 

@GTP,1<CR><LF> 

@GTP,1,1<CR><LF> 

 説明 現在の出力チャンネル 1のテストパターン設定値を取得。 

COLOR BAR表示に設定されている。 

設定例 送信 

返信 

@STP,1,1<CR><LF> 

@STP,1,1<CR><LF> 

 説明 出力チャンネル 1のテストパターンを COLOR BAR表示に設定。 

正常終了。 

備考 － 

 

  

スキャンコンバータ出力のみ 
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@GVW / @SVW ビデオウォールの構成 / 表示位置 

取得 送信 @GVW, out_ch<CR><LF> 

返信 @GVW, out_ch, h_type, v_type, h_posi, v_posi<CR><LF> 

設定 送信 @SVW, out_ch, h_type, v_type, h_posi, v_posi<CR><LF> 

返信 @SVW, out_ch, h_type, v_type, h_posi, v_posi<CR><LF> 

パラメータ out_ch：出力チャンネル 

1 = OUT1 ～ n = OUTn 

 h_type：ビデオウォール水平分割数 

0 = 制御しない,  1 = 1分割 ～ 20 = 20分割 ※初期値 1 (1分割), 

-2 = スキャンコンバータ対応の出力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ) 

 v_type：ビデオウォール垂直分割数 

0 = 制御しない,  1 = 1分割 ～ 20 = 20分割 ※初期値 1 (1分割) 

-2 = スキャンコンバータ対応の出力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ) 

 h_posi：ビデオウォール水平表示位置 

0 = 制御しない,  1 = 左から 1番目 ～ 20 = 左から 20番目 

※初期値 1 (左から 1番目) 

-2 = スキャンコンバータ対応の出力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ) 

 v_posi：ビデオウォール垂直表示位置 

0 = 制御しない,  1 = 上から 1番目 ～ 20 = 上から 20番目 

※初期値 1 (上から 1番目) 

-2 = スキャンコンバータ対応の出力スロットボード未搭載  (取得返信時のみ) 

取得例 送信 

返信 

@GVW,1<CR><LF> 

@GVW,1,2,2,1,1<CR><LF> 

 説明 現在の出力チャンネル 1のビデオウォール設定を取得。 

ビデオウォールの構成は、水平分割数が 2分割、垂直分割数が 2分割に設定されて

いる。 

ビデオウォール表示位置は、水平表示位置が左から 1番目、垂直表示位置が上から 

1番目に設定されている。 

設定例 送信 

返信 

@SVW,1,2,2,1,1<CR><LF> 

@SVW,1,2,2,1,1<CR><LF> 

 説明 出力チャンネル 1のビデオウォールの構成を水平分割数は 2分割、垂直分割数は 2

分割に設定。ビデオウォール表示位置を水平表示位置は左から 1番目、垂直表示位

置は上から 1番目に設定。 

正常終了。 

備考 － 

 

  

スキャンコンバータ出力のみ 
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@GDL / @SDL フレーム遅延 

取得 送信 @GDL<CR><LF> 

返信 @GDL, delay_1, ･･･, delay_8 (, delay_9, ･･･, delay_n)<CR><LF> 

設定 送信 @SDL, out_ch, delay<CR><LF> 

返信 @SDL, out_ch, delay<CR><LF> 

パラメータ delay_1-n、delay：同期モード 

0 = OFF (フレーム遅延なし) ※初期値, 

1 = 1フレーム遅延, 

2 = -1フレーム遅延, 

-2 = スキャンコンバータ対応の出力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ) 

 out_ch：出力チャンネル 

0 = 全出力,  1 = OUT1 ～ n = OUTn 

取得例 送信 

返信 

@GDL<CR><LF> 

@GDL,0,0,0,0,1,1,1,1,2,2,2,2,-2,-2,-2,-2<CR><LF> 

 説明 フレーム遅延設定値を取得。 

フレーム遅延設定値は以下のとおり。 

・OUT1 ～ 4は OFF 

・OUT5 ～ 8は 1フレーム遅延 

・OUT9 ～ 12は-1フレーム遅延 

・OUT13 ～ 16はスキャンコンバータ出力スロットボード未搭載 

設定例 送信 

返信 

@SDL,0,1<CR><LF> 

@SDL,0,1<CR><LF> 

 説明 全出力を 1フレーム遅延に設定。 

正常終了。 

 送信 

返信 

@SDL,1,2<CR><LF> 

@SDL,1,2<CR><LF> 

 説明 出力チャンネル 1を-1フレーム遅延に設定。 

正常終了。 

備考 － 

 

 

  

スキャンコンバータ出力のみ 
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@GIM / @SIM 同期モード設定 

取得 送信 @GIM<CR><LF> 

返信 @GIM, mode_1, mode_2 (, mode_3, ･･･, mode_m)<CR><LF> 

設定 送信 @SIM, slot_1, mode_1 (, slot_2, mode_2, ･･･)<CR><LF> 

返信 @SIM, slot_1, mode_1 (, slot_2, mode_2, ･･･)<CR><LF> 

パラメータ mode_1-m：同期モード 

0 = THROUGH ※初期値, 

1 = FOLLOWER, 

2 = LEADER A,  3 = LEADER B,  4 = LEADER C,  5 = LEADER D, 

-2 = スキャンコンバータ対応の出力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ) 

 slot_1-m：出力スロットボード 

1 = 出力スロットボード 1 ～ m = 出力スロットボード m 

取得例 送信 

返信 

@GIM<CR><LF> 

@GIM,2,1,-2,-2<CR><LF> 

 説明 同期モード設定値を取得。 

同期モード設定値は以下のとおり。 

・出力スロットボード 1は LEADER Aモードに設定されている。 

・出力スロットボード 2は FOLLOWERモードに設定されている。 

・出力スロットボード 3、4はスキャンコンバータ出力スロットボード未搭載。 

設定例 送信 

返信 

@SIM,1,2<CR><LF> 

@SIM,1,2<CR><LF> 

 説明 出力スロットボード 1を LEADER Aモードに設定。 

正常終了。 

備考 － 

 

 

@GES / @SES 映像同期処理 

取得 送信 @GES, out_ch<CR><LF> 

返信 @GES, out_ch, mode<CR><LF> 

設定 送信 @SES, out_ch, mode<CR><LF> 

返信 @SES, out_ch, mode<CR><LF> 

パラメータ out_ch：出力チャンネル 

0 = 全出力 (設定時のみ),  1 = OUT1 ～ n = OUTn 

 mode：映像同期処理 

0 = OFF ※初期値,  1 = ON, 

-2 = スキャンコンバータ対応の出力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ) 

取得例 送信 

返信 

@GES,1<CR><LF> 

@GES,1,1<CR><LF> 

 説明 現在の出力チャンネル 1の映像同期処理の設定値を取得。 

出力チャンネル 1は映像同期処理 ONに設定されている。 

設定例 送信 

返信 

@SES,1,1<CR><LF> 

@SES,1,1<CR><LF> 

 説明 出力チャンネル 1の映像同期処理を ONに設定。 

正常終了。 

備考 － 

  

スキャンコンバータ出力のみ 

スキャンコンバータ出力のみ 
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@GOH / @SOH 出力映像の各種設定 

取得 送信 @GOH, out_ch<CR><LF> 

返信 @GOH, out_ch, auto, resolution, aspect, pattern, h_zoom, v_zoom, h_posi, v_posi, 

m_red, m_green, m_blue, b_red, b_green, b_blue, c_red, c_green, c_blue, 

brightness, mode, hdcp<CR><LF> 

設定 送信 @SOH, out_ch, auto, resolution, aspect, pattern, h_zoom, v_zoom, h_posi, v_posi, 

m_red, m_green, m_blue, b_red, b_green, b_blue, c_red, c_green, c_blue, 

brightness, mode, hdcp<CR><LF> 

返信 @SOH, out_ch, auto, resolution, aspect, pattern, h_zoom, v_zoom, h_posi, v_posi, 

m_red, m_green, m_blue, b_red, b_green, b_blue, c_red, c_green, c_blue, 

brightness, mode, hdcp<CR><LF> 

パラメータ out_ch：出力チャンネル 

1 = OUT1 ～ n = OUTn 

 auto：出力解像度モード 

0 = 固定 (resolutionで指定した出力解像度で出力), 

1 = 自動 ※初期値, 

-2 = スキャンコンバータ対応の出力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ)※ 
※resolution ～ hdcpは返信されない 

 resolution：出力解像度の設定値 

1 = VGA (640x480), 3 = XGA (1024x768), 

4 = WXGA (1280x768), 5 = WXGA (1280x800), 

6 = Quad-VGA (1280x960), 7 = SXGA (1280x1024), 

8 = WXGA (1360x768), 9 = WXGA (1366x768), 

10 = SXGA+ (1400x1050), 11 = WXGA+ (1440x900), 

12 = WXGA++ (1600x900), 13 = UXGA (1600x1200), 

14 = WSXGA+ (1680x1050), 15 = VESAHD (1920x1080), 

16 = WUXGA (1920x1200), 17 = QWXGA (2048x1152), 

18 = WQHD (2560x1440)※, 19 = WQXGA (2560x1600)※, 

20 = 480p 59.94Hz, 21 = 576p 50Hz, 

22 = 720p 50Hz, 23 = 720p 59.94Hz, 

24 = 1080i 50Hz, 25 = 1080i 59.94Hz, 

26 = 1080p 50Hz, 27 = 1080p 59.94Hz, 

33 = 720p 60Hz, 35 = 1080i 60Hz, 

37 = 1080p 60Hz, 50 = 2160p 23.98Hz (3840x2160)※, 

51 = 2160p 24Hz (3840x2160)※, 52 = 2160p 25Hz (3840x2160)※, 

53 = 2160p 29.97Hz (3840x2160)※, 54 = 2160p 30Hz (3840x2160)※, 

55 = 2160p 50Hz (3840x2160)※, 56 = 2160p 59.94Hz (3840x2160)※, 

57 = 2160p 60Hz (3840x2160)※, 60 = 4096x2160 23.98Hz※, 

61 = 4096x2160 24Hz※, 62 = 4096x2160 25Hz※, 

63 = 4096x2160 29.97Hz※, 64 = 4096x2160 30Hz※, 

65 = 4096x2160 50Hz※, 66 = 4096x2160 59.94Hz※, 

67 = 4096x2160 60Hz※ 

-2 = スキャンコンバータ対応の出力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ) 
※4Kフォーマット、WQXGAおよび WQHDは 4K@60対応スキャンコンバータ

出力スロットボードと 4K@60対応スキャンコンバータ画面合成出力スロット

ボードで選択可能 

  

スキャンコンバータ出力のみ 
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@GOH / @SOH 出力映像の各種設定 (つづき) 

パラメータ aspect：シンク機器のアスペクト比 

0 = RESOLUTION ※初期値, 

1 = 4:3, 2 = 5:3, 3 = 5:4, 

4 = 16:9, 5 = 16:10,  6 = 256:135 

 pattern：テストパターン 

0 = OFF ※初期値, 1 = COLOR BAR, 

2 = 16 STEP GRAY, 3 = 256 STEP GRAY, 

4 = 100 % WHITE RASTER, 5 = 100 % RED RASTER, 

6 = 100 % GREEN RASTER, 7 = 100 % BLUE RASTER, 

8 = CROSS HATCH, 9 = VERTICAL STRIPE, 

10 = OUTPUT FRAME 

 h_zoom：水平方向表示サイズ 

v_zoom：垂直方向表示サイズ 

2000 = 20.00 % ～ 210000 = 2100.00 % ※初期値 10000 (100.00 %) 

 h_posi：水平方向表示位置 

v_posi：垂直方向表示位置 

-210000 = -2100.00 % ～ +210000 = +2100.00 % ※初期値 +0 (0.00 %) 

 m_red ：ブランクカラー (赤) 

m_green ：ブランクカラー (緑) 

m_blue ：ブランクカラー (青) 

b_red ：バックカラー (赤) 

b_green ：バックカラー (緑) 

b_blue ：バックカラー (青) 

0 ～ 255  ※初期値 0 (黒) 

 c_red ：出力コントラスト (赤) 

c_green ：出力コントラスト (緑) 

c_blue ：出力コントラスト (青) 

0 ～ 200 ※初期値 100 

 brightness：出力ブライトネス 

0 ～ 200 ※初期値 100 

 mode：フェードアウト / フェードイン切換効果 

0 = なし,  1 = あり ※初期値 

 hdcp：HDCP出力 

0 = HDCP 2.2を優先に認証する 

※初期値 (4K@60対応スキャンコンバータ出力スロットボード、 

4K@60対応スキャンコンバータ画面合成出力スロットボード), 

1 = HDCP 1.4で認証する 

※初期値 (1080p 対応スキャンコンバータ出力スロットボード), 

2 = 入力信号に HDCPが付加されている場合のみ HDCP認証する, 

3 = HDCP認証しない 
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@GOH / @SOH 出力映像の各種設定 (つづき) 

取得例 送信 

返信 

@GOH,1<CR><LF> 

@GOH,1,1,17,0,0,10000,10000,+0,+0,0,0,0,0,0,0,100,100,100,100,1,1<CR><LF> 

 説明 現在の出力チャンネル 1の出力映像の各種設定値を取得。 

出力チャンネル 1の出力映像の各種設定値は次のとおり設定されている。 

・出力解像度モード：自動で QWXGA (2048x1152) 

・シンク機器アスペクト比：出力解像度のアスペクト比で出力 

・テストパターン：OFF 

・水平方向表示サイズ：100.00 % 

・垂直方向表示サイズ：100.00 % 

・水平方向表示位置：0.00 % 

・垂直方向表示位置：0.00 % 

・ブランクカラー：赤・緑・青をすべて 0 (黒) 

・バックグラウンドカラー：赤・緑・青をすべて 0 (黒) 

・出力コントラスト：赤・緑・青をすべて 100 % 

・出力ブライトネス：100 % 

・映像切換効果：フェードアウト / フェードイン切換効果あり 

・HDCP出力：HDCP 1.4で認証する 

設定例 送信 

返信 

@SOH,1,0,27,0,0,10000,10000,0,0,0,0,0,0,0,0,100,100,100,100,0,2<CR><LF> 

@SOH,1,0,27,0,0,10000,10000,0,0,0,0,0,0,0,0,100,100,100,100,0,2<CR><LF> 

 説明 出力チャンネル 1の出力映像の各種設定値を次のとおり設定。 

・出力解像度モード：固定で 1080p@59 (1920x1080) 

・シンク機器アスペクト比：出力解像度のアスペクト比で出力 

・テストパターン：OFF 

・水平方向表示サイズ：100.00 % 

・垂直方向表示サイズ：100.00 % 

・水平方向表示位置：0.00 % 

・垂直方向表示位置：0.00 % 

・ブランクカラー：赤・緑・青をすべて 0 (黒) 

・バックグラウンドカラー：赤・緑・青をすべて 0 (黒) 

・出力コントラスト：赤・緑・青をすべて 100 % 

・出力ブライトネス：100 % 

・映像切換効果：フェードアウト / フェードイン切換効果なし 

・HDCP出力：入力信号に HDCPが付加されている場合のみ HDCP認証する 

正常終了。 

備考 － 
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3.4.4 出力設定 

 

 

@GUY / @SUY 映像信号無入力時の同期信号出力 

取得 送信 @GUY, out_ch<CR><LF> 

返信 @GUY, out_ch, time<CR><LF> 

設定 送信 @SUY, out_ch, time<CR><LF> 

返信 @SUY, out_ch, time<CR><LF> 

パラメータ out_ch：出力チャンネル 

1 = OUT1 ～ n = OUTn 

 time：映像信号が無入力となってから同期信号の出力を停止するまでの時間 

4 = OFF (同期信号の出力を停止しない) ※初期値, 

5 = 5秒 ～ 60 = 60秒, 

-2 = スキャンコンバータ対応の出力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ) 

取得例 送信 

返信 

@GUY,1<CR><LF> 

@GUY,1,4<CR><LF> 

 説明 現在の出力チャンネル 1の映像信号無入力時の同期信号出力の設定値を取得。 

出力チャンネル 1は OFF (同期信号の出力を停止しない) に設定されている。 

設定例 送信 

返信 

@SUY,1,5<CR><LF> 

@SUY,1,5<CR><LF> 

 説明 出力チャンネル 1の映像信号無入力時の同期信号出力を 5秒に設定。 

正常終了。 

備考 － 

 

 

@GBO / @SBO 映像信号無入力時の出力映像 

取得 送信 @GBO, out_ch<CR><LF> 

返信 @GBO, out_ch, video<CR><LF> 

設定 送信 @SBO, out_ch, video<CR><LF> 

返信 @SBO, out_ch, video<CR><LF> 

パラメータ out_ch：出力チャンネル 

1 = OUT1 ～ n = OUTn 

 video：映像信号無入力時の出力映像 

0 = BACK COLOR ※初期値, 

1 = BITMAP1 ～ 4 = BITMAP4, 

-2 = スキャンコンバータ対応の出力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ) 

取得例 送信 

返信 

@GBO,1<CR><LF> 

@GBO,1,0<CR><LF> 

 説明 現在の出力チャンネル 1の映像信号無入力時の出力映像の設定値を取得。 

出力チャンネル 1は BACK COLORに設定されている。 

設定例 送信 

返信 

@SBO,1,1<CR><LF> 

@SBO,1,1<CR><LF> 

 説明 出力チャンネル 1の映像信号無入力時の出力映像を BITMAP1に設定。 

正常終了。 

備考 4K@60対応スキャンコンバータ画面合成出力スロットボードは設定できません。 

 

  

スキャンコンバータ出力のみ 

スキャンコンバータ出力のみ 
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@GEN / @SEN HDCP 出力モード 

取得 送信 @GEN, out_ch<CR><LF> 

返信 @GEN, out_ch, hdcp<CR><LF> 

設定 送信 @SEN, out_ch, hdcp<CR><LF> 

返信 @SEN, out_ch, hdcp<CR><LF> 

パラメータ out_ch：出力チャンネル 

0 = 全出力 (設定時のみ),  1 = OUT1 ～ n = OUTn 

 hdcp：HDCP出力 

0 = HDCP 2.2を優先に認証する※ 

※初期値 (4K@60対応スキャンコンバータ出力スロットボード、 

4K@60対応スキャンコンバータ画面合成出力スロットボード), 

1 = HDCP 1.4で認証する 

※初期値 (1080p対応スキャンコンバータ出力スロットボード), 

2 = 入力信号に HDCPが付加されている場合のみ HDCP認証する, 

3 = HDCP認証しない, 

-2 = スキャンコンバータ対応の出力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ) 

※“HDCP 2.2”は 1080p対応スキャンコンバータ出力スロットボードでは選択

不可 

取得例 送信 

返信 

@GEN,1<CR><LF> 

@GEN,1,2<CR><LF> 

 説明 現在の出力チャンネル 1の HDCP出力の設定値を取得。 

出力チャンネル 1は入力信号に HDCPが付加されている場合のみ HDCP認証する。 

設定例 送信 

返信 

@SEN,1,2<CR><LF> 

@SEN,1,2<CR><LF> 

 説明 出力チャンネル 1の HDCP出力を「入力信号に HDCPが付加されている場合のみ 

HDCP認証する」に設定。 

正常終了。 

備考 － 

 

  

スキャンコンバータ出力のみ 
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@GDM / @SDM 出力フォーマット 

取得 送信 @GDM<CR><LF> 

返信 @GDM, mode_1, ･･･, mode_8 (, mode_9, ･･･, mode_n)<CR><LF> 

設定 送信 @SDM, out_1, mode_1 (, out_2, mode_2, ･･･)<CR><LF> 

返信 @SDM, out_1, mode_1 (, out_2, mode_2, ･･･)<CR><LF> 

パラメータ mode_1-n：出力フォーマット 

0 = AUTOモード ※初期値, 1 = DVIモード出力, 

2 = HDMIモード YCbCr 4:4:4出力, 3 = HDMIモード YCbCr 4:2:2出力, 

4 = HDMIモード RGB出力, 

5 = HDMIモード YCbCr 4:2:0出力 (4K@60 / 59.94 / 50出力時のみ), 

-2 = 出力スロットボード未搭載または 

12G-SDI出力スロットボード搭載 (取得返信時のみ) 

 out_1-n：出力チャンネル 

0 = 全出力,  1 = OUT1 ～ n = OUTn 

取得例 送信 

返信 

@GDM<CR><LF> 

@GDM,4,4,4,4,4,4,4,4,4,4,4,4,4,4,4,4<CR><LF> 

 説明 現在の出力フォーマットの設定値を取得。 

全出力チャンネルが HDMIモード RGB出力に設定されている。 

設定例 送信 

返信 

@SDM,0,4<CR><LF> 

@SDM,0,4<CR><LF> 

 説明 全出力チャンネルの出力フォーマットを HDMIモード RGB出力に設定。 

正常終了。 

備考 － 

 

  

12G-SDI出力以外 
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@GDC / @SDC Deep Color 出力 

取得 送信 @GDC<CR><LF> 

返信 @GDC, color_1, ･･･, color_8 (, color_9, ･･･, color_n)<CR><LF> 

設定 送信 @SDC, out_1, color_1 (, out_2, color_2, ･･･)<CR><LF> 

返信 @SDC, out_1, color_1 (, out_2, color_2, ･･･)<CR><LF> 

パラメータ color_1-n：色深度 

0 = 24 bit / pixel (8 bit / component) ※初期値, 

1 = 30 bit / pixel (10 bit / component), 

2 = 36 bit / pixel (12 bit / component), 

-2 = 出力スロットボード未搭載または 

12G-SDI出力スロットボード搭載 (取得返信時のみ) 

 out_1-n：出力チャンネル 

0 = 全出力,  1 = OUT1 ～ n = OUTn 

取得例 送信 

返信 

@GDC<CR><LF> 

@GDC,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0<CR><LF> 

 説明 現在の色深度の設定値を取得。 

全出力チャンネルが 24 bit / pixel (8 bit / component) に設定されている。 

設定例 送信 

返信 

@SDC,0,1<CR><LF> 

@SDC,0,1<CR><LF> 

 説明 全出力チャンネルの色深度を 30 bit / pixel (10 bit / component) に設定。 

正常終了。 

備考 1080p対応スキャンコンバータ出力スロットボードは、“30Bit”までの Deep Color

に対応しています。 

4K@60対応スキャンコンバータ出力スロットボードと 4K@60対応スキャンコンバ

ータ画面合成出力スロットボードの 4K@50 / 59.94の RGB / YCbCr 4:4:4は、

“24Bit”、それ以外の解像度は“30Bit”までの Deep Colorに対応しています。 

 

  

12G-SDI出力以外 
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@GFA / @SFA 映像切換効果 

取得 送信 @GFA, out_ch<CR><LF> 

返信 @GFA, out_ch, mode<CR><LF> 

設定 送信 @SFA, out_ch, mode<CR><LF> 

返信 @SFA, out_ch, mode<CR><LF> 

パラメータ out_ch：出力チャンネル 

0 = 全出力 (設定時のみ),  1 = OUT1 ～ n = OUTn 

 mode：フェードアウト / フェードイン切換効果 

0 = OFF,  1 = ON ※初期値, 

-2 = スキャンコンバータ対応の出力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ) 

取得例 送信 

返信 

@GFA,1<CR><LF> 

@GFA,1,1<CR><LF> 

 説明 現在の出力チャンネル 1の映像切換効果の設定値を取得。 

出力チャンネル 1は映像切換効果が ONに設定されている。 

設定例 送信 

返信 

@SFA,1,1<CR><LF> 

@SFA,1,1<CR><LF> 

 説明 出力チャンネル 1の映像切換効果を ONに設定。 

正常終了。 

備考 － 

 

  

スキャンコンバータ出力のみ 
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@GHM / @SHM シンク機器 EDID 判別 

取得 送信 @GHM<CR><LF> 

返信 @GHM, mode_1, ･･･, mode_8 (, mode_9, ･･･, mode_n)<CR><LF> 

設定 送信 @SHM, out_1, mode_1 (, out_2, mode_2, ･･･)<CR><LF> 

返信 @SHM, out_1, mode_1 (, out_2, mode_2, ･･･)<CR><LF> 

パラメータ mode_1-n：シンク機器 EDID判別方法 

0 = EDID読み取りエラー時 DVI機器と判断 ※初期値, 

1 = EDID読み取りエラー時 HDMI機器 (SCDCなし) と判断, 

2 = 常時 HDMI機器 (SCDCなし) と判断, 

3 = EDID読み取りエラー時 HDMI機器 (SCDCあり) と判断※, 

4 = 常時 HDMI機器 (SCDCあり) と判断※, 

-2 = 出力スロットボード未搭載または 

12G-SDI出力スロットボード搭載 (取得返信時のみ) 

※4K@60対応の出力スロットボードのみ設定可能 

 out_1-n：出力チャンネル 

0 = 全出力,  1 = OUT1 ～ n = OUTn 

取得例 送信 

返信 

@GHM<CR><LF> 

@GHM,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0<CR><LF> 

 説明 現在のシンク機器の EDID判別方法を取得。 

全出力チャンネルが“EDID読み取りエラー時 DVI機器と判断”に設定されている。 

設定例 送信 

返信 

@SHM,0,0<CR><LF> 

@SHM,0,0<CR><LF> 

 説明 全出力チャンネルのシンク機器の EDID判別方法を“EDID読み取りエラー時 DVI機

器と判断”に設定。 

正常終了。 

備考 スキャンコンバータ出力スロットボードの場合は、出力フォーマット設定が“DVI”

以外に設定されているときに動作します。 

スキャンコンバータ出力スロットボード以外の場合は、HDMI信号が入力され、出力

フォーマット設定が“DVI”以外に設定されているときに動作します。 

【参照：@GDM / @SDM出力フォーマット (P.35) 】 

 

  

12G-SDI出力以外 
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@GMK / @SMK ホットプラグ オフ マスク 

取得 送信 @GMK<CR><LF> 

返信 @GMK, mask_1, ･･･, mask_8 (, mask_9, ･･･, mask_n)<CR><LF> 

設定 送信 @SMK, out_1, mask_1 (, out_2, mask_2, ･･･)<CR><LF> 

返信 @SMK, out_1, mask_1 (, out_2, mask_2, ･･･)<CR><LF> 

パラメータ mask_1-n：ホットプラグ オフ マスク時間 

1 = OFF ※初期値,  2 = 2秒 ～ 15 = 15秒, 

-2 = 出力スロットボード未搭載または 

12G-SDI出力スロットボード搭載 (取得返信時のみ) 

 out_1-n：出力チャンネル 

0 = 全出力,  1 = OUT1 ～ n = OUTn 

取得例 送信 

返信 

@GMK<CR><LF> 

@GMK,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1<CR><LF> 

 説明 ホットプラグオフマスク時間の設定値を取得。 

全出力チャンネルが OFFに設定されている。 

設定例 送信 

返信 

@SMK,0,1<CR><LF> 

@SMK,0,1<CR><LF> 

 説明 全出力チャンネルのホットプラグオフマスク時間を OFFに設定。 

正常終了。 

備考 － 

 

  

12G-SDI出力以外 
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@GDF / @SDF SDI 出力フォーマット変換 

取得 送信 @GDF<CR><LF> 

返信 @GDF, conv_1, ･･･, conv_8 (, conv_9, ･･･, conv_n)<CR><LF> 

設定 送信 @SDF, out_1, conv_1 (, out_2, conv_2, ･･･)<CR><LF> 

返信 @SDF, out_1, conv_1 (, out_2, conv_2, ･･･)<CR><LF> 

パラメータ conv_1-n：変換設定 

0 = OFF (色空間をそのまま出力) 

1 = ON (YCbCr 4:2:2 10bitに変換して出力) ※初期値 

-2 = 12G-SDI対応の出力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ) 

 out_1-n：出力チャンネル 

0 = 全出力, 1 = OUT1 ～ n = OUTn 

取得例 送信 

返信 

@GDF<CR><LF> 

@GDF,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,-2,-2,-2,-2<CR><LF> 

 説明 SDI出力フォーマット変換の設定を取得。 

出力チャンネル 1 ～ 12の SDI出力フォーマット変換は ONに設定されている。出力

チャンネル 13 ～ 16は 12G-SDI対応の出力スロットボード未搭載。 

設定例 送信 

返信 

@SDF,0,0<CR><LF> 

@SDF,0,0<CR><LF> 

 説明 全出力チャンネルの SDI出力フォーマット変換を OFFに設定。 

正常終了。 

備考 － 

 

  

12G-SDI出力のみ 
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@GOG / @SOG SDI 出力ギアボックスモード 

取得 送信 @GOG<CR><LF> 

返信 @GOG, mode_1, mode_2 (, mode_3, ･･･, mode_m)<CR><LF> 

設定 送信 @SOG, slot_1, mode_1 (, slot_2, mode_2, ･･･)<CR><LF> 

返信 @SOG, slot_1, mode_1 (, slot_2, mode_2, ･･･)<CR><LF> 

パラメータ mode_1-m：ギアボックスモード 

1 = シングルリンク信号出力 ※初期値 

2 = 3G デュアルリンク信号出力 

3 = 6G デュアルリンク信号出力 

4 = 3G クアッドリンク信号出力 

-2 = 12G-SDI対応の出力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ) 

 slot_1-m：出力スロットボード 

0 = 全出力スロットボード 

1 = 出力スロットボード 1 ～ m = 出力スロットボード m 

取得例 送信 

返信 

@GOG<CR><LF> 

@GOG,1,1,4,-2<CR><LF> 

 説明 SDI出力ギアボックスモードの設定を取得。 

出力スロット 1、2はシングルリンク信号出力、出力スロット 3は 3G クアッドリン

ク信号出力に設定されている。出力スロット 4は 12G-SDI対応の出力スロットボー

ド未搭載。 

設定例 送信 

返信 

@SOG,1,4<CR><LF> 

@SOG,1,4<CR><LF> 

 説明 出力スロット 1のギアボックスモードを 3G クアッドリンク信号出力に設定。 

正常終了。 

備考 － 

 

  

12G-SDI出力のみ 
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3.4.5 入力画角設定 

 

 

@GAP / @SAP アスペクト比 

取得 送信 @GAP, in_ch<CR><LF> 

返信 @GAP, in_ch, aspect<CR><LF> 

設定 送信 @SAP, in_ch, aspect<CR><LF> 

返信 @SAP, in_ch, aspect<CR><LF> 

パラメータ in_ch：入力チャンネル 

1 = IN1 ～ n = INn 

 aspect：入力信号のアスペクト比 

0 = AUTO ※初期値, 1 = FULL, 

2 = 4:3, 3 = 5:3, 4 = 5:4, 

5 = 16:9, 6 = 16:10, 7 = 16:9 LETTER BOX, 

-1 = 入力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ), 

-3 = 映像入力なし (取得返信時のみ) 

取得例 送信 

返信 

@GAP,1<CR><LF> 

@GAP,1,0<CR><LF> 

 説明 現在の入力チャンネル 1の入力信号のアスペクト比の設定値を取得。 

AUTOに設定されている。 

取得例 送信 

返信 

@GAP,1<CR><LF> 

@GAP,1,-3<CR><LF> 

 説明 入力チャンネル 1は映像が入力されていない。 

設定例 送信 

返信 

@SAP,1,0<CR><LF> 

@SAP,1,0<CR><LF> 

 説明 入力チャンネル 1の入力信号のアスペクト比を AUTOに設定。 

正常終了。 

備考 入力信号がない場合の設定コマンドは反映されません。 

 

  

スキャンコンバータ出力のみ 
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@GEF / @SEF 入力映像の各種設定 

取得 送信 @GEF, in_ch<CR><LF> 

返信 @GEF, in_ch, h_size, v_size, h_posi, v_posi, aspect, red, green, blue, brightness, 

sharpness, hue, saturation<CR><LF> 

設定 送信 @SEF, in_ch, h_size, v_size, h_posi, v_posi, aspect, red, green, blue, brightness, 

sharpness, hue, saturation<CR><LF> 

返信 @SEF, in_ch, h_size, v_size, h_posi, v_posi, aspect, red, green, blue, brightness, 

sharpness, hue, saturation<CR><LF> 

パラメータ in_ch：入力チャンネル 

1 = IN1 ～ n = INn 

 h_size：水平取り込みサイズ (ドット) 

-100 ～ +100 ※初期値 +0, 

-1 = 入力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ)※, 

-3 = 映像入力なし (取得返信時のみ)※ 
※v_size ～ saturationは返信されない 

 v_size：垂直取り込みサイズ (ライン) 

-30 ～ +30 ※初期値 +0 

 h_posi：水平取り込み開始位置 (ドット) 

-100 ～ +100 ※初期値 +0 

 v_posi：垂直取り込み開始位置 (ライン) 

-30 ～ +30 ※初期値 +0 

 aspect：入力信号のアスペクト比 

0 = AUTO ※初期値, 1 = FULL, 

2 = 4:3, 3 = 5:3, 4 = 5:4, 

5 = 16:9, 6 = 16:10, 7 = 16:9 LETTER BOX 

 red ：入力コントラスト (赤) 

green ：入力コントラスト (緑) 

blue ：入力コントラスト (青) 

0 ～ 200 ※初期値 100 

 brightness：入力ブライトネス 

0 ～ 200 ※初期値 100 

 sharpness：シャープネス 

-5 ～ 15 ※初期値 0 

 hue：色相 

0 ～ 359 ※初期値 0 

 saturation：彩度 

0 ～ 200 ※初期値 100 

 

  

スキャンコンバータ出力のみ 
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@GEF / @SEF 入力映像の各種設定 (つづき) 

取得例 送信 

返信 

@GEF,1<CR><LF> 

@GEF,1,+0,+0,+0,+0,0,100,100,100,100,0,0,100<CR><LF> 

 説明 現在の入力チャンネル 1の入力映像の各種設定値を取得。 

入力チャンネル 1の入力映像の各種設定値は次のとおり設定されている。 

・水平・垂直取り込みサイズ：0 

・水平・垂直取り込み開始位置：0 

・入力信号のアスペクト比：AUTO 

・入力コントラスト：赤・緑・青ともに 100 % 

・入力ブライトネス：100 % 

・シャープネス：0 

・色相：0 ° 

・彩度：100 % 

取得例 送信 

返信 

@GEF,1<CR><LF> 

@GEF,1,-3<CR><LF> 

 説明 入力チャンネル 1は映像が入力されていない。 

設定例 送信 

返信 

@SEF,1,0,0,0,0,0,100,100,100,100,0,0,100<CR><LF> 

@SEF,1,0,0,0,0,0,100,100,100,100,0,0,100<CR><LF> 

 説明 入力チャンネル 1の入力映像の各種設定値を次のとおり設定。 

・水平・垂直取り込みサイズ：0 

・水平・垂直取り込み開始位置：0 

・入力信号のアスペクト比：AUTO 

・入力コントラスト：赤・緑・青ともに 100 % 

・入力ブライトネス：100 % 

・シャープネス：0 

・色相：0 ° 

・彩度：100 % 

正常終了。 

備考 入力信号がない場合の設定コマンドは反映されません。 
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3.4.6 入力設定 

 

 

@GDT / @SDT 映像信号の無入力監視 

取得 送信 @GDT<CR><LF> 

返信 @GDT, time_1, ･･･, time_8 (, time_9, ･･･, time_n)<CR><LF> 

設定 送信 @SDT, in_1, time_1 (, in_2, time_2, ･･･)<CR><LF> 

返信 @SDT, in_1, time_1 (, in_2, time_2, ･･･)<CR><LF> 

パラメータ time_1-n：無入力監視時間 

0 = OFF,  3 = 3秒 ～ 15 = 15秒 ※初期値 10秒, 

-1 = HDMI / DVI対応の入力スロットボードまたは 

HDBaseT対応の入力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ) 

 in_1-n：入力チャンネル 

0 = 全入力,  1 = IN1 ～ n = INn 

取得例 送信 

返信 

@GDT<CR><LF> 

@GDT,10,10,10,10,10,10,10,10,10,10,10,10,10,10,10,10<CR><LF> 

 説明 無入力監視時間の設定値を取得。 

全入力チャンネルが 10秒に設定されている。 

設定例 送信 

返信 

@SDT,0,4<CR><LF> 

@SDT,0,4<CR><LF> 

 説明 全入力チャンネルの無入力監視時間を 4秒に設定。 

正常終了。 

備考 － 

 

  

SDI入力以外 
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@GHE / @SHE HDCP 入力の許可 / 禁止 

取得 送信 @GHE<CR><LF> 

返信 @GHE, hdcp_1, ･･･, hdcp_8 (, hdcp_9, ･･･, hdcp_n)<CR><LF> 

設定 送信 @SHE, in_1, hdcp_1 (, in_2, hdcp_2, ･･･)<CR><LF> 

返信 @SHE, in_1, hdcp_1 (, in_2, hdcp_2, ･･･)<CR><LF> 

パラメータ hdcp_1-n：HDCP入力の許可 / 禁止 

0 = DISABLE (禁止),   

1 = HDCP 1.4 (許可) ※初期値 (4K@30対応の入力スロットボード), 

2 = HDCP 2.2 (許可)※ ※初期値 (4K@60対応の入力スロットボード), 

-1 = HDMI / DVI対応の入力スロットボードまたは 

HDBaseT対応の入力スロットボード未搭載(取得返信時のみ) 
※4K@60対応の入力スロットボードのみ設定可能 

 in_1-n：入力チャンネル 

0 = 全入力,  1 = IN1 ～ n = INn  

取得例 送信 

返信 

@GHE<CR><LF> 

@GHE,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1<CR><LF> 

 説明 HDCP入力の許可 / 禁止の設定値を取得。 

全入力チャンネルが“HDCP 1.4入力を許可する”に設定されている。 

設定例 送信 

返信 

@SHE,0,0<CR><LF> 

@SHE,0,0<CR><LF> 

 説明 全入力チャンネルの HDCP入力を禁止に設定。 

正常終了。 

備考 － 

 

 

@GDU / @SDU 3G-SDI Dual Stream 信号入力時のストリーム 

取得 送信 @GDU<CR><LF> 

返信 @GDU, select_1, ･･･, select_8 (, select_9, ･･･, select_n)<CR><LF> 

設定 送信 @SDU, in_1, select_1 (, in_2, select_2, ･･･)<CR><LF> 

返信 @SDU, in_1, select_1 (, in_2, select_2, ･･･)<CR><LF> 

パラメータ select_1-n：入力映像 

1 = 映像ストリーム 1 ※初期値,  2 = 映像ストリーム 2,  

-1 = 3G-SDI / HD-SDI / SD-SDI入力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ) 

 in_1-n：入力チャンネル 

0 = 全入力,  1 = IN1 ～ n = INn 

取得例 送信 

返信 

@GDU<CR><LF> 

@GDU,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,-1,-1,-1,-1<CR><LF> 

 説明 3G-SDI Dual Stream信号入力時のストリームの設定を取得。 

入力チャンネル 1 ～ 12の入力映像は映像ストリーム 1に設定されている。入力チャ

ンネル 13 ～ 16は 3G-SDI / HD-SDI / SD-SDI入力スロットボード未搭載。 

設定例 送信 

返信 

@SDU,0,2<CR><LF> 

@SDU,0,2<CR><LF> 

 説明 全入力チャンネルの入力映像を映像ストリーム 2に設定。 

正常終了。 

備考 － 

  

SDI入力以外 

3G-SDI入力のみ 
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@GIG / @SIG SDI 入力ギアボックスモード 

取得 送信 @GIG<CR><LF> 

返信 @GIG, mode_1, mode_2 (, mode_3, ･･･, mode_m)<CR><LF> 

設定 送信 @SIG, slot_1, mode_1 (, slot_2, mode_2, ･･･)<CR><LF> 

返信 @SIG, slot_1, mode_1 (, slot_2, mode_2, ･･･)<CR><LF> 

パラメータ mode_1-m：ギアボックスモード 

0 = CH-A入力ペイロード IDから自動判定 

1 = シングルリンク信号入力 ※初期値 

2 = 3G デュアルリンク信号入力 

3 = 6G デュアルリンク信号入力 

4 = 3G クアッドリンク信号入力 

-1 = 12G-SDI対応の入力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ) 

 slot_1-m：入力スロットボード 

0 = 全入力スロット,  1 = 入力スロット 1 ～ m = 入力スロット m 

取得例 送信 

返信 

@GIG<CR><LF> 

@GIG,1,1,0,-1<CR><LF> 

 説明 SDI入力ギアボックスモードの設定を取得。 

入力スロット 1、2はシングルリンク信号入力、入力スロット 3は CH-A入力ペイロ

ード IDから自動判定に設定されている。入力スロット 4は 12G-SDI対応の入力スロ

ットボード未搭載。 

設定例 送信 

返信 

@SIG,1,4<CR><LF> 

@SIG,1,4<CR><LF> 

 説明 入力スロット 1の SDI入力ギアボックスモードを 3G クアッドリンク信号入力に設

定。 

正常終了。 

備考 － 

 

  

12G-SDI入力のみ 12G-SDI入力のみ 
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3.4.7 入力タイミング設定 

 

 

@GPI / @SPI 水平 / 垂直取り込み開始位置 

取得 送信 @GPI, in_ch<CR><LF> 

返信 @GPI, in_ch, h_posi, v_posi<CR><LF> 

設定 送信 @SPI, in_ch, h_posi, v_posi<CR><LF> 

返信 @SPI, in_ch, h_posi, v_posi<CR><LF> 

パラメータ in_ch：入力チャンネル 

1 = IN1 ～ n = INn 

 h_posi：水平取り込み開始位置 (ドット) 

-100 ～ +100 ※初期値 +0, 

-1 = 入力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ)※, 

-3 = 映像入力なし (取得返信時のみ)※ 
※v_posiは返信されない 

 v_posi：垂直取り込み開始位置 (ライン) 

-30 ～ +30 ※初期値 +0 

取得例 送信 

返信 

@GPI,1<CR><LF> 

@GPI,1,+0,+0<CR><LF> 

 説明 現在の入力チャンネル 1の取り込み開始位置を取得。 

水平取り込み開始位置、垂直取り込み開始位置ともに 0が設定されている。 

取得例 送信 

返信 

@GPI,1<CR><LF> 

@GPI,1,-3<CR><LF> 

 説明 入力チャンネル 1は映像が入力されていない。 

設定例 送信 

返信 

@SPI,1,0,0<CR><LF> 

@SPI,1,0,0<CR><LF> 

 説明 入力チャンネル 1の水平取り込み開始位置、垂直取り込み開始位置を 0に設定。 

正常終了。 

備考 入力信号がない場合の設定コマンドは反映されません。 

 

 

  

スキャンコンバータ出力のみ 
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@GSI / @SSI 水平 / 垂直取り込みサイズ 

取得 送信 @GSI, in_ch<CR><LF> 

返信 @GSI, in_ch, h_size, v_size<CR><LF> 

設定 送信 @SSI, in_ch, h_size, v_size<CR><LF> 

返信 @SSI, in_ch, h_size, v_size<CR><LF> 

パラメータ in_ch：入力チャンネル 

1 = IN1 ～ n = INn 

 h_size：水平取り込みサイズ (ドット) 

-100 ～ +100 ※初期値 +0, 

-1 = 入力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ)※, 

-3 = 映像入力なし (取得返信時のみ)※ 
※v_sizeは返信されない 

 v_size：垂直取り込みサイズ (ライン) 

-30 ～ +30 ※初期値 +0 

取得例 送信 

返信 

@GSI,1<CR><LF> 

@GSI,1,+0,+0<CR><LF> 

 説明 現在の入力チャンネル 1の取り込みサイズを取得。 

水平取り込みサイズ、垂直取り込みサイズともに 0が設定されている。 

取得例 送信 

返信 

@GSI,1<CR><LF> 

@GSI,1,-3<CR><LF> 

 説明 入力チャンネル 1は映像が入力されていない。 

設定例 送信 

返信 

@SSI,1,0,0<CR><LF> 

@SSI,1,0,0<CR><LF> 

 説明 入力チャンネル 1の水平取り込みサイズ、垂直取り込みサイズを 0に設定。 

正常終了。 

備考 入力信号がない場合の設定コマンドは反映されません。 

 

 

  

スキャンコンバータ出力のみ 
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3.4.8 画質調整 

 

 

@GOB / @SOB 出力ブライトネス 

取得 送信 @GOB, out_ch<CR><LF> 

返信 @GOB, out_ch, brightness<CR><LF> 

設定 送信 @SOB, out_ch, brightness<CR><LF> 

返信 @SOB, out_ch, brightness<CR><LF> 

パラメータ out_ch：出力チャンネル 

1 = OUT1 ～ n = OUTn 

 brightness：出力ブライトネス 

0 ～ 200 ※初期値 100, 

-2 = スキャンコンバータ対応の出力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ) 

取得例 送信 

返信 

@GOB,1<CR><LF> 

@GOB,1,110<CR><LF> 

 説明 現在の出力チャンネル 1の出力ブライトネス設定値を取得。 

110 %に設定されている。 

設定例 送信 

返信 

@SOB,1,110<CR><LF> 

@SOB,1,110<CR><LF> 

 説明 出力チャンネル 1の出力ブライトネスを 110 %に設定。 

正常終了。 

備考 － 

 

 

@GOC / @SOC 出力コントラスト 

取得 送信 @GOC, out_ch<CR><LF> 

返信 @GOC, out_ch, red, green, blue<CR><LF> 

設定 送信 @SOC, out_ch, red, green, blue<CR><LF> 

返信 @SOC, out_ch, red, green, blue<CR><LF> 

パラメータ out_ch：出力チャンネル 

1 = OUT1 ～ n = OUTn 

 red ：出力コントラスト (赤) 

green ：出力コントラスト (緑) 

blue ：出力コントラスト (青) 

0 ～ 200 ※初期値 100, 

-2 = スキャンコンバータ対応の出力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ) 

取得例 送信 

返信 

@GOC,1<CR><LF> 

@GOC,1,105,100,95<CR><LF> 

 説明 現在の出力チャンネル 1の出力コントラスト設定値を取得。 

赤 105 %、緑 100 %、青 95 %に設定されている。 

設定例 送信 

返信 

@SOC,1,105,100,95<CR><LF> 

@SOC,1,105,100,95<CR><LF> 

 説明 出力チャンネル 1の出力コントラストを赤 105 %、緑 100 %、青 95 %に設定。 

正常終了。 

備考 － 

 

  

スキャンコンバータ出力のみ 

スキャンコンバータ出力のみ 
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@GGM / @SGM 出力ガンマ 

取得 送信 @GGM, out_ch<CR><LF> 

返信 @GGM, out_ch, gamma<CR><LF> 

設定 送信 @SGM, out_ch, gamma<CR><LF> 

返信 @SGM, out_ch, gamma<CR><LF> 

パラメータ out_ch：出力チャンネル 

1 = OUT1 ～ n = OUTn 

 gamma：ガンマ 

1 = 0.1 ～ 30 = 3.0 ※初期値 10 = 1.0, 

-2 = スキャンコンバータ対応の出力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ) 

取得例 送信 

返信 

@GGM,1<CR><LF> 

@GGM,1,10<CR><LF> 

 説明 現在の出力チャンネル 1のガンマの設定値を取得。 

1.0に設定されている。 

設定例 送信 

返信 

@SGM,1,10<CR><LF> 

@SGM,1,10<CR><LF> 

 説明 出力チャンネル 1のガンマを 1.0に設定。 

正常終了。 

備考 － 

 

 

@GFL / @SFL 入力シャープネス 

取得 送信 @GFL, in_ch<CR><LF> 

返信 @GFL, in_ch, sharp<CR><LF> 

設定 送信 @SFL, in_ch, sharp<CR><LF> 

返信 @SFL, in_ch, sharp<CR><LF> 

パラメータ in_ch：入力チャンネル 

1 = IN1 ～ n = INn 

 sharp：シャープネス 

-5 ～ 15 ※初期値 0, 

-1 = 入力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ), 

-3 = 映像入力なし (取得返信時のみ) 

取得例 送信 

返信 

@GFL,1<CR><LF> 

@GFL,1,0<CR><LF> 

 説明 現在の入力チャンネル 1のシャープネスの設定値を取得。 

0に設定されている。 

取得例 送信 

返信 

@GFL,1<CR><LF> 

@GFL,1,-3<CR><LF> 

 説明 入力チャンネル 1は映像が入力されていない。 

設定例 送信 

返信 

@SFL,1,0<CR><LF> 

@SFL,1,0<CR><LF> 

 説明 入力チャンネル 1のシャープネスを 0に設定。 

正常終了。 

備考 入力信号がない場合の設定コマンドは反映されません。 

 

  

スキャンコンバータ出力のみ 

スキャンコンバータ出力のみ 
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@GIB / @SIB 入力ブライトネス 

取得 送信 @GIB, in_ch<CR><LF> 

返信 @GIB, in_ch, brightness<CR><LF> 

設定 送信 @SIB, in_ch, brightness<CR><LF> 

返信 @SIB, in_ch, brightness<CR><LF> 

パラメータ in_ch：入力チャンネル 

1 = IN1 ～ n = INn 

 brightness：入力ブライトネス 

0 ～ 200 ※初期値 100, 

-1 = 入力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ), 

-3 = 映像入力なし (取得返信時のみ) 

取得例 送信 

返信 

@GIB,1<CR><LF> 

@GIB,1,110<CR><LF> 

 説明 現在の入力チャンネル 1の入力ブライトネスの設定値を取得。 

110 %に設定されている。 

取得例 送信 

返信 

@GIB,1<CR><LF> 

@GIB,1,-3<CR><LF> 

 説明 入力チャンネル 1は映像が入力されていない。 

設定例 送信 

返信 

@SIB,1,110<CR><LF> 

@SIB,1,110<CR><LF> 

 説明 入力チャンネル 1の入力ブライトネスを 110 %に設定。 

正常終了。 

備考 入力信号がない場合の設定コマンドは反映されません。 

 

  

スキャンコンバータ出力のみ 
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@GIC / @SIC 入力コントラスト 

取得 送信 @GIC, in_ch<CR><LF> 

返信 @GIC, in_ch, red, green, blue<CR><LF> 

設定 送信 @SIC, in_ch, red, green, blue<CR><LF> 

返信 @SIC, in_ch, red, green, blue<CR><LF> 

パラメータ in_ch：入力チャンネル 

1 = IN1 ～ n = INn 

 red ：入力コントラスト (赤) 

green ：入力コントラスト (緑) 

blue ：入力コントラスト (青) 

0 ～ 200 ※初期値 100, 

-1 = 入力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ), 

-3 = 映像入力なし (取得返信時のみ) 

取得例 送信 

返信 

@GIC,1<CR><LF> 

@GIC,1,105,100,95<CR><LF> 

 説明 現在の入力チャンネル 1の入力コントラストの設定値を取得。 

赤 105 %、緑 100 %、青 95 %に設定されている。 

取得例 送信 

返信 

@GIC,1<CR><LF> 

@GIC,1,-3,-3,-3<CR><LF> 

 説明 入力チャンネル 1は映像が入力されていない。 

設定例 送信 

返信 

@SIC,1,105,100,95<CR><LF> 

@SIC,1,105,100,95<CR><LF> 

 説明 入力チャンネル 1の入力コントラストを赤 105 %、緑 100 %、青 95 %に設定。 

正常終了。 

備考 入力信号がない場合の設定コマンドは反映されません。 

 

  

スキャンコンバータ出力のみ 
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@GHU / @SHU 入力色相 

取得 送信 @GHU, in_ch<CR><LF> 

返信 @GHU, in_ch, hue<CR><LF> 

設定 送信 @SHU, in_ch, hue<CR><LF> 

返信 @SHU, in_ch, hue<CR><LF> 

パラメータ in_ch：入力チャンネル 

1 = IN1 ～ n = INn 

 hue：色相 

0 ～ 359 ※初期値 0, 

-1 = 入力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ), 

-3 = 映像入力なし (取得返信時のみ) 

取得例 送信 

返信 

@GHU,1<CR><LF> 

@GHU,1,0<CR><LF> 

 説明 現在の入力チャンネル 1の色相の設定値を取得。 

0 °に設定されている。 

取得例 送信 

返信 

@GHU,1<CR><LF> 

@GHU,1,-3<CR><LF> 

 説明 入力チャンネル 1は映像が入力されていない。 

設定例 送信 

返信 

@SHU,1,0<CR><LF> 

@SHU,1,0<CR><LF> 

 説明 入力チャンネル 1の色相を 0 °に設定。 

正常終了。 

備考 入力信号がない場合の設定コマンドは反映されません。 

 

 

 

  

スキャンコンバータ出力のみ 
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@GST / @SST 入力彩度 

取得 送信 @GST, in_ch<CR><LF> 

返信 @GST, in_ch, saturation<CR><LF> 

設定 送信 @SST, in_ch, saturation<CR><LF> 

返信 @SST, in_ch, saturation<CR><LF> 

パラメータ in_ch：入力チャンネル 

1 = IN1 ～ n = INn 

 saturation：彩度 

0 ～ 200 ※初期値 100, 

-1 = 入力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ), 

-3 = 映像入力なし (取得返信時のみ) 

取得例 送信 

返信 

@GST,1<CR><LF> 

@GST,1,100<CR><LF> 

 説明 現在の入力チャンネル 1の彩度の設定値を取得。 

100 %に設定されている。 

取得例 送信 

返信 

@GST,1<CR><LF> 

@GST,1,-3<CR><LF> 

 説明 入力チャンネル 1は映像が入力されていない。 

設定例 送信 

返信 

@SST,1,105<CR><LF> 

@SST,1,105<CR><LF> 

 説明 入力チャンネル 1の彩度を 105 %に設定。 

正常終了。 

備考 入力信号がない場合の設定コマンドは反映されません。 

 

  

スキャンコンバータ出力のみ 
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3.4.9 出力音声設定 

 

@GAM / @SAM ミュート 

取得 送信 @GAM<CR><LF> 

返信 @GAM, mode_1, ･･･, mode_8 (, mode_9, ･･･, mode_n)<CR><LF> 

設定 送信 @SAM, out_1, mode_1 (, out_2, mode_2, ･･･)<CR><LF> 

返信 @SAM, out_1, mode_1 (, out_2, mode_2, ･･･)<CR><LF> 

パラメータ mode_1-n：デジタル音声出力 

0 = 出力停止,  1 = 音声出力 ※初期値, 

-2 = 出力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ) 

 out_1-n：出力チャンネル 

0 = 全出力,  1 = OUT1 ～ n = OUTn 

取得例 送信 

返信 

@GAM<CR><LF> 

@GAM,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1<CR><LF> 

 説明 デジタル音声出力の設定値を取得。 

全出力チャンネルが音声出力に設定されている。 

設定例 送信 

返信 

@SAM,0,0<CR><LF> 

@SAM,0,0<CR><LF> 

 説明 全出力チャンネルのデジタル音声を出力停止に設定。 

正常終了。 

備考 － 

 

 

@GLO / @SLO 出力リップシンク 

取得 送信 @GLO<CR><LF> 

返信 @GLO, time_1, ･･･, time_8 (, time_9, ･･･, time_n) (, time_a1, time_a2, ･･･, 

time_a12, time_b1, time_b2, ･･･, time_b12)<CR><LF> 

設定 送信 @SLO, out_1, time_1 (, out_2, time_2, ･･･)<CR><LF> 

返信 @SLO, out_1, time_1 (, out_2, time_2, ･･･)<CR><LF> 

パラメータ time_1-n：スキャンコンバータ対応の出力スロットボードのリップシンク (ms) 

time_a1-a12：アナログ音声出力のリップシンク (ms) 

time_b1-b12：アナログ音声出力のリップシンク (ms) 

0 ～ 256 ※初期値 0, 

-2 = スキャンコンバータ対応の出力スロットボード未搭載 

またはアナログ音声出力対応オーディオボード未搭載 (取得返信時のみ) 

FDX-SAB4A搭載時は存在しない 5チャンネル目以降 (time_a5-a12、time_b5-b12)

は“-2”(未搭載) になります。 

[FDX-S64以外の場合] 

time_a1-a12はアナログ音声出力対応オーディオボード搭載時のみ取得できま

す。time_b1-b12は取得できません。 

[FDX-S64の場合] 

time_a1-a12および time_b1-b12は SLOT-Aまたは SLOT-Bにアナログ音声出力

対応オーディオボード搭載時のみ取得できます。time_a1-a12は SLOT-A、

time_b1-b12は SLOT-Bになります。片方のスロットにのみ搭載している場合、

搭載していないスロットの情報は“-2”(未搭載) になります。 

  

スキャンコンバータ出力、アナログ音声出力のみ 
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@GLO / @SLO 出力リップシンク (つづき) 

パラメータ out_1-n：出力チャンネル 

[FDX-S64以外の場合] 

0 = 出力スロットボード全出力 (OUT1 ～ OUTn), 

1 = OUT1 ～ n = OUTn, 

300 = アナログ音声全出力 (ANALOG OUT1 ～ ANALOG OUT12), 

301 = ANALOG OUT1 ～ 312 = ANALOG OUT12 

[FDX-S64の場合] 

0 = 出力スロットボード全出力 (OUT1 ～ OUTn), 

1 = OUT1 ～ n = OUTn, 

300 = SLOT-Aのアナログ音声全出力 (ANALOG-A OUT1 ～ ANALOG-A OUT12), 

301 = ANALOG-A OUT1 ～ 312 = ANALOG-A OUT12, 

400 = SLOT-Bのアナログ音声全出力 (ANALOG-B OUT1 ～ ANALOG-B OUT12), 

401 = ANALOG-B OUT1 ～ 412 = ANALOG-B OUT12 

取得例 送信 

返信 

@GLO<CR><LF> 

@GLO,100,100,100,100,100,100,100,100,100,100,100,100,100,100,100,100 

<CR><LF> 

 説明 (FDX-S16でアナログ音声出力対応オーディオボード未搭載時) 

出力スロットボード全出力のリップシンクの設定値を取得。 

出力スロットボード全出力チャンネルが 100 msに設定されている。 

 送信 

返信 

@GLO<CR><LF> 

@GLO,100,100,100,100,100,100,100,100,100,100,100,100,100,100,100,100,200, 

200,200,200,-2,-2,-2,-2,-2,-2,-2,-2<CR><LF> 

 説明 (FDX-S16で FDX-SAB4A搭載時) 

出力スロットボード全出力およびアナログ音声全出力のリップシンクの設定値を取

得。 

出力スロットボード全出力チャンネルが 100 msに設定されている。 

アナログ音声出力 ANALOG OUT1 ～ 4は 200 msに設定されている。 

アナログ音声 ANALOG OUT5 ～ 12は未搭載。(FDX-SAB4Aは 4出力) 

 送信 

返信 

@GLO<CR><LF> 

@GLO,100,100,100,100,100,100,100,100,100,100,100,100,100,100,100,100,200, 

200,200,200,200,200,200,200,200,200,200,200<CR><LF> 

 説明 (FDX-S16で FDX-SOA12A搭載時) 

出力スロットボード全出力およびアナログ音声全出力のリップシンクの設定値を取

得。 

出力スロットボード全出力チャンネルが 100 msに設定されている。 

アナログ音声全出力チャンネルが 200 msに設定されている。(FDX-SOA12Aは 12

出力) 
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@GLO / @SLO 出力リップシンク (つづき) 

取得例 送信 

返信 

@GLO<CR><LF> 

@GLO,100,100,100,100,100,100,100,100,100,100,100,100,100,100,100,100,100, 

100,100,100,100,100,100,100,100,100,100,100,100,100,100,100,100,100,100,100, 

100,100,100,100,100,100,100,100,100,100,100,100,100,100,100,100,100,100,100, 

100,100,100,100,100,100,100,100,100,200,200,200,200,200,200,200,200,200,200, 

200,200,-2,-2,-2,-2,-2,-2,-2,-2,-2,-2,-2,-2<CR><LF> 

 説明 (FDX-S64で FDX-SOA12Aを SLOT-Aに搭載、SLOT-Bは未搭載時) 

出力スロットボード全出力およびアナログ音声全出力のリップシンクの設定値を取

得。 

出力スロットボード全出力チャンネルが 100 msに設定されている。 

SLOT-Aのアナログ音声全出力チャンネルが 200 msに設定されている。  

SLOT-Bはアナログ音声出力対応オーディオボード未搭載。 

設定例 送信 

返信 

@SLO,0,2<CR><LF> 

@SLO,0,2<CR><LF> 

 説明 出力スロットボード全出力チャンネルのリップシンクを 2 msに設定。 

正常終了。 

 送信 

返信 

@SLO,300,2<CR><LF> 

@SLO,300,2<CR><LF> 

 説明 (FDX-S16で FDX-SOA12A搭載時、または FDX-S64の SLOT-Aに FDX-SOA12A搭

載時) 

アナログ音声全出力チャンネル (または SLOT-Aのみ) のリップシンクを 2 msに設

定。 

正常終了。 

備考 － 
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@GAS / @SAS オーディオエンベデッド / オーディオディエンベデッド 

取得 送信 @GAS, out_1<CR><LF> 

返信 @GAS, out_1, select_1 (, select_2, select_3, ･･･)<CR><LF> 

設定 送信 @SAS, out_1, select_1 (, out_2, select_2, ･･･)<CR><LF> 

返信 @SAS, out_1, select_1 (, out_2, select_2, ･･･)<CR><LF> 

パラメータ out_1-n：出力チャンネル 

[FDX-S64以外の場合] 

0 = 出力スロットボード全出力 (OUT1 ～ OUTn), 

1 = OUT1 ～ n = OUTn, 

300 = アナログ音声全出力 (ANALOG OUT1 ～ ANALOG OUT12), 

301 = ANALOG OUT1 ～ 312 = ANALOG OUT12, 

500 = Dante全出力 (DANTE OUT1 ～ DANTE OUT32), 

501 = DANTE OUT1 ～ 532 = DANTE OUT32 

[FDX-S64の場合] 

0 = 出力スロットボード全出力 (OUT1 ～ OUTn), 

1 = OUT1 ～ n = OUTn, 

300 = SLOT-Aのアナログ音声全出力 (ANALOG-A OUT1 ～ ANALOG-A OUT12), 

301 = ANALOG-A OUT1 ～ 312 = ANALOG-A OUT12, 

400 = SLOT-Bのアナログ音声全出力 (ANALOG-B OUT1 ～ ANALOG-B OUT12), 

401 = ANALOG-B OUT1 ～ 412 = ANALOG-B OUT12, 

500 = SLOT-Aの Dante全出力 (DANTE-A OUT1 ～ DANTE-A OUT32), 

501 = DANTE-A OUT1 ～ 532 = DANTE-A OUT32, 

600 = SLOT-Bの Dante全出力 (DANTE-B OUT1 ～ DANTE-B OUT32), 

601 = DANTE-B OUT1 ～ 632 = DANTE-B OUT32 

 select_1-n：出力音声の選択 

指定する出力チャンネルによって、設定値と初期値が異なります。 

【参照：ユーザーズガイド】 

[出力スロットボード出力 (OUT1 ～ OUTn) の場合] 

[FDX-S64以外の場合] 

0 = 選択中の映像入力チャンネルの音声, 

301 = ANALOG IN1 ～ 304 = ANALOG IN4, 

501 = DANTE IN1 ～ 532 = DANTE IN32, 

-2 = 出力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ) 

[FDX-S64の場合] 

0 = 選択中の映像入力チャンネルの音声, 

301 = ANALOG-A IN1 ～ 304 = ANALOG-A IN4, 

401 = ANALOG-B IN1 ～ 404 = ANALOG-B IN4, 

501 = DANTE-A IN1 ～ 532 = DANTE-A IN32, 

601 = DANTE-B IN1 ～ 632 = DANTE-B IN32, 

-2 = 出力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ) 

[アナログ音声出力 (ANALOG OUT1 ～ 12、ANALOG-A OUT1 ～ 12、 

ANALOG-B OUT1 ～ 12) または Dante出力 (DANTE OUT1 ～ 32、 

DANTE-A OUT1 ～ 32、DANTE-B OUT1 ～ 32) の場合] 

1 = 映像入力チャンネル IN1の音声 ～ n = 映像入力チャンネル INnの音声, 

101 = 映像出力チャンネル OUT1で選択中の映像入力チャンネルの音声  

～ 100+n = 映像出力チャンネル OUTnで選択中の映像入力チャンネルの音声, 

-2 = アナログ音声 / Dante対応オーディオボード未搭載 (取得返信時のみ) 
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@GAS / @SAS オーディオエンベデッド / オーディオディエンベデッド (つづき) 

取得例 送信 

返信 

@GAS,0<CR><LF> 

@GAS,0,301,302,303,304,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0<CR><LF> 

 説明 (FDX-SAB4A搭載時) 

出力スロットボード全出力の音声選択の設定値を取得。 

OUT1は ANALOG IN1、OUT2は ANALOG IN2、OUT3は ANALOG IN3、OUT4は

ANALOG IN4、OUT5 ～ 16は選択中の映像入力チャンネルの音声。 

 送信 

返信 

@GAS,300<CR><LF> 

@GAS,300,1,1,1,1,101,101,101,101,101,101,101,101<CR><LF> 

 説明 (FDX-SOA12A搭載時) 

アナログ音声全出力の音声選択の設定値を取得。 

ANALOG OUT1 ～ 4は IN1の音声、ANALOG OUT5 ～ 12は OUT1で選択中の映像

入力チャンネルの音声。 

 送信 

返信 

@GAS,501<CR><LF> 

@GAS,501,116<CR><LF> 

 説明 (FDX-SAB64D搭載時) 

Dante出力 DANTE OUT1の音声選択の設定値を取得。 

DANTE OUT1は OUT16で選択中の映像入力チャンネルの音声。 

設定例 送信 

返信 

@SAS,0,0<CR><LF> 

@SAS,0,0<CR><LF> 

 説明 出力スロットボード全出力の音声選択を選択中の映像入力チャンネルの音声に設

定。 

正常終了。 

 送信 

返信 

@SAS,1,301<CR><LF> 

@SAS,1,301<CR><LF> 

 説明 (FDX-SAB4A搭載時) 

出力スロットボード出力 OUT1の音声選択をアナログ音声入力 ANALOG IN1に設

定。 

(FDX-S64の場合は SLOT-Aのアナログ音声入力 ANALOG-A IN1に設定) 

正常終了。 

 送信 

返信 

@SAS,500,1<CR><LF> 

@SAS,500,1<CR><LF> 

 説明 (FDX-SAB64D搭載時) 

Dante全出力の音声選択を映像入力チャンネル IN1に設定。 

(FDX-S64の場合は SLOT-Aの Dante全出力を設定) 

正常終了。 

 送信 

返信 

@SAS,501,101<CR><LF> 

@SAS,501,101<CR><LF> 

 説明 (FDX-SAB64D搭載時) 

Dante出力 DANTE OUT1の音声選択を OUT1で選択中の映像入力チャンネルの音声

に設定。 

(FDX-S64の場合は SLOT-Aの DANTE OUT1を設定) 

正常終了。 

備考 － 
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@GWO / @SWO 音声選択 

取得 送信 @GWO<CR><LF> 

返信 @GWO, window_1, window_2 (, window_3, ･･･, window_n)<CR><LF> 

設定 送信 @SWO, out_ch_1, window_1 (, out_ch_2, window_2, ･･･)<CR><LF> 

返信 @SWO, out_ch_1, window_1 (, out_ch_2, window_2, ･･･)<CR><LF> 

パラメータ window_1-n：音声選択ウインドウ 

1 = ウインドウ A ～ 4 = ウインドウ D ※初期値 ウインドウ A 

-2 = スキャンコンバータ画面合成出力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ) 

 out_ch_1-n：出力チャンネル 

0 = 全ての出力チャンネル 

1 = OUT1 ～ n = OUTn 

取得例 送信 

返信 

@GWO<CR><LF> 

@GWO,1,1,1,1<CR><LF> 

 説明 音声選択を取得。 

全ての出力チャンネルはウインドウ Aの音声が選択されている。 

設定例 送信 

返信 

@SWO,1,2<CR><LF> 

@SWO,1,2<CR><LF> 

 説明 出力チャンネル 1の音声選択をウインドウ Bに設定。 

正常終了。 

備考 本設定は、各出力スロットボードの先頭の 1チャンネルのみに対して取得/設定しま

す。 

【参照：3.1出力スロットボードのチャンネル構成について (P.13) 】 

 

  

スキャンコンバータ画面合成出力のみ 
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@GGO / @SGO SDI 出力音声グループ 

取得 送信 @GGO<CR><LF> 

返信 @GGO, primary_1, secondary_1, ･･･, primary_8, secondary_8 (, primary_9, 

secondary_9, ･･･, primary_n, secondary_n)<CR><LF> 

設定 送信 @SGO, out_1, primary_1, secondary_1 (, out_2, primary_2, secondary_2, ･･･) 

<CR><LF> 

返信 @SGO, out_1, primary_1, secondary_1 (, out_2, primary_2, secondary_2, ･･･) 

<CR><LF> 

パラメータ primary_1-n：プライマリ音声 

secondary_1-n：セカンダリ音声 

1 = 音声グループ 1 (1ch ～ 4ch) ※初期値 (primary), 

2 = 音声グループ 2 (5ch ～ 8ch) ※初期値 (secondary), 

3 = 音声グループ 3 (9ch ～ 12ch), 

4 = 音声グループ 4 (13ch ～ 16ch), 

-2 = 12G-SDI対応の出力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ) 

 out_1-n：出力チャンネル 

0 = 全出力, 1 = OUT1 ～ n = OUTn 

取得例 送信 

返信 

@GGO<CR><LF> 

@GGO,1,2,1,2,1,2,1,2,1,2,1,2,1,2,1,2,1,2,1,2,1,2,1,2,-2,-2,-2,-2,-2,-2,-2,-2<CR><LF> 

 説明 SDI出力音声グループの設定を取得。 

出力チャンネル 1 ～ 12のプライマリ音声は音声グループ 1に、セカンダリ音声は音

声グループ 2に設定されている。出力チャンネル 13 ～ 16は 12G-SDI対応の出力ス

ロットボード未搭載。 

設定例 送信 

返信 

@SGO,0,3,4<CR><LF> 

@SGO,0,3,4<CR><LF> 

 説明 全出力チャンネルのプライマリ音声を音声グループ 3に、セカンダリ音声を音声グ

ループ 4に設定。 

正常終了。 

備考 プライマリ音声とセカンダリ音声に同一の音声グループを設定することはできませ

ん。 

 

 

  

12G-SDI出力のみ 
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3.4.10 入力音声設定 

 

 

@GAW / @SAW 音声入力時の安定待ち 

取得 送信 @GAW<CR><LF> 

返信 @GAW, wait_1, ･･･, wait_8 (, wait_9, ･･･, wait_n)<CR><LF> 

設定 送信 @SAW, in_1, wait_1 (, in_2, wait_2, ･･･)<CR><LF> 

返信 @SAW, in_1, wait_1 (, in_2, wait_2, ･･･)<CR><LF> 

パラメータ wait_1-n：安定待ちの時間設定 

0 = OFF,  1 = SHORT,  2 = MID ※初期値,  3 = LONG, 

-2 = HDMI / DVI対応の入力スロットボードまたは 

HDBaseT対応の入力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ) 

 in_1-n：入力チャンネル 

0 = 全入力,  1 = IN1 ～ n = INn 

取得例 送信 

返信 

@GAW<CR><LF> 

@GAW,2,2,2,2,2,2,2,2,2,2,2,2,2,2,2,2<CR><LF> 

 説明 音声入力時の安定待ちの設定値を取得。 

全入力チャンネルが MIDに設定されている。 

設定例 送信 

返信 

@SAW,1,0<CR><LF> 

@SAW,1,0<CR><LF> 

 説明 入力チャンネル 1の音声入力の安定待ちを OFFに設定。 

正常終了。 

備考 － 

 

  

HDMI / DVI入力、HDBaseT入力のみ 
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@GAG / @SAG SDI 入力音声グループ 

取得 送信 @GAG<CR><LF> 

返信 @GAG, primary_1, secondary_1, ･･･, primary_8, secondary_8 (, primary_9, 

secondary_9, ･･･, primary_n, secondary_n)<CR><LF> 

設定 送信 @SAG, in_1, primary_1, secondary_1 (, in_2, primary_2, secondary_2, ･･･) 

<CR><LF> 

返信 @SAG, in_1, primary_1, secondary_1 (, in_2, primary_2, secondary_2, ･･･) 

<CR><LF> 

パラメータ primary_1-n：プライマリ音声 

secondary_1-n：セカンダリ音声 

1 = 音声グループ 1 (1ch ～ 4ch) ※初期値 (primary), 

2 = 音声グループ 2 (5ch ～ 8ch) ※初期値 (secondary), 

3 = 音声グループ 3 (9ch ～ 12ch), 

4 = 音声グループ 4 (13ch ～ 16ch), 

-1 = SDI対応の入力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ) 

 in_1-n：入力チャンネル 

0 = 全入力,  1 = IN1 ～ n = INn 

取得例 送信 

返信 

@GAG<CR><LF> 

@GAG,1,2,1,2,1,2,1,2,1,2,1,2,1,2,1,2,1,2,1,2,1,2,1,2,-1,-1,-1,-1,-1,-1,-1,-1<CR><LF> 

 説明 SDI入力音声グループの設定を取得。 

入力チャンネル 1 ～ 12のプライマリ音声は音声グループ 1に、セカンダリ音声は音

声グループ 2に設定されている。入力チャンネル 13 ～ 16は SDI対応の入力スロッ

トボード未搭載。 

設定例 送信 

返信 

@SAG,0,3,4<CR><LF> 

@SAG,0,3,4<CR><LF> 

 説明 全入力チャンネルのプライマリ音声を音声グループ 3に、セカンダリ音声を音声グ

ループ 4に設定。 

正常終了。 

備考 プライマリ音声とセカンダリ音声に同一の音声グループを設定することはできませ

ん。 

 

  

SDI入力のみ 
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3.4.11 EDID 設定 

 

 

@GVF / @SVF 入力解像度 

取得 送信 @GVF<CR><LF> 

返信 @GVF, edid_1, ･･･, edid_8 (, edid_9, ･･･, edid_n)<CR><LF> 

設定 送信 @SVF, in_1, edid_1 (, in_2, edid_2, ･･･)<CR><LF> 

返信 @SVF, in_1, edid_1 (, in_2, edid_2, ･･･)<CR><LF> 

パラメータ edid_1-n：EDIDの解像度 

0 = 外部 EDID,  

1 = コピーEDID 1, 2 = コピーEDID 2, 

3 = コピーEDID 3, 4 = コピーEDID 4, 

5 = 1080p(1920x1080), 6 = 720p(1280x720), 

7 = 1080i(1920x1080), 8 = SVGA(800x600), 

9 = XGA(1024x768),  10 = VESA720(1280x720), 

11 = WXGA(1280x768),  12 = WXGA(1280x800), 

13 = Quad-VGA(1280x960),  14 = SXGA(1280x1024), 

15 = WXGA(1360x768),  16 = WXGA(1366x768), 

17 = SXGA+(1400x1050),  18 = WXGA+(1440x900), 

19 = WXGA++(1600x900),  20 = UXGA(1600x1200), 

21 = WSXGA+(1680x1050),  22 = VESA1080(1920x1080), 

23 = WUXGA(1920x1200),  24 = QWXGA(2048x1152), 

25 = WQHD(2560x1440),  26 = WQXGA(2560x1600), 

40 = 2160p@30(3840x2160), 41 = 2160p@60(4:2:0)(3840x2160)※1, 

42 = 2160p@60(4:4:4)(3840x2160)※2, 43 = 4096x2160@30, 

44 = 4096x2160@60(4:2:0)※1, 45 = 4096x2160@60(4:4:4)※2, 

-1 = HDMI / DVI対応の入力スロットボードまたは 

HDBaseT対応の入力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ) 
 

※初期値 (入力スロットボードにより変わります。) 

入力スロットボード 初期値 

4K@30 HDMI / DVI 5 = 1080p(1920x1080) 

4K@30 HDBaseT 5 = 1080p(1920x1080) 

4K@60 HDMI / DVI 42 = 2160p@60(4:4:4)(3840x2160) 

4K@60 HDBaseT 41 = 2160p@60(4:2:0)(3840x2160) 
※1 4K@60対応の入力スロットボード (FDX-SIV4UH、FDX-SIV4UT) のみ対応 
※2 4K@60対応の入力スロットボード (FDX-SIV4UH) のみ対応 

 in_1-n：入力チャンネル 

1 = IN1 ～ n = INn 

 

  

SDI入力以外 
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@GVF / @SVF 入力解像度 (つづき) 

取得例 送信 

返信 

@GVF<CR><LF> 

@GVF,5,5,5,5,5,5,5,5,5,5,5,5,5,5,5,5<CR><LF> 

 説明 EDIDの解像度の設定値を取得。 

全入力チャンネルが 1080pに設定されている。 

設定例 送信 

返信 

@SVF,1,5<CR><LF> 

@SVF,1,5<CR><LF> 

 説明 入力チャンネル 1の EDIDの解像度を 1080pに設定。 

正常終了。 

備考 コピーEDIDを使用する場合、@RME EDID のコピー (P.66) であらかじめシンク機

器から EDIDデータを読み取っておく必要があります。 

 

 

@RME EDID のコピー 

設定 送信 @RME, out, number<CR><LF> 

返信 @RME, out, number<CR><LF> 

パラメータ out：読み取りチャンネル 

1 = OUT1 ～ n = OUTn 

※12G-SDI出力チャンネルは選択できません。 

 number：コピーデータの保存先メモリ番号 

1 = 保存先 1 ～ 4 = 保存先 4 

設定例 送信 

返信 

@RME,1,1<CR><LF> 

@RME,1,1<CR><LF> 

 説明 OUT1に接続されているシンク機器の EDIDデータを読み取り、保存先 1に保存。 

正常終了。 

備考 － 

 

 

  

SDI入力以外 

mailto:全入力チャンネル1080p@59.94
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@GEC / @SEC EDID 読み取りチャンネル 

取得 送信 @GEC<CR><LF> 

返信 @GEC, out_1, ･･･, out_8 (, out_9, ･･･, out_n)<CR><LF> 

設定 送信 @SEC, in_1, out_1 (, in_2, out_2, ･･･)<CR><LF> 

返信 @SEC, in_1, out_1 (, in_2, out_2, ･･･)<CR><LF> 

パラメータ out_1-n：EDID読み取りチャンネル 

1 = OUT1 ～ n = OUTn ※初期値 1 = OUT1, 

※12G-SDI出力チャンネルは選択できません。 

-1 = HDMI / DVI対応の入力スロットボードまたは 

HDBaseT対応の入力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ), 

-2 = 出力スロットボード未搭載または 

12G-SDI出力スロットボード搭載 (取得返信時のみ) 

 in_1-n：入力チャンネル 

0 = 全入力,  1 = IN1 ～ n = INn 

取得例 送信 

返信 

@GEC<CR><LF> 

@GEC,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1<CR><LF> 

 説明 EDID読み取りチャンネルの設定値を取得。 

全入力チャンネルが OUT1から読み取るように設定されている。 

設定例 送信 

返信 

@SEC,0,1<CR><LF> 

@SEC,0,1<CR><LF> 

 説明 全入力チャンネルの EDID読み取りチャンネルを OUT1に設定。 

正常終了。 

備考 @GVF / @SVF 入力解像度 (P.65) の設定において、設定番号“0”(外部 EDID) を選

択した場合に有効となります。 

 

  

SDI入力以外 
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@GHZ / @SHZ フレームレート 

取得 送信 @GHZ<CR><LF> 

返信 @GHZ, mode_1, ･･･, mode_8 (, mode_9, ･･･, mode_n)<CR><LF> 

設定 送信 @SHZ, in_1, mode_1 (, in_2, mode_2, ･･･)<CR><LF> 

返信 @SHZ, in_1, mode_1 (, in_2, mode_2, ･･･)<CR><LF> 

パラメータ mode_1-n：フレームレート 

0 = 60 Hz / 30 Hz ※初期値,  1 = 50 Hz / 25 Hz, 

-1 = HDMI / DVI対応の入力スロットボードまたは 

HDBaseT対応の入力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ) 

 in_1-n：入力チャンネル 

0 = 全入力,  1 = IN1 ～ n = INn 

取得例 送信 

返信 

@GHZ<CR><LF> 

@GHZ,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0<CR><LF> 

 説明 フレームレートの設定値を取得。 

全入力チャンネルのフレームレートが 60 Hz / 30 Hzに設定されている。 

設定例 送信 

返信 

@SHZ,0,0<CR><LF> 

@SHZ,0,0<CR><LF> 

 説明 全入力チャンネルのフレームレートを 60 Hz / 30 Hzに設定。 

正常終了。 

備考 @GVF / @SVF 入力解像度 (P.65) の設定において、内蔵 EDID (設定値：5 ～ 26、 

40 ～ 45) を選択した場合に有効となります。 

 

 

@GDI / @SDI Deep Color 入力 

取得 送信 @GDI<CR><LF> 

返信 @GDI, color_1, ･･･, color_8 (, color_9, ･･･, color_n)<CR><LF> 

設定 送信 @SDI, in_1, color_1 (, in_2, color_2, ･･･)<CR><LF> 

返信 @SDI, in_1, color_1 (, in_2, color_2, ･･･)<CR><LF> 

パラメータ color_1-n：色深度 

0 = 24 bit / pixel (8 bit / component) ※初期値, 

1 = 30 bit / pixel (10 bit / component), 

2 = 36 bit / pixel (12 bit / component), 

-1 = HDMI / DVI対応の入力スロットボードまたは 

HDBaseT対応の入力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ) 

 in_1-n：入力チャンネル 

0 = 全入力,  1 = IN1 ～ n = INn 

取得例 送信 

返信 

@GDI<CR><LF> 

@GDI,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0<CR><LF> 

 説明 色深度の設定値を取得。 

全入力チャンネルが 24 bit / pixel (8 bit / component) に設定されている。 

設定例 送信 

返信 

@SDI,0,0<CR><LF> 

@SDI,0,0<CR><LF> 

 説明 全入力チャンネルの色深度を 24 bit / pixel (8 bit / component) に設定。 

正常終了。 

備考 @GVF / @SVF 入力解像度 (P.65) の設定において、内蔵 EDID (設定値：5 ～ 26、 

40 ～ 45) を選択した場合に有効となります。 

  

SDI入力以外 

SDI入力以外 
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@GAF / @SAF 音声フォーマット 

取得 送信 @GAF, in<CR><LF> 

返信 @GAF, in, format_1, frequency_1, ･･･, format_7, frequency_7<CR><LF> 

設定 送信 @SAF, in, format_1, frequency_1 (, format_2, frequency_2, ･･･)<CR><LF> 

 返信 @SAF, in, format_1, frequency_1 (, format_2, frequency_2, ･･･)<CR><LF> 

パラメータ in：入力チャンネル 

1 = IN1 ～ n = INn 

 format_1-7：音声フォーマット 

0 = リニア PCM, 1 = AC-3 / Dolby Digital, 2 = AAC, 

3 = Dolby Digital Plus, 4 = DTS, 5 = DTS-HD, 

6 = Dolby TrueHD 

 frequency_1-7：最大サンプリング周波数 

0 = OFF (出力禁止), 1 = 32 kHz, 2 = 44.1 kHz, 

3 = 48 kHz, 4 = 88.2 kHz, 5 = 96 kHz, 

6 = 176.4 kHz, 7 = 192 kHz, 

-1 = HDMI / DVI対応の入力スロットボードまたは 

HDBaseT対応の入力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ) 

 

音声フォーマット サンプリング周波数 (kHz) 

リニア PCM 32 / 44.1 / 48 (※初期値) / 88.2 / 96 / 176.4 / 192 

AC-3 / Dolby Digital OFF (※初期値) / 32 / 44.1 / 48  

AAC OFF (※初期値) / 32 / 44.1 / 48 / 88.2 / 96  

Dolby Digital Plus OFF (※初期値) / 32 / 44.1 / 48  

DTS OFF (※初期値) / 32 / 44.1 / 48 / 96  

DTS-HD OFF (※初期値) / 44.1 / 48 / 88.2 / 96 / 176.4 / 192  

Dolby TrueHD OFF (※初期値) / 44.1 / 48 / 88.2 / 96 / 176.4 / 192  

  

取得例 送信 

返信 

@GAF,1<CR><LF> 

@GAF,1,0,3,1,0,2,0,3,0,4,0,5,0,6,0<CR><LF> 

 説明 入力チャンネル 1の音声フォーマットの設定値を取得。 

入力チャンネル 1の音声フォーマットはリニア PCMの最大サンプリング周波数 

48 kHz、それ以外の音声フォーマットは OFF。 

設定例 送信 

返信 

@SAF,1,0,7<CR><LF> 

@SAF,1,0,7<CR><LF> 

 説明 入力チャンネル 1の音声フォーマットを、リニア PCMの 192 kHzまでを出力許可に

設定。 

備考 設定コマンドは、出力を許可する音声フォーマットと、最大サンプリング周波数を

送信します。 

リニア PCMは必ず許可されるので、最大サンプリング周波数を変更する必要がなけ

れば省略可能です。 

@GVF / @SVF 入力解像度 (P.65) の設定において、内蔵 EDID (設定値：5 ～ 26、 

40 ～ 45) を選択した場合に有効となります。 

 

  

SDI入力以外 
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@GSP / @SSP スピーカー構成 

取得 送信 @GSP<CR><LF> 

返信 @GSP, ch_1, ･･･, ch_8 (, ch_9, ･･･, ch_n)<CR><LF> 

設定 送信 @SSP, in_1, ch_1 (, in_2, ch_2, ･･･)<CR><LF> 

返信 @SSP, in_1, ch_1 (, in_2, ch_2, ･･･)<CR><LF> 

パラメータ ch_1-n：スピーカー構成 

0 = 2チャンネル ※初期値, 1 = 2.1チャンネル, 

2 = 5.1チャンネル, 3 = 7.1チャンネル, 

-1 = HDMI / DVI対応の入力スロットボードまたは 

HDBaseT対応の入力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チャンネル数 FL / FR LFE FC RL / RR RLC / RRC 

2チャンネル ON OFF OFF OFF OFF 

2.1チャンネル ON ON OFF OFF OFF 

5.1チャンネル ON ON ON ON OFF 

7.1チャンネル ON ON ON ON ON 
 

  

 in_1-n：入力チャンネル 

0 = 全入力,  1 = IN1 ～ n = INn 

取得例 送信 

返信 

@GSP<CR><LF> 

@GSP,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0<CR><LF> 

 説明 音声チャンネル数の設定値を取得。 

全入力チャンネルが 2チャンネルに設定されている。 

設定例 送信 

返信 

@SSP,0,0<CR><LF> 

@SSP,0,0<CR><LF> 

 説明 全入力チャンネルの音声チャンネル数を 2チャンネルに設定。 

正常終了。 

備考 @GVF / @SVF 入力解像度 (P.65) の設定において、内蔵 EDID (設定値：5 ～ 26、 

40 ～ 45) を選択した場合に有効となります。 

 

  

SDI入力以外 

FL   ： Front Left

FC   ： Front Center

FR   ： Front Right

RL   ： Rear Left

RR   ： Rear Right

RL

RLC RRC

RR

FR

FC

FL

LFE

RLC  Rear Left Center

RRC  Rear Right Center

Low Frequency EffectLFE

:

:

:
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3.4.12 RS-232C 設定 

 

@GCT / @SCT RS-232C 通信の設定 

取得 送信 @GCT<CR><LF> 

返信 @GCT, baudrate, length, parity, stop<CR><LF> 

設定 送信 @SCT, baudrate, length, parity, stop<CR><LF> 

返信 @SCT, baudrate, length, parity, stop<CR><LF> 

パラメータ baudrate：通信速度 

0 = 4800 bps, 1 = 9600 bps ※初期値, 2 = 14400 bps, 

3 = 19200 bps, 4 = 38400 bps 

 length：データビット長 

0 = 7 bit,  1 = 8 bit ※初期値 

 parity：パリティチェック 

0 = なし ※初期値,  1 = 奇数,  2 = 偶数 

 stop：ストップビット 

0 = 1 bit ※初期値,  1 = 2 bit 

取得例 送信 

返信 

@GCT<CR><LF> 

@GCT,1,1,0,0<CR><LF> 

 説明 RS-232Cの通信設定の設定値を取得。 

通信速度は 9600 bps、データビット長は 8 bit、パリティチェックなし、ストップビ

ットは 1 bit。 

設定例 送信 

返信 

@SCT,1,1,0,0<CR><LF> 

@SCT,1,1,0,0<CR><LF> 

 説明 通信速度 9600 bps、データビット長 8 bit、パリティチェックなし、ストップビット 

1 bitに設定。 

正常終了。 

備考 RS-232C通信設定が変更された場合、以後通信不可となる場合があります。本機に

合わせ、環境の設定変更をしてください。 
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3.4.13 LAN 設定 

 

@GIP / @SIP IP アドレス 

取得 送信 @GIP<CR><LF> 

返信 @GIP, unit_1, unit_2, unit_3, unit_4<CR><LF> 

設定 送信 @SIP, unit_1, unit_2, unit_3, unit_4<CR><LF> 

返信 @SIP, unit_1, unit_2, unit_3, unit_4<CR><LF> 

パラメータ unit_1：IPアドレス上位 ～ unit_4：IPアドレス下位 

0 ～ 255 = 8ビット (10進数表記) ※初期値 192.168.1.199 

取得例 送信 

返信 

@GIP<CR><LF> 

@GIP,192,168,3,2<CR><LF> 

 説明 本機の IPアドレスの設定値を取得。 

IPアドレスは 192.168.3.2。 

設定例 送信 

返信 

@SIP,192,168,3,2<CR><LF> 

@SIP,192,168,3,2<CR><LF> 

 説明 本機の IPアドレスを 192.168.3.2に設定。 

正常終了。 

備考 IPアドレスや通信設定が変更された場合、以後、通信不可となる可能性がありま

す。本機に合わせ、環境の設定変更をしてください。 

 

@GSB / @SSB サブネットマスク 

取得 送信 @GSB<CR><LF> 

返信 @GSB, unit_1, unit_2, unit_3, unit_4<CR><LF> 

設定 送信 @SSB, unit_1, unit_2, unit_3, unit_4<CR><LF> 

返信 @SSB, unit_1, unit_2, unit_3, unit_4<CR><LF> 

パラメータ unit_1：サブネットマスク上位 ～ unit_4：サブネットマスク下位 

0 ～ 255 = 8ビット (10進数表記) ※初期値 255.255.255.0 

取得例 送信 

返信 

@GSB<CR><LF> 

@GSB,255,255,192,0<CR><LF> 

 説明 本機のサブネットマスクの設定値を取得。 

サブネットマスクは 255.255.192.0 ( = 18ビット)。 

設定例 送信 

返信 

@SSB,255,255,192,0<CR><LF> 

@SSB,255,255,192,0<CR><LF> 

 説明 本機のサブネットマスクを 255.255.192.0 ( = 18ビット) に設定。 

正常終了。 

備考 IPアドレスや通信設定が変更された場合、以後、通信不可となる可能性がありま

す。本機に合わせ、環境の設定変更をしてください。 
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@GMC MAC アドレス表示 

取得 送信 @GMC<CR><LF> 

返信 @GMC, uni_1, unit_2, unit_3, unit_4, unit_5, unit_6<CR><LF> 

パラメータ unit_1：MACアドレス上位 ～ unit_6：MACアドレス下位 

00 ～ FF = 8ビット (16進数表記) 

取得例 送信 

返信 

@GMC<CR><LF> 

@GMC,00,08,E5,65,00,00<CR><LF> 

 説明 MACアドレスを取得。 

MACアドレスは 00-08-E5-65-00-00。 

備考 － 

 

@GLP / @SLP TCP ポート番号 

取得 送信 @GLP<CR><LF> 

返信 @GLP, port, connection<CR><LF> 

設定 送信 @SLP, port, connection<CR><LF> 

返信 @SLP, port, connection<CR><LF> 

パラメータ port：TCPポート番号 

1100, 6000 ～ 6999 ※初期値 1100 

 connection：8コネクション設定 

0 = 8コネクション設定 OFF (WEBブラウザ制御 4コネクション、 

 通信コマンド制御 4コネクション) ※初期値, 

1 = 8コネクション設定 ON (通信コマンド制御 8コネクション) 

取得例 送信 

返信 

@GLP<CR><LF> 

@GLP,1100,0<CR><LF> 

 説明 本機の TCPポート番号の設定値を取得。 

ポート番号は 1100、8コネクション設定は OFFに設定されている。 

設定例 送信 

返信 

@SLP,1100,0<CR><LF> 

@SLP,1100,0<CR><LF> 

 説明 本機の TCPポート番号を 1100、8コネクション設定を OFFに設定。 

正常終了。 

備考 IPアドレスや通信設定が変更された場合、以後、通信不可となる可能性がありま

す。本機に合わせ、環境の設定変更をしてください。 
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3.4.14 プリセットメモリ設定 

 

@RCM クロスポイントの読み出し 

設定 送信 @RCM, memory<CR><LF> 

返信 @RCM, memory<CR><LF> 

パラメータ memory：クロスポイントメモリ 

1 ～ 32 

設定例 送信 

返信 

@RCM,1<CR><LF> 

@RCM,1<CR><LF> 

 説明 クロスポイントメモリ 1のクロスポイントを読み出す。 

正常終了。 

備考 － 

 

@SCM クロスポイントの上書き保存 

設定 送信 @SCM, memory (, name)<CR><LF> 

返信 @SCM, memory (, name)<CR><LF> 

パラメータ memory：クロスポイントメモリ 

1 ～ 32 

 name：メモリ名 

ASCIIコードの、20 ～ 7Dの中から最大 10文字まで、メモリ名は省略可能で

す。省略した場合は、現在保存されている名前を変更せずにクロスポイントのみ

保存します。 

設定例 送信 

返信 

@SCM,1,MEMORY1<CR><LF> 

@SCM,1,MEMORY1<CR><LF> 

 説明 クロスポイントの状態を、クロスポイントメモリ 1に「MEMORY1」の名前で上書

き保存する。 

正常終了。 

備考 上書き保存： 

クロスポイントメモリの設定内容でチャンネル制御を行わない設定が含まれている

場合でも、その出力チャンネルの設定を保存します。 

チャンネル制御を行わない設定は@GCM / @ECM クロスポイントの編集 (P.75)で設

定します。 
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@SEM クロスポイントの引継ぎ保存 

設定 送信 @SEM, memory (, name)<CR><LF> 

返信 @SEM, memory (, name)<CR><LF> 

パラメータ memory：クロスポイントメモリ 

1 ～ 32 

 name：メモリ名 

ASCIIコードの、20 ～ 7Dの中から最大 10文字まで、メモリ名は省略可能で

す。省略した場合は、現在保存されている名前を変更せずにクロスポイントのみ

保存します。 

設定例 送信 

返信 

@SEM,1,MEMORY1<CR><LF> 

@SEM,1,MEMORY1<CR><LF> 

 説明 クロスポイントの状態を、クロスポイントメモリ 1に「MEMORY1」の名前で引継

ぎ保存する。 

正常終了。 

備考 引継ぎ保存： 

クロスポイントメモリの設定内容でチャンネル制御を行わない設定が含まれている

場合は、その出力チャンネルの設定は保存しません。 

チャンネル制御を行わない設定は@GCM / @ECM クロスポイントの編集 (P.75)で設

定します。 

 

@GCM / @ECM クロスポイントの編集 

取得 送信 @GCM, memory<CR><LF> 

返信 @GCM, memory, v_1, ･･･, v_8 (, v_9, ･･･, v_n)<CR><LF> 

設定 送信 @ECM, memory, v_1, ･･･, v_8 (, v_9, ･･･, v_n)<CR><LF> 

返信 @ECM, memory, v_1, ･･･, v_8 (, v_9, ･･･, v_n)<CR><LF> 

パラメータ memory：クロスポイントメモリ 

1 ～ 32  

 v_1-n：出力チャンネルに選択される入力チャンネル 

-1 = 制御しない ※初期値,  0 = OFF,  1 = IN1 ～ n = INn 

取得例 送信 

返信 

@GCM,1<CR><LF> 

@GCM,1,-1,-1,-1,-1,-1,-1,-1,-1,-1,-1,-1,-1,-1,-1,-1,-1<CR><LF> 

 説明 クロスポイントメモリ 1のクロスポイントを取得。 

全出力チャンネルに“制御しない”が保存されている。 

設定例 送信 

返信 

@ECM,1,1,2,3･･･,15,-1<CR><LF> 

@ECM,1,1,2,3･･･,15,-1<CR><LF> 

 説明 クロスポイントメモリ 1に対して OUT1 ～ OUT15までの入出力チャンネルはスト

レート設定、OUT16は“制御しない”に設定。 

正常終了。 

備考 － 
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@RPM プリセットメモリの読み出し 

設定 送信 @RPM, preset<CR><LF> 

返信 @RPM, preset<CR><LF> 

パラメータ preset：プリセットメモリ 

1 ～ 32 

設定例 送信 

返信 

@RPM,1<CR><LF> 

@RPM,1<CR><LF> 

 説明 プリセットメモリ 1の設定を読み出す。 

正常終了。 

備考 － 

 

@SPM プリセットメモリの保存 

設定 説明 上書き保存 

送信 @SPM, preset (, name)<CR><LF> 

返信 @SPM, preset (, name)<CR><LF> 

パラメータ preset：プリセットメモリ 

1 ～ 32 

 name：メモリ名 

ASCIIコードの、20 ～ 7Dの中から最大 10文字まで、メモリ名は省略可能で

す。省略した場合は、現在保存されている名前を変更せずに現在の設定のみ保存

します。 

設定例 送信 

返信 

@SPM,1,MEMORY1<CR><LF> 

@SPM,1,MEMORY1<CR><LF> 

 説明 現在の設定を、プリセットメモリ 1に「MEMORY1」の名前で保存する。 

正常終了。 

備考 － 

 

@GPM 入出力チャンネル状態と一致するプリセットメモリ番号 

取得 送信 @GPM<CR><LF> 

返信 @GPM, preset<CR><LF> 

パラメータ preset：設定されている入出力チャンネル状態と一致するプリセットメモリ番号 

 000 = なし,  001 = プリセットメモリ 1 ～ 032 = プリセットメモリ 32 

取得例 送信 

返信 

@GPM<CR><LF> 

@GPM,000<CR><LF> 

 説明 入出力チャンネル状態と一致するプリセットメモリ番号を取得。 

一致するプリセットメモリなし。 

備考 複数のメモリ番号が一致する場合、小さい方の番号を返信します。 
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3.4.15 ビットマップ設定 

 

 

@GBM / @SBM ビットマップ画像の出力 

取得 

 

送信 @GBM<CR><LF> 

返信 @GBM, mode_1, ･･･, mode_8 (, mode_9, ･･･, mode_n)<CR><LF> 

設定 送信 @SBM, out_1, mode_1 (, out_2, mode_2, ･･･)<CR><LF> 

返信 @SBM, out_1, mode_1 (, out_2, mode_2, ･･･)<CR><LF> 

パラメータ mode_1-n：ビットマップ画像の出力 

0 = OFF ※初期値,  1 = BITMAP1 ～ 4 = BITMAP4 

-2 = スキャンコンバータ対応の出力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ) 

 out_1-n：出力チャンネル 

0 = 全出力,  1 = OUT1 ～ n = OUTn 

取得例 送信 

返信 

@GBM<CR><LF> 

@GBM,1,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0<CR><LF> 

 説明 出力されている映像を取得。 

OUT1はビットマップ 1の画像を出力し、その他の出力チャンネルはビットマップ

画像を出力しない。 

設定例 送信 

返信 

@SBM,1,1<CR><LF> 

@SBM,1,1<CR><LF> 

 説明 OUT1にビットマップ画像 1を出力。 

正常終了。 

備考 － 

 

  

スキャンコンバータ出力のみ 
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@GBB / @SBB 背景色 

取得 送信 @GBB, ch<CR><LF> 

返信 @GBB, ch, red_1, green_1, blue_1, red_2, green_2, blue_2, red_3, green_3, blue_3, 

red_4, green_4, blue_4<CR><LF> 

設定 送信 @SBB, ch, bitmap, red, green, blue<CR><LF> 

返信 @SBB, ch, bitmap, red, green, blue<CR><LF> 

パラメータ ch：出力チャンネル 

0 = 全出力,  1 = OUT1 ～ n = OUTn 

 reg / red_1-4 ：背景色 (赤) 

green / green_1-4 ：背景色 (緑) 

blue / blue_1-4 ：背景色 (青) 

0 ～ 255 ※初期値 0 (黒), 

-2 = スキャンコンバータ対応の出力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ) 

 bitmap：ビットマップ番号 

0 = 全ビットマップ, 1 = ビットマップ 1, 2 = ビットマップ 2, 

3 = ビットマップ 3, 4 = ビットマップ 4 

取得例 送信 

返信 

@GBB,1<CR><LF> 

@GBB,1,255,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0<CR><LF> 

 説明 出力チャンネル 1にビットマップ画像を出力する場合の背景色を取得。 

ビットマップ 1は赤が 255、緑と青が 0に設定されている (赤)。 

ビットマップ 2 ～ 4は 0に設定されている (黒)。 

設定例 送信 

返信 

@SBB,1,1,255,255,255<CR><LF> 

@SBB,1,1,255,255,255<CR><LF> 

 説明 ビットマップ 1を出力チャンネル 1に出力する場合の背景色を赤・緑・青ともに

255 (白) に設定する。 

正常終了。 

備考 － 

 

  

スキャンコンバータ出力のみ 
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@GBT / @SBT アスペクト比 

取得 送信 @GBT, ch<CR><LF> 

返信 @GBT, ch, aspect_1, aspect_2, aspect_3, aspect_4<CR><LF> 

設定 送信 @SBT, ch, bitmap, aspect<CR><LF> 

返信 @SBT, ch, bitmap, aspect<CR><LF> 

パラメータ ch：出力チャンネル 

0 = 全出力,  1 = OUT1 ～ n = OUTn 

 aspect / aspect_1-4：アスペクト比 

0 = AUTO ※初期値,  1 = FULL,  2 = THROUGH, 

-2 = スキャンコンバータ対応の出力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ) 

 bitmap：ビットマップ番号 

0 = 全ビットマップ, 1 = ビットマップ 1, 2 = ビットマップ 2, 

3 = ビットマップ 3, 4 = ビットマップ 4 

取得例 送信 

返信 

@GBT,1<CR><LF> 

@GBT,1,1,0,0,0<CR><LF> 

 説明 出力チャンネル 1にビットマップ画像を出力する場合のアスペクト比を取得。 

ビットマップ 1のアスペクト比は FULL画面表示、その他のビットマップは AUTO

に設定されている。 

設定例 送信 

返信 

@SBT,1,1,1<CR><LF> 

@SBT,1,1,1<CR><LF> 

 説明 ビットマップ 1を出力チャンネル 1に出力する場合のアスペクト比を FULL画面表

示に設定。 

正常終了。 

備考 － 

  

スキャンコンバータ出力のみ 
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@GZP / @SZP 表示位置 

取得 送信 @GZP, ch<CR><LF> 

返信 @GZP, ch, position_1, position_2, position_3, position_4<CR><LF> 

設定 送信 @SZP, ch, bitmap, position<CR><LF> 

返信 @SZP, ch, bitmap, position<CR><LF> 

パラメータ ch：出力チャンネル 

0 = 全出力,  1 = OUT1 ～ n = OUTn 

 position / position_1-4：表示位置 

0 = CENTER ※初期値, 1 = TOP-LEFT, 2 = BOTTOM-LEFT, 

3 = TOP-RIGHT, 4 = BOTTOM-RIGHT, 

-2 = スキャンコンバータ対応の出力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ) 

 bitmap：ビットマップ番号 

0 = 全ビットマップ, 1 = ビットマップ 1, 2 = ビットマップ 2, 

3 = ビットマップ 3, 4 = ビットマップ 4 

取得例 送信 

返信 

@GZP,1<CR><LF> 

@GZP,1,1,0,0,0<CR><LF> 

 説明 出力チャンネル 1にビットマップ画像を出力するの場合の表示位置を取得。 

ビットマップ 1は左上表示、その他のビットマップは中央表示に設定されている。 

設定例 送信 

返信 

@SZP,1,1,1<CR><LF> 

@SZP,1,1,1<CR><LF> 

 説明 ビットマップ 1を出力チャンネル 1に出力する場合の表示位置を左上表示に設定。 

正常終了。 

備考 － 

 

 

@GPB / @SPB 電源投入時のビットマップ画像出力 

取得 送信 @GPB<CR><LF> 

返信 @GPB, mode_1, ･･･, mode_8 (, mode_9, ･･･, mode_n)<CR><LF> 

設定 送信 @SPB, out_1, mode_1 (, out_2, mode_2, ･･･)<CR><LF> 

返信 @SPB, out_1, mode_1 (, out_2, mode_2, ･･･)<CR><LF> 

パラメータ mode_1-n：ビットマップ画像の出力 

0 = OFF ※初期値,  1 = BITMAP1 ～ 4 = BITMAP4, 

-2 = スキャンコンバータ対応の出力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ) 

 out_1-n：出力チャンネル 

0 = 全出力,  1 = OUT1 ～ n = OUTn 

取得例 送信 

返信 

@GPB<CR><LF> 

@GPB,1,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0<CR><LF> 

 説明 電源投入時のビットマップ画像出力を取得。 

出力チャンネル 1はビットマップ 1の画像を出力し、その他の出力チャンネルはビ

ットマップ画像を出力しない。 

設定例 送信 

返信 

@SPB,1,0<CR><LF> 

@SPB,1,0<CR><LF> 

 説明 出力チャンネル 1は電源投入時にビットマップ画像を出力しない。 

正常終了。 

備考 － 

  

スキャンコンバータ出力のみ 

スキャンコンバータ出力のみ 
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3.4.16 マルチウインドウ設定 

 

 

@GOP / @SOP ウインドウ表示サイズ / 表示位置 

取得 送信 @GOP, out_ch<CR><LF> 

返信 @GOP, out_ch, h_zoom, v_zoom, h_posi, v_posi<CR><LF> 

設定 送信 @SOP, out_ch, h_zoom, v_zoom, h_posi, v_posi<CR><LF> 

返信 @SOP, out_ch, h_zoom, v_zoom, h_posi, v_posi<CR><LF> 

パラメータ out_ch：出力ウインドウ 

1 = OUT1 ～ n = OUTn 

 h_zoom：水平方向表示サイズ 

2000 = 20.00 % ～ 10000 = 100.00 % ※初期値 5000 (50.00 %) 

-2 = スキャンコンバータ画面合成出力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ)※ 
※h_zoom, v_zoom, h_posi, v_posiは返信されない 

 v_zoom：垂直方向表示サイズ 

2000 = 20.00 % ～ 10000 = 100.00 % ※初期値 5000 (50.00 %) 

 h_posi：水平方向表示位置 

0 = 0.00 % ～ +10000 = +100.00 % ※初期値 +0 (0.00 %),+5000 (50.00 %) 

 v_posi：垂直方向表示位置 

0 = 0.00 % ～ +10000 = +100.00 % ※初期値 +0 (0.00 %),+5000 (50.00 %) 

取得例 送信 

返信 

@GOP,1<CR><LF> 

@GOP,1,10000,10000,+0,+0<CR><LF> 

 説明 現在の出力ウインドウ 1の表示サイズ / 表示位置を取得。 

水平方向表示サイズが 100.00 %、垂直方向表示サイズが 100.00 %、水平方向表示

位置が 0.00 %、垂直方向表示位置が 0.00 %に設定されている。 

設定例 送信 

返信 

@SOP,1,5000,5000,0,0<CR><LF> 

@SOP,1,5000,5000,0,0<CR><LF> 

 説明 出力ウインドウ 1の水平方向表示サイズを 50.00 %、垂直方向表示サイズを

50.00 %、水平方向表示位置を 0.00 %、垂直方向表示位置を 0.00 %に設定。 

正常終了。 

備考 － 

 

  

スキャンコンバータ画面合成出力のみ 
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@GQP / @SQP 映像表示サイズ / 表示位置 

取得 送信 @GQP, out_ch<CR><LF> 

返信 @GQP, out_ch, h_zoom, v_zoom, h_posi, v_posi<CR><LF> 

設定 送信 @SQP, out_ch, h_zoom, v_zoom, h_posi, v_posi<CR><LF> 

返信 @SQP, out_ch, h_zoom, v_zoom, h_posi, v_posi<CR><LF> 

パラメータ out_ch：出力ウインドウ 

1 = OUT1 ～ n = OUTn 

 h_zoom：水平方向表示サイズ 

2000 = 20.00 % ～ 40000 = 400.00 % ※初期値 10000 (100.00 %) 

-2 = スキャンコンバータ画面合成出力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ)※ 
※h_zoom, v_zoom, h_posi, v_posiは返信されない 

 v_zoom：垂直方向表示サイズ 

2000 = 20.00 % ～ 40000 = 400.00 % ※初期値 10000 (100.00 %) 

 h_posi：水平方向表示位置 

-40000 = -400.00 % ～ +40000 = +400.00 % ※初期値 +0 (0.00 %) 

 v_posi：垂直方向表示位置 

-40000 = -400.00 % ～ +40000 = +400.00 % ※初期値 +0 (0.00 %) 

取得例 送信 

返信 

@GQP,1<CR><LF> 

@GQP,1,10000,10000,+0,+0<CR><LF> 

 説明 現在の出力ウインドウ 1に表示される映像の表示サイズ / 表示位置を取得。 

水平方向表示サイズが 100.00 %、垂直方向表示サイズが 100.00 %、水平方向表示

位置が 0.00 %、垂直方向表示位置が 0.00 %に設定されている。 

設定例 送信 

返信 

@SQP,1,10000,10000,0,0<CR><LF> 

@SQP,1,10000,10000,0,0<CR><LF> 

 説明 出力ウインドウ 1に表示される映像の水平方向表示サイズを 100.00 %、垂直方向表

示サイズを 100.00 %、水平方向表示位置を 0.00 %、垂直方向表示位置を 0.00 %に

設定。 

正常終了。 

備考 － 

 

  

スキャンコンバータ画面合成出力のみ 
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@GEB / @SEB 背景色 

取得 送信 @GEB, out_ch<CR><LF> 

返信 @GEB, out_ch, red, green, blue<CR><LF> 

設定 送信 @SEB, out_ch, red, green, blue<CR><LF> 

返信 @SEB, out_ch, red, green, blue<CR><LF> 

パラメータ out_ch：出力ウインドウ 

1 = OUT1 ～ n = OUTn 

 red ：背景色 (赤) 

green ：背景色 (緑) 

blue ：背景色 (青) 

0 ～ 255 ※初期値 0 (黒) 

-2 = スキャンコンバータ画面合成出力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ) 

取得例 送信 

返信 

@GEB,1<CR><LF> 

@GEB,1,0,0,0<CR><LF> 

 説明 現在の出力ウインドウ 1の背景色設定値を取得。 

背景色がすべて 0 (黒) に設定されている。 

設定例 送信 

返信 

@SEB,1,0,0,0<CR><LF> 

@SEB,1,0,0,0<CR><LF> 

 説明 出力ウインドウ 1の背景色赤・緑・青をすべて 0 (黒) に設定。 

正常終了。 

備考 － 

 

 

@GWP / @SWP ウインドウ優先順位 

取得 送信 @GWP, out_ch<CR><LF> 

返信 @GWP, out_ch, window_a, window_b, window_c, window_d<CR><LF> 

設定 送信 @SWP, out_ch, window_a, window_b, window_c, window_d<CR><LF> 

返信 @SWP, out_ch, window_a, window_b, window_c, window_d<CR><LF> 

パラメータ out_ch：対象出力スロットボードのチャンネル 

1 = OUT1 ～ n = OUTn 

 window_a ～ d：ウインドウ A ～ Dの優先順位 

1 = 最前面 ～ 4 = 最背面 ※初期値 1,2,3,4 

-2 = スキャンコンバータ画面合成出力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ) 

取得例 送信 

返信 

@GWP,1<CR><LF> 

@GWP,1,1,2,3,4<CR><LF> 

 説明 現在の出力スロットボード 1の優先順位設定値を取得。 

window_a > window_b > window_c > window_d 

設定例 送信 

返信 

@SWP,1,1,2,3,4<CR><LF> 

@SWP,1,1,2,3,4<CR><LF> 

 説明 出力スロットボード 1の優先順位を“window_a > window_b > window_c > 

window_d”に設定。 

正常終了。 

備考 本設定は、各出力スロットボードの先頭の 1チャンネルのみに対して取得 / 設定しま

す。 

【参照：3.1出力スロットボードのチャンネル構成について (P.13) 】 

  

スキャンコンバータ画面合成出力のみ 

スキャンコンバータ画面合成出力のみ 
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@GSE / @SSE 映像切換効果 

取得 送信 @GSE, out_ch<CR><LF> 

返信 @GSE, out_ch, mode<CR><LF> 

設定 送信 @SSE, out_ch, mode<CR><LF> 

返信 @SSE, out_ch, mode<CR><LF> 

パラメータ out_ch：出力ウインドウ 

0 = 全出力 (設定時のみ),  1 = OUT1 ～ n = OUTn 

 mode：フェードアウト / フェードイン切換効果 

0 = OFF,  1 = ON ※初期値, 

-2 = スキャンコンバータ画面合成出力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ) 

取得例 送信 

返信 

@GSE,1<CR><LF> 

@GSE,1,1<CR><LF> 

 説明 現在の出力ウインドウ 1の映像切換効果の設定値を取得。 

出力ウインドウ 1は映像切換効果が ONに設定されている。 

設定例 送信 

返信 

@SSE,1,1<CR><LF> 

@SSE,1,1<CR><LF> 

 説明 出力ウインドウ 1の映像切換効果を ONに設定。 

正常終了。 

備考 － 

 

 

@GWV / @SWV ウインドウ表示 

取得 送信 @GWV, out_ch<CR><LF> 

返信 @GWV, out_ch, mode<CR><LF> 

設定 送信 @SWV, out_ch, mode<CR><LF> 

返信 @SWV, out_ch, mode<CR><LF> 

パラメータ out_ch：出力ウインドウ 

0 = 全出力 (設定時のみ),  1 = OUT1 ～ n = OUTn 

 mode：ウインドウ表示 / 非表示 

0 = OFF,  1 = ON ※初期値, 

-2 = スキャンコンバータ画面合成出力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ) 

取得例 送信 

返信 

@GWV,1<CR><LF> 

@GWV,1,1<CR><LF> 

 説明 現在の出力ウインドウ 1のウインドウ表示の設定値を取得。 

出力ウインドウ 1はウインドウ表示が ONに設定されている。 

設定例 送信 

返信 

@SWV,1,1<CR><LF> 

@SWV,1,1<CR><LF> 

 説明 出力ウインドウ 1のウインドウ表示を ONに設定。 

正常終了。 

備考 － 

 

  

スキャンコンバータ画面合成出力のみ 

スキャンコンバータ画面合成出力のみ 
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@GTO / @STO オーバーレイテキスト表示位置 

取得 送信 @GTO, out_ch<CR><LF> 

返信 @GTO, out_ch, position<CR><LF> 

設定 送信 @STO, out_ch, position<CR><LF> 

返信 @STO, out_ch, position<CR><LF> 

パラメータ out_ch：出力ウインドウ 

0 = 全出力 (※設定時のみ),  1 = OUT1 ～ n = OUTn 

 position：表示位置 

0 = OFF, 1 = TOP-LEFT ※初期値, 2 = TOP- CENTER, 

3 = TOP-RIGHT, 4 = BOTTOM-LEFT, 5 = BOTTOM-CENTER, 

6 = BOTTOM-RIGHT 

-2 = スキャンコンバータ画面合成出力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ) 

取得例 送信 

返信 

@GTO,1<CR><LF> 

@GTO,1,1<CR><LF> 

 説明 現在の出力ウインドウ 1のオーバーレイテキスト表示位置の設定値を取得。 

出力ウインドウ 1はオーバーレイテキスト表示位置が左上表示に設定されている。 

設定例 送信 

返信 

@STO,1,1<CR><LF> 

@STO,1,1<CR><LF> 

 説明 出力ウインドウ 1のオーバーレイテキスト表示位置を左上表示に設定。 

正常終了。 

備考 － 

 

 

@GTS / @STS オーバーレイテキストサイズ 

取得 送信 @GTS, out_ch<CR><LF> 

返信 @GTS, out_ch, mode<CR><LF> 

設定 送信 @STS, out_ch, mode<CR><LF> 

返信 @STS, out_ch, mode<CR><LF> 

パラメータ out_ch：出力ウインドウ 

0 = 全出力 (設定時のみ),  1 = OUT1 ～ n = OUTn 

 mode：サイズ 

0 = SMALL,  1 = LARGE ※初期値, 

-2 = スキャンコンバータ画面合成出力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ) 

取得例 送信 

返信 

@GTS,1<CR><LF> 

@GTS,1,0<CR><LF> 

 説明 現在の出力ウインドウ 1のオーバーレイテキストサイズの設定値を取得。 

出力ウインドウ 1はオーバーレイテキストサイズが SMALLに設定されている。 

設定例 送信 

返信 

@STS,1,0<CR><LF> 

@STS,1,0<CR><LF> 

 説明 出力ウインドウ 1のオーバーレイテキストサイズを SMALLに設定。 

正常終了。 

備考 － 

 

  

スキャンコンバータ画面合成出力のみ 

スキャンコンバータ画面合成出力のみ 
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@GFW / @SFW ウインドウ枠サイズ 

取得 送信 @GFW, out_ch<CR><LF> 

返信 @GFW, out_ch, width<CR><LF> 

設定 送信 @SFW, out_ch, width<CR><LF> 

返信 @SFW, out_ch, width<CR><LF> 

パラメータ out_ch：出力ウインドウ 

1 = OUT1 ～ n = OUTn 

 width：ウインドウ枠サイズ 

0 = 0ピクセル ～ 15 = 15ピクセル ※初期値 0ピクセル 

-2 = スキャンコンバータ画面合成出力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ) 

取得例 送信 

返信 

@GFW,1<CR><LF> 

@GFW,1,0<CR><LF> 

 説明 現在の出力ウインドウ 1のウインドウ枠サイズ設定値を取得。 

ウインドウ枠サイズが 0に設定されている。 

設定例 送信 

返信 

@SFW,1,0<CR><LF> 

@SFW,1,0<CR><LF> 

 説明 出力ウインドウ 1のウインドウ枠サイズを 0に設定。 

正常終了。 

備考 － 

 

 

@GFC / @SFC ウインドウ枠色 

取得 送信 @GFC, out_ch<CR><LF> 

返信 @GFC, out_ch, red, green, blue<CR><LF> 

設定 送信 @SFC, out_ch, red, green, blue<CR><LF> 

返信 @SFC, out_ch, red, green, blue<CR><LF> 

パラメータ out_ch：出力ウインドウ 

1 = OUT1 ～ n = OUTn 

 red ：ウインドウ枠色 (赤) 

green ：ウインドウ枠色 (緑) 

blue ：ウインドウ枠色 (青) 

0 ～ 255 ※初期値 0 (黒) 

-2 = スキャンコンバータ画面合成出力スロットボード未搭載 (取得返信時のみ) 

取得例 送信 

返信 

@GFC,1<CR><LF> 

@GFC,1,0,0,0<CR><LF> 

 説明 現在の出力ウインドウ 1のウインドウ枠色設定値を取得。 

ウインドウ枠色がすべて 0 (黒) に設定されている。 

設定例 送信 

返信 

@SFC,1,0,0,0<CR><LF> 

@SFC,1,0,0,0<CR><LF> 

 説明 出力ウインドウ 1のウインドウ枠色赤・緑・青をすべて 0 (黒) に設定。 

正常終了。 

備考 － 

 

  

スキャンコンバータ画面合成出力のみ 

スキャンコンバータ画面合成出力のみ 
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@RWM マルチウインドウメモリの読み出し 

設定 送信 @RWM, out_ch, preset<CR><LF> 

返信 @RWM, out_ch, preset<CR><LF> 

パラメータ out_ch：対象出力スロットボードのチャンネル 

1 = OUT1 ～ n = OUTn 

 preset：マルチウインドウメモリ 

1 ～ 10 

設定例 送信 

返信 

@RWM,1,1<CR><LF> 

@RWM,1,1<CR><LF> 

 説明 出力ウインドウ 1 ～ 4にマルチウインドウメモリ 1の設定を読み出す。 

正常終了。 

備考 本設定は、各出力スロットボードの先頭の 1チャンネルのみに対して設定します。 

【参照：3.1出力スロットボードのチャンネル構成について (P.13) 】 

 

 

@SWM マルチウインドウメモリの保存 

設定 説明 上書き保存 

送信 @SWM, out_ch, preset (, name)<CR><LF> 

返信 @SWM, out_ch, preset (, name)<CR><LF> 

パラメータ out_ch：対象出力スロットボードのチャンネル 

1 = OUT1 ～ n = OUTn 

 preset：マルチウインドウメモリ 

1 ～ 10 

 name：メモリ名 

ASCIIコードの、20 ～ 7Dの中から最大 10文字まで、メモリ名は省略可能で

す。省略した場合は、現在保存されている名前を変更せずに現在の設定のみ保存

します。 

設定例 送信 

返信 

@SWM,1,1,MEMORY1<CR><LF> 

@SWM,1,1,MEMORY1<CR><LF> 

 説明 現在の出力ウインドウ 1 ～ 4の設定を、マルチウインドウメモリ 1に

「MEMORY1」の名前で保存する。 

正常終了。 

備考 スロットボード単位で保存されます。 

本設定は、各出力スロットボードの先頭の 1チャンネルのみに対して設定します。 

【参照：3.1出力スロットボードのチャンネル構成について (P.13) 】 

  

スキャンコンバータ画面合成出力のみ 

スキャンコンバータ画面合成出力のみ 
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3.4.17 システム設定 

 

@GLS / @SLS ボタンロック 

取得 送信 @GLS<CR><LF> 

返信 @GLS, lock<CR><LF> 

設定 送信 @SLS, lock<CR><LF> 

返信 @SLS, lock<CR><LF> 

パラメータ lock：ボタンロック設定 

0 = ロック解除 ※初期値,  1 = ロック有効,  2 = 現在の設定を逆にする 

取得例 送信 

返信 

@GLS<CR><LF> 

@GLS,0<CR><LF> 

 説明 ボタンロック状態を取得。 

ボタンロック解除状態。 

設定例 送信 

返信 

@SLS,1<CR><LF> 

@SLS,1<CR><LF> 

 説明 ボタンロックに設定。 

正常終了。 

備考 － 

 

@GLM / @SLM ボタンロック対象の設定 

取得 送信 @GLM<CR><LF> 

返信 @GLM, channel, menu, preset<CR><LF> 

設定 送信 @SLM, channel, menu, preset<CR><LF> 

返信 @SLM, channel, menu, preset<CR><LF> 

パラメータ channel ：入力チャンネル選択ボタン、出力チャンネル選択ボタン、 

入出力チャンネル設定ボタン 

menu ：MENU / ENTERボタン、十字方向ボタン 

preset ：PRESET LOADボタン 

0 = ロック対象外,  1 = ロック対象 ※初期値 

取得例 送信 

返信 

@GLM<CR><LF> 

@GLM,1,1,1<CR><LF> 

 説明 ボタンロック対象状態を取得。 

次のボタンがボタンロック対象。 

・入力チャンネル選択ボタン、出力チャンネル選択ボタン、 

入出力チャンネル設定ボタン 

・MENU / ENTERボタン、十字方向ボタン 

・PRESET LOADボタン 

設定例 送信 

返信 

@SLM,1,1,1<CR><LF> 

@SLM,1,1,1<CR><LF> 

 説明 次のボタンをボタンロック対象に設定。 

・入力チャンネル選択ボタン、出力チャンネル選択ボタン、 

入出力チャンネル設定ボタン 

・MENU / ENTERボタン、十字方向ボタン 

・PRESET LOADボタン 

正常終了。 

備考 － 
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3.4.18 ステータス表示 

 

@GIS 入力信号状態 (チャンネルごと) 

取得 送信 @GIS, in, mode<CR><LF> 

返信 @GIS, in, mode, status_1 (, status_2, status_3, status_4, status_5)<CR><LF> 

パラメータ in：入力チャンネル 

1 = IN1 ～ n = INn 

 mode：取得する情報 

0 = 入力信号全状態, 1 = 入力モード / 入力色深度, 

2 = 入力解像度 / 垂直同期周波数, 3 = 入力カラースペース, 

4 = 入力音声 / 入力サンプリング周波数, 5 = HDCP入力の有無 

 status_1：入力モード / 入力色深度 

 

入力 

モード 
表示内容説明 

 入力 

色深度 
表示内容説明 

d DVI信号、HDCPなし  08 24 bit / pixel (8 bit / component) 

D DVI信号、HDCPあり  10 30 bit / pixel (10 bit / component) 

h HDMI信号、HDCPなし  12 36 bit / pixel (12 bit / component) 

H HDMI信号、HDCPあり  

s SDI信号  

N 入力信号なし  

  

 status_2：入力解像度 / 垂直同期周波数 

 

表示例 表示内容説明 

1920x1080p 59.94Hz 1080p@59.94 

1600x1200p 60Hz UXGA@60 

NO SIGNAL 入力信号なし 

  

 status_3：入力カラースペース 

 

表示例 表示内容説明 

RGB RGB入力 

YCbCr 4:2:2 YCbCr 4:2:2入力 

YCbCr 4:4:4 YCbCr 4:4:4入力 

YCbCr 4:2:0 YCbCr 4:2:0入力 

NO SIGNAL 入力信号なし 

  

 status_4：入力音声 / 入力サンプリング周波数 

 

表示例 表示内容説明 

L-PCM 48kHz 2チャンネルリニア PCM 48 kHz 

L-PCM 48kHz M マルチチャンネルリニア PCM 48 kHz 

COMPRESSED AUDIO 圧縮音声 

NO AUDIO 音声入力なし 
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@GIS 入力信号状態 (チャンネルごと) (つづき) 

パラメータ status_5：HDCP入力の有無 

 

表示例 表示内容説明 

HDCP OFF HDCP なし信号入力 

HDCP 1.4 HDCP 1.4信号入力 

HDCP 2.2 Type0 HDCP 2.2ストリームタイプ 0信号入力 

HDCP 2.2 Type1 HDCP 2.2ストリームタイプ 1信号入力 

NO SIGNAL 入力信号なし 

  

取得例 送信 

返信 

@GIS,1,0<CR><LF> 

@GIS,1,0,H08,1920x1080p 59.94Hz,YCbCr 4:4:4,L-PCM 48kHz,HDCP 2.2 Type0 

<CR><LF> 

 説明 IN1の入力信号全状態を取得。 

IN1の入力信号の全状態は以下のとおり。 

・入力モード：HDMIモード 

・入力色深度：24 bit / pixel (8 bit / component) 

・入力解像度 / 垂直周波数：1080p59.94Hz 

・入力カラースペース：YCbCr 4:4:4 

・音声入力 / 音声入力サンプリング周波数：2チャンネルリニア PCM 48 kHz 

・HDCP入力の有無：HDCP 2.2 Type 0が付加されている 

備考 － 
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@GOS シンク機器状態 (チャンネルごと) 

取得 送信 @GOS, out, mode<CR><LF> 

返信 @GOS, out, mode, status_1 (, status_2)<CR><LF> 

パラメータ out：出力チャンネル 

1 = OUT1 ～ n = OUTn 

 mode：取得する情報 

0 = シンク機器の全状態, 

1 = シンク機器の HDCP対応状態, 

2 = シンク機器との HDCP認証状態 

 status_1：シンク機器の HDCP対応状態 

 

表示内容 表示内容説明 

HDCP 2.2 SUPPORT HDCP 2.2に対応したシンク機器が接続 

HDCP 1.4 SUPPORT HDCP 1.4に対応したシンク機器が接続 

HDCP NOT SUPPORT HDCPに対応していないシンク機器が接続 

HDCP NOT CHECK シンク機器の HDCP対応未確認 

UNCONNECTED シンク機器が未接続 

NO BOARD スロットボード未搭載 

  

 status_2：シンク機器との HDCP認証状態 

 

表示内容 表示内容説明 

HDCP OFF HDCPの付加された信号が入力されていない 

HDCP OK 認証に成功 

HDCP ERROR 認証に失敗 

HDCP CHECK NOW 認証中 

NO BOARD スロットボード未搭載 

  

取得例 送信 

返信 

@GOS,1,0<CR><LF> 

@GOS,1,0,HDCP 2.2 SUPPORT,HDCP OK<CR><LF> 

 説明 OUT1のシンク機器の全状態を取得。 

OUT1のシンク機器状態は、HDCP 2.2に対応したシンク機器が接続され、HDCP認

証に成功している。 

備考 － 
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@GHC システムチェック状態 

取得 送信 @GHC<CR><LF> 

返信 @GHC, voltage, rpm, temp, in, out, audio<CR><LF> 

パラメータ voltage：電源電圧状態 

0 = 正常,  1 = 異常 

 rpm：ファン状態 

0 = 正常,  1 = 異常 

 temp：機内温度状態 

0 = 正常,  1 = 異常 

 in：入力スロットボード通信状態 

0 = 正常,  1 = 異常 

 out：出力スロットボード通信状態 

0 = 正常,  1 = 異常 

 audio：オーディオボード状態 

0 = 正常,  1 = 異常 

取得例 送信 

返信 

@GHC<CR><LF> 

@GHC,0,0,0,0,0,0<CR><LF> 

 説明 システムチェックの結果を取得。 

電源電圧、ファン、機内温度および入出力スロットボードの通信状態、オーディオ

ボードの状態は異常なし。 

備考 － 

 

@GBS スロットボード状態 

取得 送信 @GBS, board, slot<CR><LF> 

返信 @GBS, board, slot, temp, status<CR><LF> 

パラメータ board：スロットボード選択 

0 = 入力スロットボード,  1 = 出力スロットボード,  2 = オーディオボード 

 slot：スロットボード位置 

1 = スロットボード 1 ～ m = スロットボード m 

※“m”はスロットボード数を示します。 

※オーディオボードは FDX-S64では“1”または“2”、 

FDX-S64以外では“1”固定です。 

 temp：温度の値 

温度レベル 100倍した値, -1 = スロットボード未搭載 

例) 38.75℃の場合は 3875 

※オーディオボード (搭載時) は“0”固定です。 

 status：スロットボードの状態 

0 = 正常,  1 = 異常,  -1 = スロットボード未搭載 

取得例 送信 

返信 

@GBS,0,1<CR><LF> 

@GBS,0,1,3425,0<CR><LF> 

 説明 入力スロットボード 1の状態を取得。 

温度は 34.25 ℃、正常。 

備考 － 
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@GSS スロットボード搭載状態 

取得 送信 @GSS, board<CR><LF> 

返信 @GSS, board, slot_1, slot_2 (, slot_3, ･･･, slot_m)<CR><LF> 

パラメータ board：スロットボード選択 

0 = 入力スロットボード,  1 = 出力スロットボード,  2 = オーディオボード 

 slot_1-m：スロットボード搭載状態 

board：“0”のとき 

0 = 未搭載, 

1 = 4K@30 HDMI / DVI入力 (FDX-SIV4H) 搭載, 

2 = 4K@30 HDBaseT入力 (FDX-SIV4T) 搭載, 

4 = 3G-SDI / HD-SDI / SD-SDI入力 (FDX-SIV4S) 搭載, 

101 = 4K@60 HDMI / DVI入力 (FDX-SIV4UH) 搭載, 

102 = 4K@60 HDBaseT入力 (FDX-SIV4UT) 搭載 

104 = 12G-SDI / 6G-SDI / 3G-SDI / HD-SDI入力 (FDX-SIV4US) 搭載 

board：“1”のとき 

0 = 未搭載, 

1 = 4K@30 HDMI / DVI出力 (FDX-SOV4H) 搭載, 

2 = 4K@30 HDBaseT出力 (FDX-SOV4T) 搭載, 

4 = 1080p HDMI / DVIスキャンコンバータ出力 (FDX-SOV4HS) 搭載, 

5 = 1080p HDBaseTスキャンコンバータ出力 (FDX-SOV4TS) 搭載, 

101 = 4K@60 HDMI / DVI出力 (FDX-SOV4UH) 搭載, 

102 = 4K@60 HDBaseT出力 (FDX-SOV4UT) 搭載, 

104 = 4K@60 HDMI / DVIスキャンコンバータ出力 (FDX-SOV2UHS) 搭載 

106 = 4K@60 HDMI / DVIスキャンコンバータ画面合成出力 (FDX-SOV1UHM)  

搭載 

107 = 12G-SDI / 6G-SDI / 3G-SDI / HD-SDI出力 (FDX-SOV4US) 搭載 

board：“2”のとき 

0 = 未搭載, 

1 = アナログ音声 4入出力 (FDX-SAB4A) 搭載, 

2 = アナログ音声 12出力 (FDX-SOA12A) 搭載, 

3 = ネットワークオーディオ (Dante) 64入出力 (FDX-SAB64D) 搭載 

取得例 送信 

返信 

@GSS,0<CR><LF> 

@GSS,0,1,1,1,1,0,0,0,0<CR><LF> 

 説明 入力スロットボードの搭載状態を取得。 

FDX-S32U / S32の入力スロットボード 5 ～ 8は未搭載で、それ以外は 4K@30 

HDMI / DVI対応の入力スロットボード (FDX-SIV4H) が搭載。 

備考 － 
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@GFS ファン状態 

取得 送信 @GFS<CR><LF> 

返信 @GFS, rpm_1, s_1, rpm_2, s_2 (, rpm_3, s_3, ･･･, rpm_n, s_n)<CR><LF> 

パラメータ rpm_1-n：ファンの回転数 

 s_1-n：状態 

0 = 正常,  1 = 異常 

取得例 送信 

返信 

@GFS<CR><LF> 

@GFS,3540,0,3540,0,3540,0<CR><LF> 

 説明 ファンの状態を取得。 

すべてのファンは回転数が 3540、状態は正常。 

備考 FANの個数 (n) 

製品型番 n 

FDX-S08U / FDX-S08 4 

FDX-S16U / FDX-S16 3 

FDX-S32U / FDX-S32 5 

FDX-S64 10 

  

 

@GPS 電源電圧状態 

取得 送信 @GPS<CR><LF> 

返信 @GPS, status1 (, status2) (, status3) (, status4)<CR><LF> 

パラメータ status1-4：状態 

0 = 正常,  1 = 異常 

製品型番 通常電源 二重化電源ユニット搭載時 

FDX-S08U / FDX-S08 

FDX-S16U / FDX-S16 

FDX-S32U / FDX-S32 

status1 status1 

status2 

FDX-S64 status1 

status2 

status1 

status2 

status3 

status4 

  

取得例 送信 

返信 

@GPS<CR><LF> 

@GPS,0<CR><LF> 

 説明 電源電圧の状態を取得。 

電源電圧の状態は正常。 

備考 － 
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@GIV バージョン情報 

取得 送信 @GIV<CR><LF> 

返信 @GIV, id, version, input, output<CR><LF> 

パラメータ id：製品型番 

 version：ファームウェアバージョン 

 input：入力数 

1 ～ n 

 output：出力数 

1 ～ n 

取得例 送信 

返信 

@GIV<CR><LF> 

@GIV,FDX-S16U,01.00.01,12,12<CR><LF> 

 説明 製品の情報を取得。 

ファームウェアバージョンは 01.00.01で入力数、出力数は共に 12。 

備考 － 

 

@GHB HDBaseT ステータスに関する情報 

取得 送信 @GHB, ch, mode<CR><LF> 

返信 @GHB, ch, mode, status_1 (, status_2, status_3, ･･･)<CR><LF> 

パラメータ ch：入出力チャンネル  

1 = OUT1 ～ n = OUTn,  101 = IN1 ～ 100+n = INn 

 mode：取得する情報  

0 = 全ステータス, 

2 = リンクステータス, 

4 = 本機のデバイスタイプ, 

6 = 本機のオペレーションモード, 

8 = 接続先のバージョン ID, 

10 = ツイストペアケーブルの長さ, 

12 = 映像信号の信号品質値, 

14 = 映像信号の残留誤差値, 

1 = 伝送する映像信号の情報, 

3 = ソース / シンク機器の接続状態, 

5 = 本機のバージョン ID, 

7 = 接続先のデバイスタイプ, 

9 = 接続先のオペレーションモード, 

11 = 映像信号のビットエラーレート値, 

13 = 映像信号の信号品質の最大値, 

15 = 映像信号の残留誤差の最大値 

 status_1：伝送する映像信号の情報 

 

表示例 表示内容説明 

1920x1080p 59.94Hz 

YCbCr 4:4:4 24 BIT 

COLOR 

映像信号の解像度、垂直同期周波数、色空間、色深度

を表示 

NO SIGNAL 入力信号なし 

UNCONNECTED HDBaseTコネクタではない 

  

 status_2：リンクステータス 

 

表示例 表示内容説明 

LINK ON 送信器または受信器が接続されている 

LINK OFF 未接続 

UNCONNECTED HDBaseTコネクタではない 
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@GHB HDBaseT ステータスに関する情報 (つづき) 

パラメータ status_3：ソース機器 / シンク機器の接続状態 

 

表示例 表示内容説明 

ON ソース機器またはシンク機器が接続されている 

OFF 未接続 

UNCONNECTED HDBaseTコネクタではない 

  

 status_4：本機のデバイスタイプ 

 

表示例 表示内容説明 

VS100RX VS100RX 

VS100TX VS100TX 

UNKNOWN 不明 

UNCONNECTED HDBaseTコネクタではない 

  

 status_5：本機のバージョン ID 

 

表示例 表示内容説明 

13 07 21 10 13.07.21.10 

UNKNOWN 不明 

UNCONNECTED HDBaseTコネクタではない 

  

 status_6：本機のオペレーションモード 

 

表示例 表示内容説明 

HDBT MODE HDBaseTモード 

LONG REACH MODE ロングリーチモード 

LPPF1 MODE LOW POWERモード 1 

LPPF2 MODE LOW POWERモード 2 

UNKNOWN 不明 

UNCONNECTED HDBaseTコネクタではない 

  

 status_7：接続先のデバイスタイプ 

 

表示例 表示内容説明 

VS100RX VS100RX 

VS100TX VS100TX 

UNKNOWN 不明 

UNCONNECTED 未接続、または HDBaseTコネクタではない 
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@GHB HDBaseT ステータスに関する情報 (つづき) 

パラメータ status_8：接続先のバージョン ID 

 

表示例 表示内容説明 

13 07 21 10 13.07.21.10 

UNKNOWN 不明 

UNCONNECTED 未接続、または HDBaseTコネクタではない 

  

 status_9：接続先のオペレーションモード 

 

表示例 表示内容説明 

HDBT MODE HDBaseTモード 

LONG REACH MODE ロングリーチモード 

LPPF1 MODE LOW POWERモード 1 

LPPF2 MODE LOW POWERモード 2 

UNKNOWN 不明 

UNCONNECTED 未接続、または HDBaseTコネクタではない 

  

 status_10：ツイストペアケーブルの長さ 

 

表示例 表示内容説明 

85m ツイストペアケーブルの長さを表示 

<20m 20 m以下の計測距離範囲外 

100m< 100 m以上の計測距離範囲外 

UNKNOWN 不明 

UNCONNECTED 未接続、または HDBaseTコネクタではない 

  

 status_11：映像信号のビットエラーレート値 

 

表示例 表示内容説明 

10e-11 信号のビットエラー値を表示 (表示例は 10e-11乗) 

UNKNOWN 不明 

NO SIGNAL 映像信号なし 

UNCONNECTED 未接続、または HDBaseTコネクタではない 

  

 status_12：映像信号の信号品質値 

 

表示例 表示内容説明 

A:-22 B:-20 C:-21 D:-22 信号品質の値を表示 

UNKNOWN 不明 

UNCONNECTED 未接続、または HDBaseTコネクタではない 
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@GHB HDBaseT ステータスに関する情報 (つづき) 

 status_13：映像信号の信号品質の最大値 

 

表示例 表示内容説明 

A:-22 B:-20 C:-21 D:-22 信号品質の最大値を表示 

-- -- -- -- 未取得 

UNCONNECTED 未接続、または HDBaseTコネクタではない 

  

 status_14：映像信号の残留誤差値 

 

表示例 表示内容説明 

A:0.34 B:0.35 C:0.32 D:0.33 信号の残留誤差値を表示 

UNKNOWN 不明 

UNCONNECTED 未接続、または HDBaseTコネクタではない 

  

 status_15：映像信号の残留誤差の最大値 

 

表示例 表示内容説明 

A:0.34 B:0.35 C:0.32 D:0.33 信号の残留誤差の最大値を表示 

-- -- -- -- 未取得 

UNCONNECTED 未接続、または HDBaseTコネクタではない 
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@GHB HDBaseT ステータスに関する情報 (つづき) 

取得例 送信 

返信 

@GHB,1,0<CR><LF> 

@GHB,1,0,1920x1080p 59.94Hz YCbCr 4:4:4 24 BIT COLOR,LINK ON,ON, 

VS100TX,13 07 21 00,HDBT MODE,VS100RX,13 07 21 00, 

HDBT MODE,85m,10e-11,A:-22 B:-20 C:-21 D:-22, A:-22 B:-20 C:-21 D:-22, 

A:0.34 B:0.35 C:0.32 D:0.33,A:0.34 B:0.35 C:0.32 D:0.33<CR><LF> 

 説明 OUT1の HDBaseTステータスに関する情報について全ステータスを取得。 

OUT1の HDBaseTステータスは以下のとおり。 

 

パラメータ 項目 内容 

status_1 伝送する映像信号の表示 1920x1080p 59.94Hz 

YCbCr 4:4:4 

24 BIT COLOR 

status_2 リンクステータス 接続 

status_3 シンク機器の接続状態 接続 

status_4 OUT1のデバイスタイプ VS100TX 

status_5 OUT1のバージョン ID 13.07.21.00 

status_6 OUT1のオペレーションモード HDBaseTモード 

status_7 シンク機器のデバイスタイプ VS100RX 

status_8 シンク機器のバージョン ID 13.07.21.00 

status_9 シンク機器のオペレーションモード HDBaseTモード 

status_10 ツイストペアケーブルの長さ 85 m 

status_11 映像信号のビットエラーレート値 10e-11 

status_12 映像信号の信号品質値 A：-22 dB 

B：-20 dB 

C：-21 dB 

D：-22 dB 

status_13 映像信号の信号品質の最大値 A：-22 dB 

B：-20 dB 

C：-21 dB 

D：-22 dB 

status_14 映像信号の残留誤差値 A：0.34 

B：0.35 

C：0.32 

D：0.33 

status_15 映像信号の残留誤差の最大値 A：0.34 

B：0.35 

C：0.32 

D：0.33 

  

備考 － 
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3.4.19 状態通知 

 

@GPH / @SPH 状態通知間隔 

取得 送信 @GPH<CR><LF> 

返信 @GPH, time<CR><LF> 

設定 送信 @SPH, time<CR><LF> 

返信 @SPH, time<CR><LF> 

パラメータ time：状態通知間隔 

0 = OFF ※初期値,  1 = 100 ms ～ 50 = 5000 ms 

 

time ON / OFF 通知間隔  time ON / OFF 通知間隔 

0 OFF －  40 ON 4000 ms 

1 ON 100 ms  41 ON 4100 ms 

2 ON 200 ms  42 ON 4200 ms 

3 ON 300 ms  43 ON 4300 ms 

4 ON 400 ms  44 ON 4400 ms 

5 ON 500 ms ～ 45 ON 4500 ms 

6 ON 600 ms  46 ON 4600 ms 

7 ON 700 ms  47 ON 4700 ms 

8 ON 800 ms  48 ON 4800 ms 

9 ON 900 ms  49 ON 4900 ms 

10 ON 1000 ms  50 ON 5000 ms 

  

取得例 送信 

返信 

@GPH<CR><LF> 

@GPH,5<CR><LF> 

 説明 状態通知間隔の設定値を取得。 

状態通知間隔は 500 ms。 

設定例 送信 

返信 

@SPH,50<CR><LF> 

@SPH,50<CR><LF> 

 説明 状態通知間隔を 5000 ms (5秒) に設定。 

正常終了。 

備考 本機を起動した直後は、状態通知を行わない設定になっています。 
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@PSH 状態通知 

取得 受信 @PSH, in ,out, system<CR><LF> 

パラメータ in：入力状態変化の検知 

0 = 変化なし,  1 ~ FFFFFFFFFFFFFFFF = 変化あり 

  

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

in IN8 IN7 IN6 IN5 IN4 IN3 IN2 IN1 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

in IN16 IN15 IN14 IN13 IN12 IN11 IN10 IN9 

 

bit 23 22 21 20 19 18 17 16 

In IN24 IN23 IN22 IN21 IN20 IN19 IN18 IN17 

 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 

in IN32 IN31 IN30 IN29 IN28 IN27 IN26 IN25 

 

bit 39 38 37 36 35 34 33 32 

in IN40 IN39 IN38 IN37 IN36 IN35 IN34 IN33 

 

bit 47 46 45 44 43 42 41 40 

in IN48 IN47 IN46 IN45 IN44 IN43 IN42 IN41 

 

bit 55 54 53 52 51 50 49 48 

in IN56 IN55 IN54 IN53 IN52 IN51 IN50 IN49 

 

bit 63 62 61 60 59 58 57 56 

in IN64 IN63 IN62 IN61 IN60 IN59 IN58 IN57 

 

状態変化を検知したチャンネルのビットが 1になり、16進数で表示します。 

IN1が変化 ⇒ 1 

IN16と IN2が変化 ⇒ 8002 

IN17 ～ IN24が変化 ⇒ FF0000 

 out：出力状態変化の検知 

0 = 変化なし,  1 ~ FFFFFFFFFFFFFFFF = 変化あり 

  

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

out OUT8 OUT7 OUT6 OUT5 OUT4 OUT3 OUT2 OUT1 

 

Bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

out OUT16 OUT15 OUT14 OUT13 OUT12 OUT11 OUT10 OUT9 

 

bit 23 22 21 20 19 18 17 16 

out OUT24 OUT23 OUT22 OUT21 OUT20 OUT19 OUT18 OUT17 

 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 

out OUT32 OUT31 OUT30 OUT29 OUT28 OUT27 OUT26 OUT25 

 

bit 39 38 37 36 35 34 33 32 

out OUT40 OUT39 OUT38 OUT37 OUT36 OUT35 OUT34 OUT33 
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@PSH 状態通知 (つづき) 

パラメータ  

bit 47 46 45 44 43 42 41 40 

out OUT48 OUT47 OUT46 OUT45 OUT44 OUT43 OUT42 OUT41 

 

bit 55 54 53 52 51 50 49 48 

out OUT56 OUT55 OUT54 OUT53 OUT52 OUT51 OUT50 OUT49 

 

bit 63 62 61 60 59 58 57 56 

out OUT64 OUT63 OUT62 OUT61 OUT60 OUT59 OUT58 OUT57 

 

状態変化を検知したチャンネルのビットが 1になり、16進数で表示します。 

OUT1が変化 ⇒ 1 

OUT16と OUT2が変化 ⇒ 8002 

OUT17 ～ OUT24が変化 ⇒ FF0000 

 system：システム状態変化の検知 

0 = 変化なし,  1 = 変化あり 

取得例 受信 
@PSH,1,0,0  

 説明 製品の状態変化情報を取得。 

製品の状態変化は以下のとおり。 

・入力状態変化：IN1 

・出力状態変化：変化なし 

・システム状態変化：変化なし 

備考 @GPH / @SPH 状態通知間隔 (P.100) が設定されている場合のみ、本機からコマン

ドが送信されます。 
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@AIN 入力信号状態 (チャンネルごと) 

取得 送信 @AIN, in<CR><LF> 

返信 @AIN, status_1, status_2, status_3, status_4, status_5, status_6, status_7, status_8, 

status_9, status_10, status_11, status_12, status_13, status_14, status_15, 

status_16, status_17, status_18, status_19<CR><LF> 

パラメータ in：取得チャンネル 

1 = IN1 ～ n = INn 

 status_1：入力チャンネル 

 

表示例 表示内容説明 

1 1 = IN1 ～ n = INn 

  

 status_2：製品型番 

 

表示例 表示内容説明 

FDX-S16U 製品型番 

  

 status_3：バージョン 

 

表示例 表示内容説明 

01.00.00 バージョン 

  

 status_4：有効データ数 

 

表示例 表示内容説明 

1 スロット未搭載 

15 スロット搭載 

  

 status_5：入力スロットボードの搭載状態 

 

表示例 表示内容説明 

0 スロット未搭載 

1 スロット搭載 

※未搭載の場合、status_6以降の情報はありません。 

 

 status_6：入力映像の水平画素数 

 

表示例 表示内容説明 

0 入力信号なし 

1920 1920ピクセル 

  

 status_7：入力映像の垂直画素数 

 

表示例 表示内容説明 

0 入力信号なし 

1080 1080ライン 
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@AIN 入力信号状態 (チャンネルごと) (つづき) 

パラメータ status_8：入力映像の垂直同期周波数 

 

表示例 表示内容説明 

0 入力信号なし 

59.94 59.94 Hz 

  

 status_9：入力映像の走査方式 

 

表示例 表示内容説明 

1 0：入力信号なし 

1：プログレッシブ方式 

2：インターレース方式 

  

 status_10：入力映像の HDMI / DVIモード 

 

表示例 表示内容説明 

2 0：入力信号なし 

1：DVI信号入力 

2：HDMI信号入力 

3：SDI信号入力 

  

 status_11：入力映像の色空間 

 

表示例 表示内容説明 

1 0：入力信号なし 

1：RGB入力 

2：YCbCr 4:2:2入力 

3：YCbCr 4:4:4入力 

4：YCbCr 4:2:0入力 

255：不明 

  

 status_12：入力映像のカラーレンジ 

 

表示例 表示内容説明 

2 0：入力信号なし 

1：リミテッドレンジ入力 

2：フルレンジ入力 

  

 status_13：入力映像の色深度 

 

表示例 表示内容説明 

1 0：入力信号なし 

1：24 bit / pixel (8 bit / component) 

2：30 bit / pixel (10 bit / component) 

3：36 bit / pixel (12 bit / component) 
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@AIN 入力信号状態 (チャンネルごと) (つづき) 

パラメータ status_14：+5 V信号入力状態 

 

表示例 表示内容説明 

1 0：+5 V信号なし 

1：+5 V信号あり 

  

 status_15：入力映像の HDCP認証有無 (ソース機器側からの認証) 

 

表示例 表示内容説明 

2 0：入力信号なし 

1：HDCPなし 

2：HDCP 1.4 

3：HDCP 2.2 Type 0 

4：HDCP 2.2 Type 1 

  

 status_16：音声入力形式  

 

表示例 表示内容説明 

1 0：入力信号なし 

1：リニア PCM 

2：圧縮音声 

  

 status_17：音声入力サンプリング周波数 

 

表示例 表示内容説明 

5 0：入力信号なし 

1：22.05 kHz 2：24.0 kHz 

3：32 kHz 4：44.1 kHz 

5：48 kHz 6：88.2 kHz 

7：96 kHz 8：176 kHz 

9：192 kHz 10：768.0 kHz 

255：不明 

  

 status_18：音声入力ビット長 

 

表示例 表示内容説明 

9 0：入力信号なし 

1：16 bit 2：17 bit 

3：18 bit 4：19 bit 

5：20 bit 6：21 bit 

7：22 bit 8：23 bit 

9：24 bit 

255：不明 
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@AIN 入力信号状態 (チャンネルごと) (つづき) 

パラメータ status_19：音声入力 HBRモード 

 

表示例 表示内容説明 

1 0：入力信号なし 

1：HBR以外のモード 

(PCMモード、その他の圧縮音声) 

2：HBRモード 

  

取得例 送信 

返信 

@AIN,1<CR><LF> 

@AIN,1,FDX-S16U,01.00.00,15,1,1920,1080,59.94,1,2,1,2,1,1,2,1,5,9,1<CR><LF> 

説明 IN1の入力信号から全状態を取得。 

入力信号の全状態は以下のとおり。 

・取得チャンネル：IN1 

・製品型番：FDX-S16U 

・バージョン：01.00.00 

・有効データ数：有効データ数 15 

・入力スロットボードの搭載状態：搭載 

・入力映像の水平画素数：1920ピクセル 

・入力映像の垂直画素数：1080ライン 

・入力映像周波数：59.94 Hz 

・入力映像の走査方式：プログレッシブ方式 

・入力映像の HDMI / DVIモード：HDMI信号入力 

・入力映像の色空間：RGB入力 

・入力映像のカラーレンジ：フルレンジ入力 

・入力映像の色深度：24 bit / pixel (8 bit / component) 

・+5V信号入力状態：+5 V信号あり 

・入力信号の HDCP認証有無：HDCP 1.4 

・音声入力形式：リニア PCM 

・音声入力サンプリング周波数：48 kHz 

・音声入力ビット長：24 bit 

・音声入力 HBRモード：HBR以外のモード 

備考 － 
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@AOT 出力信号状態 (チャンネルごと) 

取得 送信 @AOT, out<CR><LF> 

返信 @AOT, status_1, status_2, status_3, status_4, status_5, status_6, status_7, 

status_8, status_9, status_10, status_11, status_12, status_13, status_14, status_15, 

status_16, status_17, status_18, status_19, status_20, status_21, status_22, 

status_23, status_24, status_25<CR><LF> 

パラメータ out：出力チャンネル 

1 = OUT1 ～ n = OUTn 

 status_1：出力チャンネル 

 

表示例 表示内容説明 

1 1 = OUT1 ～ n = OUTn 

  

 status_2：製品型番 

 

表示例 表示内容説明 

FDX-S16U 製品型番 

  

 status_3：バージョン 

 

表示例 表示内容説明 

01.00.00 バージョン 

  

 status_4：有効データ数 

 

表示例 表示内容説明 

1 スロット未搭載 

21 スロット搭載 

  

 status_5：出力スロットボードの搭載状態 

 

表示例 表示内容説明 

0 スロット未搭載 

1 スロット搭載 

※未搭載の場合、status_6以降の情報はありません。 

  

 status_6：選択中の入力チャンネル 

 

表示例 表示内容説明 

1 0 = 選択なし 

1 = IN1 ～ n = INn 
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@AOT 出力信号状態 (チャンネルごと) (つづき) 

パラメータ status_7：出力映像の水平画素数 

 

表示例 表示内容説明 

0 出力信号なし 

1920 1920ピクセル 

  

 status_8：出力映像の垂直画素数 

 

表示例 表示内容説明 

0 出力信号なし 

1080 1080ライン 

  

 status_9：出力映像の垂直同期周波数 

 

表示例 表示内容説明 

0 出力信号なし 

59.94 59.94 Hz 

  

 status_10：出力映像の走査方式 

 

表示例 表示内容説明 

1 0：出力信号なし 

1：プログレッシブ方式 

2：インターレース方式 

  

 status_11：出力映像の HDMI / DVIモード 

 

表示例 表示内容説明 

2 0：出力信号なし 

1：DVI信号出力 

2：HDMI信号出力 

3：SDI信号出力 

  

 status_12：出力映像の色空間 

 

表示例 表示内容説明 

1 0：出力信号なし 

1：RGB出力 

2：YCbCr 4:2:2出力 

3：YCbCr 4:4:4出力 

4：YCbCr 4:2:0出力 
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@AOT 出力信号状態 (チャンネルごと) (つづき) 

パラメータ status_13：出力映像のカラーレンジ 

 

表示例 表示内容説明 

2 0：出力信号なし 

1：リミテッドレンジ出力 

2：フルレンジ出力 

  

 status_14：出力映像の色深度 

 

表示例 表示内容説明 

1 0：出力信号なし 

1：24 bit / pixel (8 bit / component) 

2：30 bit / pixel (10 bit / component) 

3：36 bit / pixel (12 bit / component) 

  

 status_15：ホットプラグ検出状態 

 

表示例 表示内容説明 

1 0：ホットプラグ検出なし 

1：ホットプラグ検出あり 

  

 status_16：HDCP認証状態 

 

表示例 表示内容説明 

4 0：HDCP認証なし 

1：HDCP認証中 

2：HDCP認証中 

3：HDCP認証中 

4：HDCP認証正常終了 

5：HDCP認証異常終了 

  

 status_17：HDCPの出力状態 

 

表示例 表示内容説明 

1 0：HDCP出力なし 

1：HDCP 1.4出力 

2：HDCP 2.2 Type 0出力 

3：HDCP 2.2 Type 1出力 
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@AOT 出力信号状態 (チャンネルごと) (つづき) 

パラメータ status_18：音声出力形式 

 

表示例 表示内容説明 

1 0：出力信号なし 

1：リニア PCM 

2：圧縮音声 

  

 status_19：EDID読み込み状態 

 

表示例 表示内容説明 

2 0：未接続(EDID未取得) 

1：失敗 

2：成功 

  

 status_20：HDMI / DVIモード シンク機器対応状態 

 

表示例 表示内容説明 

2 0：未接続(EDID未取得) 

1：DVIモード 

2：HDMIモード (リニア PCM対応) 

3：HDMIモード (圧縮音声対応) 

  

 status_21：色空間 シンク機器対応状態 

 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Color - - - - YCbCr 

4:2:0 

YCbCr 

4:4:4 

YCbCr 

4:2:2 

RGB 

色空間に対応したビットが 1になり、10進数で表示します。 

“0”は未接続 (EDID 未取得)です。 

  

 status_22：色深度 シンク機器対応状態 

 

表示例 表示内容説明 

1 0：未接続 (EDID未取得) 

1：24 bit / pixel (8 bit / component) 

2：30 bit / pixel (10 bit / component) 

3：36 bit / pixel (12 bit / component) 
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@AOT 出力信号状態 (チャンネルごと) (つづき) 

パラメータ status_23：HDCP シンク機器対応状態 

 

表示例 表示内容説明 

2 0：未接続 (EDID未取得) 

1：HDCP非対応 

2：HDCP 1.4対応 

3：HDCP 2.2対応 

  

 status_24：SDCD シンク機器対応状態 

 

表示例 表示内容説明 

2 0：未接続 (EDID未取得) 

1：SCDC非対応 

2：SCDC対応 

  

 status_25：HDR シンク機器対応状態 

 

表示例 表示内容説明 

2 0：未接続 (EDID未取得) 

1：HDR非対応 

2：HDR対応 
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@AOT 出力信号状態 (チャンネルごと) (つづき) 

取得例 送信 

返信 

@AOT,1<CR><LF> 

@AOT,1,FDX-S16U,01.00.00,21,1,1,1920,1080,59.94,1,2,1,2,1,1,4,1,1,2,2,7,1,2,2,2 

<CR><LF> 

説明 OUT1の出力信号から全状態を取得。 

出力信号の全状態は以下のとおり。 

・取得チャンネル：OUT1 

・製品型番：FDX-S16U 

・バージョン：01.00.00 

・有効データ数：21 

・出力スロットボードの搭載状態：搭載 

・選択中の入力チャンネル：IN1 

・出力映像の水平画素数：1920ピクセル 

・出力映像の垂直画素数：1080ライン 

・出力映像周波数：59.94 Hz 

・出力映像の走査方式：プログレッシブ方式 

・出力映像の HDMI / DVIモード：HDMI信号出力 

・出力映像の色空間：RGB出力 

・出力映像のカラーレンジ：フルレンジ出力 

・出力映像の色深度：24 bit / pixel (8 bit / component) 

・ホットプラグ検出状態：ホットプラグ検出あり 

・HDCP認証状態：正常終了 

・HDCPの出力状態：HDCP 1.4出力 

・音声出力形式：リニア PCM 

・EDID読み込み状態：成功 

・HDMI / DVIモード シンク機器対応状態：HDMIモード (リニア PCM対応) 

・色空間 シンク機器対応状態：RGB, YCbCr 4:4:4, YCbCr 4:2:2対応 

・色深度 シンク機器対応状態：24 bit / pixel (8 bit / component) 

・HDCP シンク機器対応状態：HDCP 1.4対応 

・SCDC シンク機器対応状態：SCDC対応 

・HDR シンク機器対応状態：HDR対応 

備考 － 
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@GAA アラーム状態 

取得 送信 @GAA<CR><LF> 

返信 @GAA, status_1, status_2, status_3, status_4, status_5_1, staus_5_2, ･･･, 

status_5_16, status_6_1, status_6_2, ･･･, status_6_16, status_7_1, 

status_7_2, ･･･, status_7_10<CR><LF> 

パラメータ status_1：製品型番 

 

表示例 表示内容説明 

FDX-S16U 製品型番 

  

 status_2：バージョン 

 

表示例 表示内容説明 

01.00.00 バージョン 

  

 status_3：有効データ数 

 

表示例 表示内容説明 

12 FDX-S08U / S08は“9”固定です。 

FDX-S16U / S16は“12”固定です。 

FDX-S32U / S32は“22”固定です。 

FDX-S64は“43”固定です。 

  

 status_4：電源電圧状態、オーディオボード状態 

 

表示例 表示内容説明 

0 0：異常なし 

1：電源電圧異常あり 

2：オーディオボード (FDX-S64の場合は OPTION A) 

異常あり 

4：オーディオボード (OPTION B) 異常あり 

(FDX-S64のみ) 

 

複数の異常がある場合は下記のように加算した数字と

なります。 

3：電源電圧、オーディオボード (OPTION A) 

共に異常あり 

6：オーディオボード (OPTION A、OPTION B) 

共に異常あり 

7：電源電圧、オーディオボード (OPTION A、 

OPTION B) 共に異常あり 
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@GAA アラーム状態 (つづき) 

パラメータ status_5_1-16：入力スロットボード状態 

 

FDX-S08U / S08は status_5_1 ～ status_5_2の 2スロット分になります。 

FDX-S16U / S16は status_5_1 ～ status_5_4の 4スロット分になります。 

FDX-S32U / S32は status_5_1 ～ status_5_8の 8スロット分になります。 

FDX-S64は status_5_1 ～ status_5_16の 16スロット分になります。 

 

表示例 表示内容説明 

0 0：異常なし 

2：温度異常 

4：温度以外の異常 

-1：スロットボード未搭載 

  

 status_6_1-16：出力スロットボード状態 

 

FDX-S08U / S08は status_6_1 ～ status_6_2の 2スロット分になります。 

FDX-S16U / S16は status_6_1 ～ status_6_4の 4スロット分になります。 

FDX-S32U / S32は status_6_1 ～ status_6_8の 8スロット分になります。 

FDX-S64は status_6_1 ～ status_6_16の 16スロット分になります。 

 

表示例 表示内容説明 

0 0：異常なし 

2：温度異常 

4：温度以外の異常 

-1：スロットボード未搭載 

  

 status_7_1-10：ファン状態 

 

FDX-S08U / S08は status_7_1 ～ status_7_4の 4個分になります。 

FDX-S16U / S16は status_7_1 ～ status_7_3の 3個分になります。 

FDX-S32U / S32は status_7_1 ～ status_7_5の 5個分になります。 

FDX-S64は status_7_1 ～ status_7_10の 10個分になります。 

 

表示例 表示内容説明 

0 0：異常なし 

1：異常あり 
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@GAA アラーム状態 (つづき) 

取得例 送信 

返信 

@GAA<CR><LF> 

@GAA,FDX-S16U,01.00.00,12,0,0,0,-1,-1,0,0,-1,-1,0,0,0<CR><LF> 

説明 アラームの全状態を取得。 

アラームの全状態は以下のとおり。 

・製品型番：FDX-S16U 

・バージョン：01.00.00 

・有効データ数：12 

・電源電圧、オーディオボード状態：異常なし 

・入力スロットボード状態： 

入力スロット 1：異常なし 

入力スロット 2：異常なし 

入力スロット 3：スロットボード未搭載 

入力スロット 4：スロットボード未搭載 

・出力スロットボード状態： 

出力スロット 1：異常なし 

出力スロット 2：異常なし 

出力スロット 3：スロットボード未搭載 

出力スロット 4：スロットボード未搭載 

・ファン状態： 

ファン 1：異常なし 

ファン 2：異常なし 

ファン 3：異常なし 
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@GAA アラーム状態 (つづき) 

取得例 送信 

返信 

@GAA<CR><LF> 

@GAA,FDX-S32U,01.00.00,22,0,0,0,0,0,-1,-1,-1,-1,0,0,0,0,-1,-1,-1,-1,0,0,0,0,0 

<CR><LF> 

説明 アラームの全状態を取得。 

アラームの全状態は以下のとおり。 

・製品型番：FDX-S32U 

・バージョン：01.00.00 

・有効データ数：22 

・電源電圧、オーディオボード状態：異常なし 

・入力スロットボード状態： 

入力スロット 1：異常なし 

入力スロット 2：異常なし 

入力スロット 3：異常なし 

入力スロット 4：異常なし 

入力スロット 5：スロットボード未搭載 

入力スロット 6：スロットボード未搭載 

入力スロット 7：スロットボード未搭載 

入力スロット 8：スロットボード未搭載 

・出力スロットボード状態： 

出力スロット 1：異常なし 

出力スロット 2：異常なし 

出力スロット 3：異常なし 

出力スロット 4：異常なし 

出力スロット 5：スロットボード未搭載 

出力スロット 6：スロットボード未搭載 

出力スロット 7：スロットボード未搭載 

出力スロット 8：スロットボード未搭載 

・ファン状態： 

ファン 1：異常なし 

ファン 2：異常なし 

ファン 3：異常なし 

ファン 4：異常なし 

ファン 5：異常なし 

備考 機種により入出力スロット、ファンと電源ユニットの数が異なるため、コマンドの

長さは異なります。 
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3.4.20 互換モード通信コマンド設定 

 

mode / AV / V / A チャンネル切換モード 

取得 送信 mode<CR><LF> 

返信 status<CR><LF> 

設定 送信 AV<CR><LF> (入出力チャンネル切換) 

V<CR><LF> (入出力チャンネル切換) 

A<CR><LF> (本機では非対応のモード) 

返信 － 

パラメータ status：チャンネル切換モード 

AV = 入出力チャンネル切換,  V = 入出力チャンネル切換, 

A = 本機では非対応のモード 

取得例 送信 

返信 

mode<CR><LF> 

AV<CR><LF> 

 説明 チャンネル切換モードを取得。 

入出力チャンネル切換モードに設定されている。 

設定例 送信 

返信 

AV<CR><LF> 

－ 

 説明 入出力チャンネル切換モードに変更。 

正常終了。 

備考 ・ コマンドが実行されると、電源の再起動または別モードへの切換コマンドを受信

するまでモードは保持されます。 

・ 電源投入時の初期状態は常に“AV”となります。 

・ 本機では、“A”の設定値は非対応です。 

本機を制御するときは、“AV”または“V”の設定値をご使用ください。 
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z / なし 入出力チャンネル切換 

取得 送信 z, output_1<CR><LF> 

返信 input_v / input_a<CR><LF> 

設定 送信 input_1, output_1 (, input_2, output_2, ･･･)<CR><LF> 

返信 － 

パラメータ output_1-n：出力チャンネル 

r = 全出力 (設定時のみ),  0 = 全出力 (設定時のみ),  1 = OUT1 ～ n = OUTn 

 input_v：入力チャンネル 

input_a：“000”固定です。 

000 = OFF ※初期値,  001 = IN1 ～ 0n = INn 

 input_1-n：入力チャンネル 

q = OFF,  0 = OFF,  1 = IN1 ～ n = INn 

取得例 送信 

返信 

z,1<CR><LF> 

001/000<CR><LF> 

 説明 OUT1に設定されている入力チャンネルを取得。 

IN1が設定されている。 

設定例 送信 

返信 

1,3<CR><LF> 

－ 

 説明 OUT3を IN1に設定。 

正常終了。 

備考 － 

 

wva / w / wa 入出力チャンネル状態 

取得 送信 wva<CR><LF> (本機と非対応モード向けの入出力チャンネル状態取得) 

w<CR><LF> (入出力チャンネル状態取得) 

wa<CR><LF> (本機では非対応のモード向け入出力チャンネル状態取得) 

 返信 v_1; ･･･ (; v_n) / a_1; ･･･ (; a_n)<CR><LF> (wvaコマンドの返り値) 

v_1; ･･･ (; v_n)<CR><LF> (wコマンドの返り値) 

a_1; ･･･ (; a_n)<CR><LF> (waコマンドの返り値) 

パラメータ v_1-n：出力チャンネルに割り当てられている入力チャンネル 

a_1-n：“000”固定です。 

000 = OFF ※初期値,  001 = IN1 ～ 0n = INn 

取得例 送信 

返信 

wva<CR><LF> 

000;000;000;000;000;000;000;000;000;000;000;000;000;000;000;000/000;000; 

000;000;000;000;000;000;000;000;000;000;000;000;000;000<CR><LF> 

 説明 入出力チャンネル状態を取得。 

全出力チャンネルの入力チャンネルは OFFに設定されている。 

備考 － 

 

  



FDX-Sシリーズ取扱説明書 ＜コマンドガイド＞ 

119 

 

y / s / t プリセットメモリの取得 / 保存 / 呼出 

取得 送信 y, preset<CR><LF> 

返信 v_1; ･･･ (; v_n) / a_1; ･･･ (; a_n)<CR><LF> 

設定 送信 s, preset<CR><LF> (プリセットメモリの保存) 

t, preset<CR><LF> (プリセットメモリの呼出) 

 返信 － 

パラメータ preset：プリセットメモリ 

1 ～ 32 

 v_1-n：出力チャンネルに割り当てられている入力チャンネル 

a_1-n：“000”固定です。 

000 = OFF,  001 = IN1 ～ 0n = INn,  -01 = 制御しない ※初期値 

取得例 送信 

返信 

y,1<CR><LF> 

000;000;000;000;000;000;000;000;000;000;000;000;000;000;000;000/000;000; 

000;000;000;000;000;000;000;000;000;000;000;000;000;000<CR><LF> 

 説明 プリセットメモリ 1の入出力チャンネル状態を取得。 

全出力チャンネルの入力チャンネルは OFFに設定されている。 

設定例 送信 

返信 

s,1<CR><LF> 

－ 

 説明 現在の入出力チャンネル状態をプリセットメモリ 1に保存。 

正常終了。 

備考 － 

 

ky / kl / ku ボタンロック状態 / ボタンロック / ボタンロック解除 

取得 送信 ky<CR><LF> 

返信 lock<CR><LF> 

設定 送信 kl<CR><LF> (ボタンロック) 

ku<CR><LF> (ボタンロック解除) 

返信 － 

パラメータ lock：ボタンロック状態 

FREE = ロック解除 ※初期値,  LOCK = ロック有効 

取得例 送信 

返信 

ky<CR><LF> 

FREE<CR><LF> 

 説明 ボタンロック状態を取得。 

ボタンロックは解除されている。 

設定例 送信 

返信 

kl<CR><LF> 

－ 

 説明 ボタンロックを実行。 

正常終了。 

備考 ボタンロックの対象は、@GLM / @SLM ボタンロック対象の設定 (P.88) で設定され

たボタンです。 
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mem 入出力チャンネル状態と一致するプリセットメモリ番号 

取得 送信 mem<CR><LF> 

返信 video / audio<CR><LF> 

パラメータ video ：設定されている入出力チャンネル状態と一致するプリセットメモリ 

番号 

audio ：“000”固定です。 

000 = なし,  001 = プリセットメモリ 1 ～ 032 = プリセットメモリ 32 

取得例 送信 

返信 

mem<CR><LF> 

001/000<CR><LF> 

 説明 入出力チャンネル状態と一致するプリセットメモリ番号を取得。 

プリセットメモリ番号 1が一致している。 

備考 複数のプリセットメモリ番号が一致する場合、小さい番号を返信します。 

 

3.4.21 RS-232C 伝送モード 

 

 

@G++ / @S++ RS-232C 伝送送信チャンネル設定 

取得 送信 @G++<CR><LF> 

返信 @G++, ch_1, ･･･, ch_8 (, ch_9, ･･･, ch_n)<CR><LF> 

設定 送信 @S++, ch_1 (, ch_2, ･･･)<CR><LF> 

返信 @S++, ch_1 (, ch_2, ･･･)<CR><LF> 

パラメータ ch_1 ～ ch_n：RS-232C伝送送信チャンネル 

1 = OUT1 ～ n = OUTn,  101 = IN1 ～ 100+n = INn 

取得例 送信 

返信 

@G++<CR><LF> 

@G++,1,2,3,4<CR><LF> 

 説明 RS-232C伝送送信チャンネルの設定値を取得。 

OUT1 ～ OUT4が RS-232C伝送送信チャンネルに設定されている。 

設定例 送信 

返信 

@S++,1,12<CR><LF> 

@S++,1,12<CR><LF> 

 説明 OUT1と OUT12を RS-232C伝送送信チャンネルに設定。 

正常終了。 

備考 － 

 

  

HDBaseTのみ 
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@G+R / @S+R RS-232C 伝送受信チャンネル設定 

取得 送信 @G+R<CR><LF> 

返信 @G+R, channel<CR><LF> 

設定 送信 @S+R, channel<CR><LF> 

返信 @S+R, channel<CR><LF> 

パラメータ channel：RS-232C伝送受信チャンネル 

1 = OUT1 ～ n = OUTn,  101 = IN1 ～ 100+n = INn 

取得例 送信 

返信 

@G+R<CR><LF> 

@G+R,4<CR><LF> 

 説明 RS-232C伝送受信チャンネルの設定値を取得。 

OUT4が RS-232C 伝送受信チャンネルに設定されている。 

設定例 送信 

返信 

@S+R,1<CR><LF> 

@S+R,1<CR><LF> 

 説明 OUT1を RS-232C 伝送受信チャンネルに設定。 

正常終了。 

備考 － 

 

 

@G+S / @S+S RS-232C 伝送モード設定 

取得 送信 @G+S<CR><LF> 

返信 @G+S, mode<CR><LF> 

設定 送信 @S+S, mode<CR><LF> 

返信 @S+S, mode<CR><LF> 

パラメータ mode：RS-232C伝送モード設定 

0 = 通常モード,  1 = RS-232C伝送モード 

RS-232C伝送モードに設定すると以後、通常モードに設定するコマンドを受信する

まで本機への通信は RS-232C伝送されます。 

取得例 送信 

返信 

@G+S<CR><LF> 

@G+S,1<CR><LF> 

 説明 RS-232C伝送設定の設定値を取得。 

RS-232C伝送モードに設定されている。 

設定例 送信 

返信 

@S+S,0<CR><LF> 

@S+S,0<CR><LF> 

 説明 RS-232C伝送設定を通常モードに設定。 

正常終了。 

備考 － 

 

  

HDBaseTのみ 
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